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わたなべ・みく　同校に赴任して３年目。３学年担任。進路指導部。理科（化学、生物）。
北海道札幌西陵高校　1977（昭和52）年設立／全日制／普通科／共学／１学年約240人／2024
年度卒業生進路実績　国公立大は、小樽商科大、北見工業大などに４人が合格。私立大は、北海道
医療大、北海道科学大、東洋大などに延べ139人が合格。短大・専門学校進学88人。就職11人。

　高校生活最後の文化祭の出し物。３年２組は皆で話し合ってダンスに決めたも
のの、ステージ部門の生徒たちの心にはどこか引っかかるものがあった。担任の
渡辺先生に相談すると、「流行のダンスをまねるだけなら、ほかのクラスとかぶ
らない？ 観客のことは考えた？」と問いかけられ、生徒たちははっとした。「そ
れまでは、自分たちのやりたいことや準備の負担を減らすことばかりに気を取ら
れていました。企画を一から練り直し、観客のことを意識して、笑いの要素など
を取り入れた劇を創り上げました。当日は大盛況でした」と、生徒たちは笑顔で
文化祭を振り返る。渡辺先生は、「生徒は失敗することが不安で、挑戦すること
を避けがちです。でも、困難を乗り越えた先に、人としての成長があります。そ
のことを根気よく伝えて、挑戦する姿勢を引き出すようにしています」と語る。
　「生徒に求めていることは、まずは自分が実践しないと」と、渡辺先生は若手
教師の１人として積極的に新しい取り組みに挑戦。今年度は、総合型選抜の対策
として、グループディスカッションの放課後講座を企画・運営した。生徒に言っ
ている「君ならできる」を自身にも言い聞かせ、生徒の未来のために走り続ける。

C o v e r  S t o r y

生徒と創る学びの情景
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年生のAさんは、高校入学当初から、ある国立大学の

学部・学科に興味を持っていて、同学科の公開講座や

学科説明会にはすべて参加していました。今から10年ほど前、

その学科はAO入試（現・総合型選抜）を行っていました。入

試科目は小論文と面接で、評定平均値は出願条件に入っていま

せんでした。Aさんは1年生の時から成績が振るわなかったた

め、一般入試（現・一般選抜）よりもAO入試の方がAさんに

とって、現役で合格できる可能性のある選択肢なのではないか

と、クラス担任の私は考えていました。ただ、AさんがAO入

試に挑戦することには懸念もありました。AO入試の対策が負

担になり、一般入試に向けた学習がおろそかになるのではない

か。AO入試で不合格となった場合、Aさんは一般入試に向け

て気持ちをうまく切り替えられるのだろうかという懸念です。

　悩んだ末、私は5月の面談でAさんに「大学への思いを、

AO入試で大学に直接伝えてみては？」と提案しました。Aさ

んはAO入試の受験を決意し、小論文の対策を始めました。し

かし、10月に実施されたAO入試の結果は不合格。気落ちし

ているAさんに私は、「一般入試に向けて頑張ろう」と声をか

けました。Aさんは気を取り直し、一般入試の対策を再開した

ようでしたが、受験勉強の成果は目に見える形では表れてくれ

ませんでした。Aさんは気持ちの切り替えがうまくできていな

いのかもしれない……。AさんにAO入試の受験を勧めたこと

に対して私は、後悔の念に駆られ始めました。

ころが12月の三者面談で、Aさんの母親がにこやかに

私に言ったのです。「AO入試を受験してよかったです」

と。不合格だったのにどうしてだろうといぶかる私に母親は、

AO入試での不合格を境に、Aさんは朝早く自分で起きてきて、

登校前に勉強するようになったと話してくれました。母親の隣

に座るAさんは恥ずかしそうな表情を浮かべていました。

　Aさんは、私の見えないところで行動を変えていたのです。

その後、Aさんは大学入試センター試験（現・大学入学共通テ

スト）で目標点を獲得。個別試験で課される小論文の対策を早

くから始めていたことも功を奏し、一般入試で合格しました。

　Aさんの再起と変化を私が見通せていたかと問われると、答

えは「いいえ」です。それぞれの生徒には努力や心の強さなど、

教師には見えていないものがたくさんあることを、Aさんは見

事な逆転合格を通じて私に教えてくれました。

AO 入試で不合格となった A さんに、杉山先生はきめ細か
に支援を続けましたが、A さんの変化には気づかなかっ
たそうです。生徒を見取る難しさについて杉山先生が
語ったウェブオリジナル記事を、ぜひご覧ください。

https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article32487/

教師は、生徒の「どうあるべきか、どう生きてい
くか」という答えが１つではない問いに、生徒と
ともに日々向き合う。教師としての指導観を問わ
れた「あの瞬間」を、当事者の教師が振り返る。

Ａ
Ｏ
入
試
で
不
合
格
の
生
徒
。

そ
の
後
の
受
験
勉
強
も

振
る
わ
な
い
中
、

教
師
の
私
に
は
見
え
な
い

変
化
と
成
長
を
遂
げ
て
い
た

すぎやま・たかこ ●同校に赴任して１年目。教頭。
  数学科の教師として、生徒は目の前の問題を

どのように捉えているのか、つまずいているとしたら、
それはどこで、どのように考えたからなのかなど、

常に生徒目線での授業づくりに注力してきた。

高知県立高知追手前高校

杉山太夏子

先生なら、
どうしますか？
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発問・課題設定をキーに見る 
主体的・対話的で深い学び　授業実践26

  英語　
  福岡県立筑紫丘高校　徳永拓也
	 	 管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

ブラッシュアップ　授業実践30

  数学
  岩手県立一関第一高校・附属中学校 長岡拓郎
	 	 管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

「やらされ探究」から「マイ探究」へ！34

  兵庫県・私立芦屋学園中学校・高校
	 	 探究学習の目標を明確化し、高校生活と接続　
  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

事例で深める！　学習評価36

  岐阜県立中津高校
	 	 単元テストと多様な評価方法の導入　
  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

指導変革の軌跡38

  長崎県立松浦高校
	 	 生徒支援の充実のための外部連携
  管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌

大学入試トレンド解説42

  現３年生のデータから見える、
  今後の進路・学習指導のポイント
	 	 管理職 教務担当 進路担当 担任お勧めの分掌
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特別企画 2

次期学習指導要領における「主体的に学習に取り組む態度」の評価の改善の背景と方向性
文部科学省　初等中等教育局　主任視学官　田村　学	×	 編集部　統括責任者　柏木　崇
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月
4
日
に
開
催
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れ
た
、
中
央
教
育
審
議
会
（
以
下
、
中
教
審
）
の
教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
第
10
回
で
、
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価

（
以
下
、
観
点
別
評
価
）
の
観
点
の
１
つ
で
あ
る
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
を
、
次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
個
人
内
評
価
と
す
る
と
い
う

改
善
案
が
文
部
科
学
省
か
ら
示
さ
れ
た
。
そ
の
背
景
と
具
体
的
な
内
容
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
下
で
行
わ
れ
る
教
育
活
動
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い

て
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
の
田
村
学
主
任
視
学
官
に
、
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
編
集
部
統
括
責
任
者
の
柏
木
崇
が
聞
い
た
対
談
記
事
（『VIEW

 
next O

N
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E

』
に
掲
載
）
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
紹
介
す
る
。

特別企画

対談記事より抜粋・再構成

　中
教
審
の
教
育
課
程
企
画
特
別
部
会
で
、「
主
体
的
に
学

習
に
取
り
組
む
態
度
」
を
含
む
観
点
別
評
価
に
関
す
る
次

の
よ
う
な
改
善
案
が
示
さ
れ
た
。

　「主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
を
含
む
「
学
び
に

向
か
う
力
・
人
間
性
等
」
に
つ
い
て
は
、「
目
標
準
拠
評
価
」

か
ら
、
教
育
課
程
全
体
を
通
じ
て
個
人
の
よ
い
点
や
可
能

性
、進
捗
の
状
況
等
に
着
目
し
て
評
価
す
る「
個
人
内
評
価
」

へ
と
変
更
す
る
。

　現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
は
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り

次
期
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」の

評
価
の
改
善
の
背
景
と
方
向
性

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

の
評
価
に
関
す
る
改
善
案

■これまでの観点別評価のイメージ
見
取
る
観
点

観
点
別
評
価

評
定
へ
の
総
括

知識・技能

目標準拠評価

思考・判断・
表現

目標準拠評価 目標準拠評価

評定 個人内評価

感性、思いやりなど

主体的に学習に
取り組む態度

(Ａ、Ｂ、Ｃ) (Ａ、Ｂ、Ｃ)

小学校３段階、
中学校・高校５段階

総括

(Ａ、Ｂ、Ｃ)

※中央教育審議会教育課程企画特別部会　論点資料を基に編集部で作成。

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」を

個
人
内
評
価
と
す
る
。

柏
木
崇
・
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
編
集
部
統
括
責
任
者

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
を
含
む
「
学
び
に
向
か
う

力
・
人
間
性
等
」
が
個
人
内
評
価
と
な
る
こ
と
で
、「
学
び
に
向

か
う
力
・
人
間
性
等
」
の
育
成
や
評
価
に
対
す
る
意
識
が
低
下

す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危
惧
も
あ
り
ま
す
。

田
村
学
・
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
主
任
視
学
官

「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」
が
社
会
で
一
層
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
や
、
大
学
入
試
に
お
い
て
総
合
型
選
抜
・
学
校
推
薦

型
選
抜
が
拡
大
し
、「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」
も
重
要

な
評
価
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
す
。
生
徒

の
や
る
気
や
協
調
性
、
自
制
心
な
ど
を
教
師
が
肯
定
的
に
評
価
す

る
こ
と
が
、
そ
の
生
徒
の
全
人
的
な
成
長
に
つ
な
が
る
と
い
う

経
験
は
、
多
く
の
先
生
が
有
し
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」
の
育
成
や
評
価
が

軽
視
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
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本
記
事
は
25
年
9
月
4
日
に
、『V

IEW
 next O

N
LIN

E

』
に

掲
載
し
た
学
校
教
育
関
係
者
向
け
の
記
事
を
、
高
校
教
師
向
け

に
再
編
集
し
た
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
す
。
同
記
事
の
全
文
に
は

https://view
-next.benesse.jp/

view
/w

eb/article33384/

ま
た
は
下
記
の
２
次
元
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

対
談
記
事
の
全
文
は
こ
ち
ら
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組
む
態
度
」
を
「
粘
り
強
さ
」
と
「
学
習
の
自
己
調
整
」

の
２
つ
の
側
面
か
ら
評
価
し
て
い
る
が
、「
主
体
的
に
学
習

に
取
り
組
む
態
度
」
が
個
人
内
評
価
に
な
る
と
、「
感
性
・

思
い
や
り
な
ど
」
と
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

を
分
け
る
必
要
が
な
く
な
る
た
め
、
評
価
観
点
を
「
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
か
ら
「
学
び
に
向
か
う
力
・

人
間
性
」
へ
と
変
更
す
る
こ
と
が
併
せ
て
検
討
さ
れ
て
い

る
。

　「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」
と
「
思
考
・
判
断
・

表
現
」は
親
和
性
が
強
く
、思
考
・
判
断
・
表
現
の
過
程
で「
学

び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」
の
一
部
が
見
て
取
れ
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
の
た
め
、
各
教
科
に
お
け
る
思
考
・
判
断
・
表
現
の

過
程
で
、
学
び
の
主
体
的
な
調
整
や
他
者
と
の
対
話
・
協

働
な
ど
に
よ
っ
て
「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」
が

特
に
表
出
し
た
場
合
に
は
、「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
の
観

点
別
評
価
に「
◯
」を
付
記
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

■次期学習指導要領における新たな観点別評価のイメージ
見
取
る
観
点

観
点
別
評
価

評
定
へ
の
総
括

知識・技能

目標準拠評価

思考・判断・
表現

目標準拠評価

評定 評定せず

(Ａ、Ｂ、Ｃ) (Ａ、Ｂ、Ｃ)

小学校３段階、
中学校・高校５段階

総合所見欄等に反映

総括

学びに向かう力・
人間性

個人内評価

思考・判断・表現の過
程で、「初発の思考や
行動を起こす力・好奇
心」「学びの主体的な
調整」「他者との対話
や協働」が特に表出し
た場合には、「思・判・
表」の観点別評価に

「◯」を付記する

※中央教育審議会教育課程企画特別部会　論点資料を基に編集部で作成。

「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」が
特
に

表
出
さ
れ
た
場
合
は
、「
思
考
・
判
断
・
表
現
」

の
観
点
別
評
価
に「
◯
」を
付
記
す
る
。

柏
木
　「主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
を
見
直
す

こ
と
に
よ
り
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
偏
重
の
評
価
へ
と
戻
っ
て
し

ま
う
懸
念
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

柏
木
　現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
下
で
は
、
現
場
の
先
生
方
は

学
習
指
導
要
領
の
次
期
改
訂
に
向
け
た
議
論
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
学
習
評
価
の
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
け
ば
よ
い
と
お
考
え

で
す
か
。

田
村
　「思
考
・
判
断
・
表
現
」
の
評
価
の
過
程
で
、「
学
び
に

向
か
う
力
・
人
間
性
等
」
を
構
成
す
る
要
素
が
特
に
表
出
さ
れ
た

場
合
に
、「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
の
観
点
別
評
価
に
「
○
」
を

付
記
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
思
考
・
判

断
・
表
現
」
の
評
価
の
過
程
で
「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」

を
見
取
る
た
め
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
な
ど
の
重
要
性
は
今

後
も
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

田
村
　こ
れ
ま
で
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
目

標
準
拠
評
価
に
取
り
組
ん
で
き
た
先
生
方
は
、
そ
の
実
践
を
通

し
て
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
が
育
ま
れ
た
生
徒

の
姿
を
見
取
り
、
言
語
化
す
る
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、「
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
育
成
・
評
価
方
法
を
磨
き
上
げ

て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
経
験
は
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
態
度
」
を
含
む
「
学
び
に
向
か
う
力
・
人
間
性
等
」
が
個
人

内
評
価
に
な
っ
て
も
、
大
い
に
生
き
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
現
行
の
学
習
指
導
要
領
の
下
で
の
実
践
は
、
次
期

学
習
指
導
要
領
に
も
し
っ
か
り
と
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
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9.7

14.5

20.4

21.9

17.4

9.3

現行の学習指導要領における情報活用能力の定義図1

•情報活用能力は、世の中の様々な事象を情報とその結びつきとして
捉え、情報及び情報技術を適切かつ効果的に活用して、問題を発見・
解決したり自分の考えを形成したりしていくために必要な資質・能
力である。

•情報活用能力をより具体的に捉えれば、学習活動において必要に応
じてコンピューター等の情報手段を適切に用いて情報を得たり、情
報を整理・比較したり、得られた情報を分かりやすく発信・伝達し
たり、必要に応じて保存・共有したりといったことができる力であり、
さらに、このような学習活動を遂行する上で必要となる情報手段の
基本的な操作の習得や、プログラミング的思考、情報モラル、情報
セキュリティー、統計等に関する資質・能力等も含むものである。

高校生の情報活用能力の状況（レベル９〜１のうち、レベル９〜４を抜粋）図２

情報活用能力の育成に関する指導の状況図３

十分に育成を図れており、
生徒も発揮している

育成を図りたいが、
できていない

育成を図ってはいるが、生徒に
発揮させるところまでは至っていない 育成を図る

つもりはない
その他

※『VIEW next』高校版　読者モニター
アンケート結果より（アンケートは
2025年7月にウェブで実施。有効回
答数は115）。

•こうした情報活用能力は、各教科等の学びを支える基盤であり、
これを確実に育んでいくためには、各教科等の特質に応じて適切
な学習場面で育成を図ることが重要であるとともに、そうして育ま
れた情報活用能力を発揮させることにより、各教科等における主
体的・対話的で深い学びへとつながっていくことが一層期待され
るものである。

•各学科に共通する教科である情報科は、高等学校における情報活
用能力の育成の中核を担うものであるが、その育成においては情
報科と他の各教科・科目等とが相互に関連を図ることが重要であ
り、また、他の各教科・科目等においても積極的に実施していくこ
とが必要である。

6.1 2.6 7.040.9 43.5

レベル 高校生の割合（％） 調査の結果を基に想定できる各レベルの生徒が身につけている情報活用能力の例

レベル９
669点
以上

❶アプリケーション、システム、デジタルの特徴を理解している
❷他人の主張に関する根拠を見つけることができる／複数の条件に応じて、複数の情報を検索し、選択できる
❸反復処理を含むプログラムの実行結果を想定しながら修正できる
❹不適切な情報を受信せずに、個人情報や著作権を保護しながら発信できる

レベル８
622点〜
669点

❶全角・半角・英字・数字・記号などを使い分けて入力できる
❷複数の条件に応じて、複数の情報を選択できる／目的に応じて、グラフを選択し、修正できる
❸複数の条件分岐を含むプログラムを理解している／目的に応じて、フローチャートを考えることができる
❹不適切な情報発信を指摘できる

レベル７
572点〜
622点

❶ホームページ等を管理するためのアカウント権限を設定できる／ファイルサイズの削減などができる
❷信頼できる根拠を選択できる／データの矛盾点を指摘できる
❸目的に応じて、反復処理のプログラミングができる
❹コンピューターウイルスの感染対策ができる／公開してはいけない記事の判断ができる

レベル６
524点〜
572点

❶目的に応じて、アプリケーションを選択し、操作ができる
❷目的に応じて、情報を整理することができる／複数の事象を示した図を読み解くことができる
❸分岐処理のプログラムの実行結果を考えることができる／プログラムの不具合から修正すべき箇所を見つけることができる
❹デジタル情報の発信にかかわる肖像権、著作権等の権利やそれらを守る方法を理解している

レベル５
480点〜
524点

❶指定されたフォルダへファイルに名前をつけて保存できる／クラウド上の編集権限を設定できる
❷目的に応じて、情報を図、表、グラフに示すことができる
❸分岐処理のプログラムをフローチャートに表すことができる
❹コンピューターウイルス感染の原因について理解している

レベル４
417点〜
480点

❶指示に従って、アプリケーションを選択し、操作ができる
❷複数のページに書かれている情報を要約できる
❸簡単な分岐処理のプログラミングができる
❹自分の情報を守ったり、健康に留意したりしながら情報端末を使うことができる

❶は「基本的な操作等」、❷は「問題解決・探究における情報活用」、❸は「プログラミング」、❹は「情報モラル・セキュリティー」の例。
注１）調査を行った全生徒の平均点は500点に換算している。また、得点の上限や下限は存在しない。　注２）レベル９〜１までの割合の合計を100%として計算している。
注３）生徒の到達しているレベルより下のレベルの特徴は身につけていると考えられる。　※文部科学省「情報活用能力調査 調査結果」（2023年３月）を基に編集部で
作成。記載していないレベル３〜１の割合は、次の通り。レベル３（381点〜417点）：4.1％、レベル２（329点〜381点）：1.8％、レベル１（329点未満）：0.9％。

※文部科学省「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説　総則編」から一部を抜粋して編集部で作成。下線は編集部によるもの。

（％）

Q.日々の指導の中で、情報活用能力の育成を図り、生徒にその力を発揮させることができていますか。

©Sozyer / PIXTA

情報活用能力を学校    全体でどう育成するか？
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情報活用能力を学校    全体でどう育成するか？

特集

　2024年12月に文部科学大臣から中央教育審議会に諮問された「初等中等教育における教育課程の基準等の在り
方について」では、「生成ＡＩをはじめデジタル技術が飛躍的に発展する中、小中高等学校を通じた情報活用能力の
抜本的向上を図る方策についてどのように考えるか」と、「情報活用能力の抜本的向上」が学習指導要領の次期改訂
に向けた論点の１つとして挙げられました。現行の学習指導要領でも情報活用能力の育成は求められており、各教
科等の学びを支える基盤である情報活用能力は、高校においては情報科が中核となりつつも、各教科で育成するべ
き資質・能力、すなわち学校全体で育成するべき資質・能力とされています（図１）。しかし、生徒が情報活用能力
を十分身につけているかというと、そうとは言えないのが現状であり（図２）、現場の教師もうまく育成できていな
いと感じています（図３）。
　そこで今号の特集では、情報活用能力の構成要素のうち、各教科の授業においても行われる「情報及び情報技術
の活用」を中心に、どうすれば学校全体で情報活用能力を育成することができるのか、有識者の話と３校の事例を
通じて考えています。また、同じく情報活用能力の構成要素の１つであり、社会問題としても注目されている情報
モラルの指導のあり方について、有識者に話を聞きました。情報活用能力の全体像をつかむ点でも本特集をお役立
ていただけたらと思います。

 編集部　統括責任者　柏木　崇

 P. 6	 課題整理
	 	 各教科等での情報活用能力の育成が、教科の学びの深化につながる
  中京大学教養教育研究院　教授　泰

たいざん

山　裕
ゆう

 P. 10	 事例 1　東京都・私立山崎学園富士見中学校高校
	 	 情報活用能力の指導状況の共有を出発点に、教科横断での指導の実現を目指す
 P. 14 事例 2　三重県立名

な

張
ばり

青
せいほう

峰高校
	 	 心から取り組みたい探究課題の設定により、生徒に必要感を持たせ、情報活用能力を育む
 P. 18	 事例 3　兵庫県・私立雲

ひばりがおか

雀丘学園中学校・高校
	 	 多くの教科・科目が探究学習にかかわり、高度情報化社会に貢献する力を育む
 P. 22	 Commentary

	 	 知識だけではトラブルは防げない。情報モラル指導の核心は「自分事化」
  静岡大学教育学部　学校教育講座　准教授　塩田真吾

報活用能力は、「各教科等の学びを支える基盤」で
あり、「各教科等の特質に応じて、適切な学習場面

で育成を図ることが重要」であるとされている（図１）が、
生徒が身につけている情報活用能力の状況を見ると、十
分に育成されているとは言い難い（図２）。
　弊誌の読者モニターに情報活用能力の育成に関する指
導の状況を聞いたところ、「育成を図ってはいるが、生徒

に発揮させるところまでは至っていない」と「育成を図
りたいが、できていない」と答えた教師が８割を超えた
（図３）。「育成を図りたいが、できていない」理由として
は、「情報活用能力がどのような資質・能力なのかがあい
まい」「学校全体として育成を目指す情報活用能力が明確
にされていない」「担当教科・科目における指導が難しい」
「情報科や他教科との連携が難しい」などが多く挙がった。

今後求められる情報活用能力とはどのような資質・能力
なのか。どうすれば学校全体で育成できるのか。

先生方とともに
考えたい「問い」

情
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　「
情
報
活
用
能
力
」
は
、
現
行
の
学
習
指

導
要
領
に
お
い
て
、「
言
語
能
力
」や「
問
題

発
見
・
解
決
能
力
」
等
と
並
び
、「
学
習
の

基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
」
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
文
部
科
学
省
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要

領（
平
成
30
年
告
示
）解
説
　
総
則
編
」で
は
、

「
世
の
中
の
様
々
な
事
象
を
情
報
と
そ
の
結

び
つ
き
と
し
て
捉
え
、
情
報
及
び
情
報
技
術

を
適
切
か
つ
効
果
的
に
活
用
し
て
、
問
題
を

発
見
・
解
決
し
た
り
自
分
の
考
え
を
形
成
し

た
り
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
」

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
（
Ｐ
．４
図
１
）。

　
情
報
活
用
能
力
の
育
成
が
重
視
さ
れ
る
背

景
に
は
、
情
報
化
社
会
の
進
展
が
あ
り
ま

す
。
特
に
生
成
Ａ
Ｉ
は
そ
の
進
化
が
目
覚
ま

し
く
、
そ
う
し
た
社
会
を
生
き
て
い
く
上
で
、

情
報
活
用
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
必
要

不
可
欠
で
す
。

　
変
化
の
激
し
い
予
測
困
難
な
時
代
に
お
い

て
、
授
業
の
あ
り
方
も
変
化
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
主
流
だ
っ
た
講
義
型
の
授
業
で
は
、

各
教
科
等
で
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
が
、

教
科
の
学
び
の
深
化
に
つ
な
が
る

中
京
大
学
教
養
教
育
研
究
院 

教
授

　泰た
い
ざ
ん山

　裕ゆ
う

学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
、
各
教
科
等
の
学
び
を
支
え
る
基
盤
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
情

報
活
用
能
力
」。
そ
の
育
成
は
、
情
報
科
だ
け
が
担
う
の
で
は
な
く
、
学
校
全
体
で
推
進
し
て
い

く
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
情
報
活
用
能
力
と
は
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
な
の
か
。

ど
う
す
れ
ば
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
文
部
科
学
省
が
行
う
情
報
活
用
能
力
の
調
査
研

究
な
ど
に
携
わ
る
中
京
大
学
教
養
教
育
研
究
院
の
泰
山
裕
教
授
に
話
を
聞
い
た
。

たいざん・ゆう　関西大学大学院 
総合情報学研究科博士課程後期
課程修了。博士（情報学）。鳴門教
育大学大学院准教授などを経て、
2024 年４月より現職。文部 科 学
省「情報活用能力調査の今後の在
り方に関する調査研究」企画推進
委員、「学校ＤＸ戦略アドバイザー」
なども務める。著書に、『「思考ツー
ル×ＩＣＴ」で実現する探究的な学
び』（編著、東洋館出版社）、『デジ
タル学習基盤と情報活用能力』（共
著、東洋館出版社）など。

課
題
整
理学

習
の
基
盤
と
な
る

資
質
・
能
力
の
１
つ

情
報
活
用
能
力
と
は
何
か
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教
師
が
情
報
を
収
集
し
、
学
習
に
適
切
な
情

報
を
選
び
、
整
理
し
て
生
徒
に
提
供
し
て
い

ま
し
た
。
生
徒
は
基
本
的
に
、
教
師
か
ら
与

え
ら
れ
た
情
報
を
正
し
い
も
の
と
し
て
受
け

取
っ
て
学
ぶ
形
で
す
。
し
か
し
今
は
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手

と
な
る
よ
う
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
の
実
現
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
徒

が
自
分
で
課
題
を
設
定
し
、
必
要
な
情
報
を

集
め
て
、
そ
れ
を
整
理
・
分
析
し
、
理
解
し

た
こ
と
を
ま
と
め
る
探
究
学
習
の
存
在
感
が

増
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
学
び
を
支
え
る

基
盤
と
し
て
も
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
生
徒
に
情
報
活
用
能
力
が
十
分

に
育
成
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
の
が
現

状
で
す
。
２
０
２
１
年
度
に
実
施
さ
れ
た「
情

報
活
用
能
力
調
査
」
の
結
果
（
Ｐ
．４
図
２
）

で
は
、
情
報
活
用
能
力
が
高
い
高
校
生
（
レ

ベ
ル
８・
９
）
の
割
合
は
約
25
％
で
し
た
。

私
は
、
そ
の
レ
ベ
ル
は
「
情
報
の
科
学
的
な

理
解
に
基
づ
き
、
実
生
活
や
社
会
で
問
題
を

解
決
で
き
る
」
レ
ベ
ル
だ
と
捉
え
て
お
り
、

高
校
生
が
日
々
接
す
る
情
報
の
量
や
質
を
考

え
る
と
、
そ
の
レ
ベ
ル
の
高
校
生
が
増
え
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
情
報
技
術
の
活
用
状
況
も
芳
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
生
徒
の
学
習
到
達
度
調

査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
２
０
２
２
」
の
結
果
で
は
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
施
以
降
の
調

査
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
探
究
的
な
学
び
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
頻
度
に
お
い
て
、
日
本

は
参
加
29
か
国
中
最
下
位
で
し
た
。

　
現
在
、
学
習
指
導
要
領
の
次
期
改
訂
に
向

け
た
議
論
が
中
央
教
育
審
議
会（
以
下
、中
教

審
）
で
進
行
中
で
す
。
そ
の
論
点
の
１
つ
が

「
情
報
活
用
能
力
」で
あ
り
、前
述
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
て
、小
・
中
・
高
を
通
じ
た
体

系
的
な
育
成
の
必
要
性
が
議
論
さ
れ
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
小
学
校
は
情
報
活
用
能

力
を
育
成
す
る
時
間
を
確
保
し
、
中
学
校
は

技
術
科
を
独
立
さ
せ
、
そ
こ
で
技
術
の
視
点

か
ら
情
報
に
つ
い
て
学
ぶ
時
間
を
確
保
し
、

高
校
は
そ
れ
ら
の
検
討
を
踏
ま
え
て
情
報
科

の
内
容
を
深
め
て
い
く
案
が
出
て
い
ま
す
。

　
情
報
活
用
能
力
の
定
義
も
見
直
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
情
報
活
用
能
力
は

「
情
報
及
び
情
報
技
術
を
」活
用
す

る
力
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、デ
ジ

タ
ル
技
術
の
普
及
や
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
の
進
展
等
に
基
づ
く
、

「
情
報
技
術
を
介
さ
な
い
情
報
活

用
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
持
ち
に
く
い
」「
言
語
能
力
と

の
重
複
が
あ
る
」
と
の
指
摘
を
踏

ま
え
、情
報
活
用
能
力
を「
情
報
技

術
」に
か
か
わ
る
も
の
に
焦
点
化
し

（「
情
報
の
活
用
」は
各
教
科
等
の
特

質
に
応
じ
て
指
導
）、そ
の
上
で
情

報
活
用
能
力
の
構
成
要
素
を
３
つ

に
整
理
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す（
図
１
）。併
せ
て
、情
報
活

用
能
力
を
、
各
教
科
等
の
み
な
ら

ず
、探
究
的
な
学
び
を
支
え
、
駆
動

さ
せ
る
基
盤
と
し
て
位
置
づ
け
る

こ
と
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
最

終
的
に
ど
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
る

の
か
、議
論
を
注
視
し
て
い
ま
す
。

　
で
は
、
情
報
活
用
能
力
は
ど
う
す
れ
ば
育

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
高

等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
30
年
告
示
）

解
説
　
総
則
編
」
に
も
示
さ
れ
て
い
る
通
り

（
Ｐ
．４
図
１
）、
情
報
活
用
能
力
は
情
報
科
が

中
核
を
担
い
な
が
ら
も
、
各
教
科
・
科
目
で

生
徒
に
育
成
し
、
発
揮
さ
せ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
中
教
審
で
検
討
中
の
図
１

に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、「
①
活
用
」に
お
け

る
情
報
技
術
の
基
本
的
な
操
作
や
、情
報
技

術
を
活
用
し
た
情
報
の
収
集
、
整
理
・
比
較
、

発
信
・
伝
達
等
は
、
各
教
科
・
科
目
の
授
業

※中央教育審議会　初等中等教育分科会　教育課程部会　教育課程企画特別部会（第７回）論点資料⑥「情報活用能
力の抜本的向上（デジタル化社会の負の側面への対応を含む）」（2025年５月）を基に編集部で作成。「主な指導場面」
は取材を基に編集部が加筆。

中央教育審議会で検討中の情報活用能力の定義図１

主な指導場面

各教科・科目の
授業

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
等

情報科の
授業

情報技術の
※コンピューター、
情報通信ネットワーク、
ＡＩ、メディア等

①活用
情報技術の基本的な操作
及び情報技術を活用した情
報の収集、整理・比較、発
信・伝達等に関すること

②適切な
取り扱い

情報技術を扱う際の留意事
項に関すること（情報モラ
ル、権利と責任等）

③特性の
理解

情報技術の特性の科学的
な理解に関すること（コン
ピューターの仕組み、デー
タ活用等）

体
系
的
な
情
報
活
用
能
力
の
育
成

に
つ
い
て
中
教
審
で
議
論
が
進
行

多
く
の
教
科
等
で
指
導
さ
れ
て
い
る

情
報
収
集
、整
理
、分
析
、表
現
、発
信

な
ぜ
、学
校
全
体
で
の
育
成
が
必
要
か

情報活用能力を学校全体でどう育成するか？特集
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で
行
え
ま
す
。「
②
適
切
な
取
り
扱
い
」や「
③

特
性
の
理
解
」
は
、
知
っ
て
い
る
と
効
率
的・

効
果
的
に
情
報
を
活
用
で
き
る
、
あ
る
い
は

知
ら
な
い
と
困
る
・
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま

れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
主
に
情
報
科
で
体

系
的
に
指
導
し
、
そ
こ
で
学
ん
だ
知
識
・
技

能
を
生
徒
が
発
揮
す
る
場
面
を
各
教
科
・
科

目
の
授
業
や
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
に

設
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
①
、
②
、

③
の
各
要
素
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
情
報
技

術
を
自
由
自
在
に
活
用
し
、
自
ら
の
人
生
や

社
会
の
た
め
に
課
題
解
決
や
探
究
が
で
き
る

力
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
上
で
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
①
活
用
」
を
情
報

活
用
能
力
の
中
核
的
な
構
成
要
素
と
整
理
す

る
案
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
先
生
方
か
ら
は
、「
情
報
科
以
外

の
教
科
等
で
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
が
イ

メ
ー
ジ
し
に
く
い
」
と
い
っ
た
声
を
伺
い
ま

す
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、「
①
活
用
」
を
各
教

科
等
で
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
け
ば
よ
い

の
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
図
２
は
、現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
定
義

さ
れ
て
い
る
情
報
活
用
能
力
の
要
素
が
資

質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
で
分
類
・
例
示
さ
れ

た
も
の
で
す
。そ
の
中
に
は
、先
生
方
が
現

在
の
自
身
の
授
業
で
指
導
し
て
い
る
事
項
が

複
数
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。実
際
、

私
が
行
っ
た
共
同
研
究
で
は
、各
教
科
等
の

学
習
指
導
要
領
本
文
の
記
述
と
情
報
活
用
能

力
の
対
応
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た（
図
３
）。
最
も
多
か
っ
た
の
は
、「
情

報
収
集
、整
理
、分
析
、表
現
、発
信
の
理
解
」

で
し
た
。
例
え
ば
、理
科
や
保
健
体
育
で
は

課
題
を
設
定
し
て
計
画
を
立
て
る
場
面
は
少

な
く
な
い
で
す
し
、国
語
で
は
情
報
と
情
報

の
関
係
を
理
解
し
、そ
の
関
係
づ
け
の
仕
方

を
学
ぶ
と
い
っ
た
こ
と
を
指
導
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
お
い

て
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
単
純
に
新
し
い

指
導
を
加
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
こ

れ
ま
で
の
授
業
を
「
情
報
活
用
能
力
」
の
育

成
の
視
点
で
捉
え
直
し
、
そ
の
視
点
を
よ
り

意
識
し
て
授
業
を
行
う
こ
と
な
の
で
す
。

　
情
報
活
用
能
力
を
学
校
全
体
で
計
画
的
に

育
成
す
る
第
一
歩
と
し
て
効
果
的
な
の
は
、

各
教
科
・
科
目
に
お
け
る
情
報
活
用
の
場
面

を
全
体
で
見
え
る
化
し
、
共
有
す
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
よ
り
、
教
科
間
で
共
通
す
る
活

用
場
面
に
気
づ
い
た
り
、
各
教
科
・
科
目
の

活
用
の
特
徴
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
り
し
ま

す
。
見
え
る
化
し
た
も
の
を
情
報
活
用
能
力

の
分
類
表
（
図
２
）
と
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、

ど
の
教
科
で
も
指
導
し
て
い
な
い
要
素
が
明

ら
か
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た

Ａ
知識
及び
技能

１ 情報と情報技術を適切に
活用するための知識と技
能

❶情報技術に関する技能
❷情報と情報技術の特性の理解
❸記号の組み合わせ方の理解

２ 問題解決・探究における
情報活用の方法の理解

❶情報収集、整理、分析、表現、発信の理解
❷情報活用の計画や評価・改善のための理論

や方法の理解

３ 情報モラル・情報セキュリ
ティーなどについての理解

❶情報技術の役割・影響の理解
❷情報モラル・情報セキュリティーの理解

Ｂ
思考力、
判断力、
表現力

等

１ 問題解決・探究における
情報を活用する力

　（プログラミング的思考・
情報モラル・情報セキュ
リティーを含む）

事象を情報とその結びつきの視点から捉え、情
報及び情報技術を適切かつ効果的に活用し、
問題を発見・解決し、自分の考えを形成してい
く力
❶必要な情報を収集、整理、分析、表現する力
❷新たな意味や価値を創造する力
❸受け手の状況を踏まえて発信する力
❹自らの情報活用を評価・改善する力　　　等

Ｃ
学びに

向かう力、
人間性等

１ 問題解決・探究における
情報活用の態度

❶多角的に情報を検討しようとする態度
❷試行錯誤し、計画や改善しようとする態度

２ 情報モラル・情報セキュリ
ティーなどについての態度

❶責任を持って適切に情報を扱おうとする態度
❷情報社会に参画しようとする態度

※文部科学省「学習の基盤となる資質・能力としての情報活用能力の育成」を基に編集部で作成。

※泰山教授提供資料を基に編集部で作成。研究の詳細は、泰山裕・堀田龍也（2020）「各教科等で指
導可能な情報活用能力とその各教科等相互の関連〜平成 29・30 年改訂学習指導要領の分析から〜」
を参照。

●各教科等と対応づけられるものが多かった情報活用能力の項目

Ａ-2-❶　情報収集、整理、分析、表現、発信の理解
•課題設定、調査の設計計画：理科、保健体育
•情報収集：地理歴史、公民
•整理、分析：国語「情報と情報の関係の理解」、数学「データ活用」の領域
•表現方法：芸術（音楽、美術、書道）
•学習過程の振り返り：保健体育
•一連の発揮：総合的な探究の時間

●校種別　各教科等の学習指導要領と対応づけられる情報活用能力の項目の数
Ａ-１-❶ Ａ-１-❷ Ａ-１-❸ Ａ-2-❶ Ａ-2-❷ Ａ-3-❶ Ａ-3-❷ Ｂ Ｃ-１-❶ Ｃ-１-❷ Ｃ-2-❶ Ｃ-2-❷

小学校 10 20 15 935 155 15 23 147 299 129 24 13

中学校 5 28 14 587 110 7 27 85 156 126 6 2

高校 16 148 35 1709 391 34 63 276 551 423 89 10

泰山教授は、図２の分類表とその下位項目を基にして、情報活用能力に対応
する文言が各教科等の学習指導要領の本文中にいくつあるかをカウントした。

情報活用能力の要素の分類・例示図２

各教科等の学習内容と対応づけられる情報活用能力の項目図３

情
報
活
用
の
場
面
を
共
有
し
、

教
科
を
超
え
た
指
導
に
生
か
す
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取
り
組
み
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
推
進
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
授
業
や
探
究
学
習
で
は
、「
国

語
で
分
析
し
た
方
法
と
同
じ
だ
ね
」「
理
科

で
学
ん
だ
情
報
収
集
の
方
法
を
使
っ
て
み
よ

う
」
な
ど
と
、
生
徒
に
声
か
け
が
で
き
ま
す
。

生
徒
は
各
教
科
・
科
目
で
学
ん
だ
こ
と
を
結

び
つ
け
、
教
科
・
科
目
の
枠
を
超
え
て
総
合

的
に
情
報
活
用
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た
生
徒
の
育
成
こ

そ
、
学
校
の
重
要
な
役
割
だ
と
考
え
ま
す
。

　
各
教
科
・
科
目
に
お
け
る
情
報
活
用
の
場

面
の
共
有
は
、
表
計
算
ソ
フ
ト
で
枠
組
み
を

作
成
し
、
ク
ラ
ウ
ド
に
ア
ッ
プ
し
て
、
各
教

師
が
入
力
す
る
方
法
が
お
勧
め
で
す
。
例
え

ば
、「
情
報
収
集
、整
理
、分
析
、表
現
、発
信
」

に
つ
い
て
、
活
用
し
た
情
報
技
術
や
該
当
す

る
活
動
内
容
を
入
力
し
ま
す
。
計
画
で
は
な

く
、
実
際
に
取
り
組
ん
だ
活
動
を
随
時
入
力

す
る
形
で
あ
れ
ば
、
先
生
方
の
負
担
も
少
な

い
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
て
蓄
積
さ
れ
た
情
報

や
情
報
技
術
の
活
用
場
面
を
、
学
期
末
や
年

度
末
の
校
内
研
修
な
ど
で
整
理
・
体
系
化
し
、

明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
次
年
度
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
情
報
活
用
能
力
が
高
ま
れ
ば
、
そ
れ
が
教

科
の
学
び
を
深
め
る
資
質
・
能
力
と
し
て
発

揮
さ
れ
、
結
果
的
に
先
生
方
が
本
来
目
指
し

て
い
る
教
科
の
本
質
を
よ
り
深
く
探
究
で
き

る
授
業
に
近
づ
い
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
情
報
活
用
能
力
は
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
と
同

様
に
、
知
識
や
技
能
を
学
ん
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
す
ぐ
に
成
果
を
発
揮
で
き
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
教
科
の
学
び
や
実
際
の
生
活

の
中
で
情
報
活
用
能
力
を
発
揮
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
磨
か
れ
て
い
き
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
各
教
科
・
科
目
の
授
業
に
お

い
て
、
何
度
も
情
報
活
用
の
場
面
を

設
け
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
す
。

　
生
徒
が
十
分
に
情
報
を
活
用
で

き
な
い
場
合
は
、
そ
れ
を
成
長
の
過

程
と
捉
え
、
試
行
錯
誤
を
見
守
る

姿
勢
が
教
師
に
は
求
め
ら
れ
ま
す
。

授
業
の
中
に
意
図
的
に
失
敗
か
ら

学
ぶ
機
会
を
設
け
る
こ
と
も
有
効

で
す
。
例
え
ば
、
安
易
に
コ
ピ
ー
＆

ペ
ー
ス
ト
を
し
た
生
徒
に
対
し
て

は
、
意
見
の
根
拠
を
問
い
た
だ
す
こ

と
で
「
考
え
ざ
る
を
得
な
い
状
況
」

を
つ
く
り
出
し
ま
す
。

　
情
報
活
用
能
力
の
高
ま
り
に
比

例
し
て
、
教
科
の
学
び
が
深
ま
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
学
校
を
見
て
い
る
と
、

生
徒
が
自
分
で
情
報
を
活
用
し
な
が
ら
学
ん

で
い
く
た
め
に
は
、
情
報
の
収
集
や
整
理
の

仕
方
な
ど
を
学
ん
だ
り
、
練
習
し
た
り
す
る

な
ど
、
情
報
活
用
能
力
そ
の
も
の
を
鍛
え
る

時
期
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
し
た
時

期
に
は
教
科
の
学
び
も
深
ま
る
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
時
期
を
経
る
こ
と
で
、

生
徒
が
自
ら
学
び
、
教
科
の
学
び
が
深
ま
っ

て
い
く
と
い
う
図
４
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
い
た
だ
く
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
学
校
全
体
で
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
推

進
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
全
教
科
・
科
目

で
育
成
す
る
資
質
・
能
力
で
あ
る
こ
と
を
目

線
合
わ
せ
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
教
師
も

指
導
方
法
を
試
行
錯
誤
で
き
る
よ
う
、
失
敗

を
許
容
す
る
学
校
文
化
を
大
切
に
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
中
教
審
の
答
申（
＊
）で
述
べ
ら
れ
て
い
る

よ
う
に
、「
教
師
の
学
び
の
姿
も
、
子
ど
も

た
ち
の
学
び
の
相
似
形
」
で
す
。
先
生
方
自

身
も
情
報
活
用
能
力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
情
報
収
集
、

整
理
・
分
析
に
基
づ
く
授
業
づ
く
り
に
加
え

て
、
先
生
方
同
士
で
チ
ャ
ッ
ト
を
用
い
た
情

報
共
有
や
、
ク
ラ
ウ
ド
上
で
の
共
同
編
集
な

ど
を
行
う
こ
と
で
、
生
徒
が
情
報
技
術
を
活

用
し
て
学
ぶ
場
面
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
教
師
と
生
徒
が
同
じ
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
使
え
ば
、
授
業
づ
く
り
そ
の
も
の

が
教
師
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
修
に
も
な
り
ま
す
。

　
管
理
職
の
先
生
方
に
は
そ
う
し
た
取
り
組

み
を
推
奨
し
、
学
校
全
体
で
情
報
活
用
能
力

の
育
成
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

＊　中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』を担う教師の養成・採用・研修等の在り方について～『新たな教師の学びの姿』の実現と、多様な専門性を有する質の
高い教職員集団の形成～（答申）」（2022年12月）。

情報活用能力の育成に伴う教科の学びの深まりのイメージ図４

※泰山教授提供資料を基に編集部で作成。

教
科
内
容

情報活用能力

汎用的な方法、考え方の指導

10

5

5 10

教科の深まりを促す時期
•「見方・考え方」を発揮
　→最初は促し、いずれは自分で
•「教科ならでは」の価値を示す
　→ルーブリックに教科の色を

教科内容を指導
（これまで）

教科の特質に応じた
見方・考え方を発揮して深く学ぶ

1

2

3
教材研究（教科の目標：知識的）

学習方法の習得の時期
•教師が指導して習得
　→生徒に任せて活用
•生徒にとって自然な流れ
　→意味を理解して学ぶ

教材研究
（教科の目標：知識の概念化、見方・考え方）

情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
目
的
と

し
た
授
業
を
行
う
時
期
も
必
要

試
行
錯
誤
や
失
敗
を

許
容
す
る
学
校
文
化
に

失
敗
か
ら
学
び
な
が
ら
情
報
活
用
能
力
は
身
に
つ
く

情報活用能力を学校全体でどう育成するか？特集
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東
京
都
・
私
立
山
崎
学
園
富
士
見
中
学
校

高
校
は
、
中
高
一
貫
教
育
を
行
う
女
子
校
だ
。

２
０
１
７
年
度
、
探
究
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
作
成
に
あ
た
り
、
探
究
委
員
会
（
現
・

教
育
研
究
部
）
を
設
置
し
て
、
自
校
で
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
検
討
し
、「
自
分

の
意
見
を
形
成
す
る
力
」「
聴
く
力
」
な
ど
、

「
17
の
力
」（
図
１
）
を
策
定
し
た
（
＊
１
）。

そ
の
う
ち
の
１
つ
が
、「
様
々
な
情
報
を
収

集
し
、
必
要
な
情
報
を
選
択
す
る
力
」
と
定

義
さ
れ
た
「
情
報
を
活
用
す
る
力
」
だ
。

　
善
本
久
子
校
長
は
、「
17
の
力
」
を
設
定

し
て
か
ら
８
年
経
っ
た
今
、「
情
報
を
活
用

す
る
力
」
を
育
成
す
る
重
要
性
は
ま
す
ま
す

高
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

　「
物
事
を
調
べ
る
こ
と
に
手
間
も
時
間
も

か
か
っ
て
い
た
時
代
は
、
人
が
知
識
を
記
憶

し
て
い
る
こ
と
に
は
価
値
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
情
報
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
物
事

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
れ
ば
す
ぐ
に
分

か
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
時
代

に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
知
識
を
組
み
合
わ
せ

て
思
考
し
、
０
か
ら
１
を
生
み
出
す
『
創
造
』

で
す
。
種
類
も
質
も
様
々
な
情
報
が
あ
ふ
れ

る
中
で
、
複
数
の
情
報
源
か
ら
信
頼
性
の
高

い
情
報
を
収
集
し
、
そ
れ
を
正
し
く
活
用
す

る
力
を
育
む
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
教

育
で
は
一
層
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
17
年
度
に
探
究
学
習
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作

成
に
着
手
し
、
実
践
を
進
め
て
き
た
同
校
だ

が
、
探
究
学
習
の
み
で
「
17
の
力
」
を
育
成

す
る
の
は
難
し
い
こ
と
に
気
づ
い
た
と
、
教

育
研
究
部
主
任
の
三
浦
佳
奈
先
生
は
語
る
。

　「
週
１
時
間
の
探
究
学
習
だ
け
で
は
、
目

標
と
す
る
到
達
レ
ベ
ル
の
力
を
育
む
こ
と
は

難
し
く
、
様
々
な
教
育
活
動
の
中
で
日
常
的

＊１　同校の探究学習に関する取り組みは、本誌 2019 年度 12 月号の「改革事例から導く！　『学校教育デ
ザイン』を描く道標」のコーナーで紹介しています。ウェブサイト『VIEW next ONLINE』の「高校版バッ
クナンバー」（https://view-next.benesse.jp/view_section/bkn-hs/article04653/）、または右の２次元
コードからアクセスしてください。

自分と向き合う力
①自分の意見を
　形成する力
②チャレンジする力
③計画を立てる力
④やり遂げる力
⑤自らを振り返る力

人と向き合う力
⑥聴く力
⑦人を巻き込む力
⑧人とつながる力
⑨話し合う力
⑩発表する力
⑪記述する力

課題と向き合う力
⑫課題を発見する力
⑬情報を活用する力
⑭多角的に考える力
⑮論理的に考える力
⑯創造する力
⑰社会に貢献しようと
　する力

富士見で育む「17の力」図１

下線は、図２の「指導場面」でひもづけられている資質・能力。
※学校資料を基に編集部で作成。下線は編集部によるもの。

情
報
活
用
能
力
の
指
導
状
況
の
共
有
を
出
発
点
に
、

教
科
横
断
で
の
指
導
の
実
現
を
目
指
す

東
京
都
・
私
立
山
崎
学
園
富
士
見
中
学
校
高
校

探
究
学
習
に
お
い
て
生
徒
の
情
報
収
集
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
に
課
題
意
識
を
持
ち
、
学
校
全
体
で
情
報
活
用
能
力
を
育
成
す
る
必
要
性
を
感
じ

て
い
た
東
京
都
・
私
立
山
崎
学
園
富
士
見
中
学
校
高
校
。
ま
ず
は
各
教
科
・
科
目
の
指
導
状
況
を
見
え
る
化
す
る
た
め
に
、「
情
報
活
用
能
力
指

導
状
況
記
入
シ
ー
ト
」
を
作
成
。
同
シ
ー
ト
を
通
じ
て
、
各
教
科
・
科
目
の
実
践
内
容
を
共
有
し
、
担
当
教
科
・
科
目
の
指
導
の
見
直
し
に
つ
な

げ
て
い
る
。
ま
た
、
授
業
づ
く
り
を
司
書
教
諭
と
連
携
し
て
行
い
、
生
徒
が
信
頼
性
の
高
い
情
報
を
収
集
し
、
活
用
す
る
よ
う
、
支
援
し
て
い
る
。

事
例
1

「情報活用能力指導状況記入シート」で各
教科・科目の実践内容を見える化して共有

「公共」の授業では、平和をテーマにした意見
文の作成過程で様々な情報活用の場面を設定

高校３年生が探究学習で作成した論文の英
文要約において、生成ＡＩを補助的に活用

注目ポイント

自
校
が
育
成
を
目
指
す「
情
報
活
用
能
力
」

信
頼
性
の
高
い
情
報
を
収
集
し
、

活
用
す
る
力
を
育
む

学
校
全
体
の
取
り
組
み

生
徒
の
情
報
収
集
が
限
定
的
で
あ
る

現
状
を
共
有
し
、課
題
意
識
を
高
め
る
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に
育
成
す
る
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
中
で

も
情
報
活
用
能
力
は
、
各
教
科
・
科
目
の
授

業
で
育
成
で
き
る
た
め
、
情
報
活
用
の
場
面

を
意
識
的
に
設
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
校

内
で
共
有
し
ま
し
た
」

　
し
か
し
、
生
徒
の
情
報
活
用
能
力
は
、
思

う
よ
う
に
は
高
ま
ら
な
か
っ
た
。
司
書
教
諭

と
し
て
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
携
わ
っ
て

き
た
教
育
研
究
部
副
主
任
の
宗
愛
子
先
生
に

は
、
次
の
よ
う
な
課
題
意
識
が
あ
っ
た
。

　「
卒
業
生
が
探
究
学
習
の
中
で
作
成
し
た

論
文
の
参
考
文
献
を
示
す
こ
と
で
、
書
籍
や

新
聞
、
研
究
論
文
な
ど
、
多
様
な
情
報
源
が

あ
る
こ
と
を
伝
え
る
な
ど
、
情
報
収
集
の
方

法
は
中
学
１
年
次
か
ら
継
続
的
に
指
導
し
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
必
要
な
情
報
が
見
つ
か
ら
な
け
れ
ば
、
そ

れ
以
上
は
調
べ
よ
う
と
し
な
い
生
徒
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
情
報
源
の
違
い
に

よ
っ
て
、
調
べ
方
も
、
得
ら
れ
る
知
見
も
変

わ
る
こ
と
か
ら
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
主
体 

的
に
活
用
す
る
力
の
育
成
が
不
可
欠
で
し
た
」

　
そ
こ
で
24
年
５
月
、
教
育
研
究
部
は
職
員

会
議
で
、
学
校
全
体
で
情
報
活
用
能
力
を
育
成

す
る
方
針
を
改
め
て
発
信
。
各
教
科
・
科
目

に
お
け
る
情
報
活
用
能
力
の
指
導
状
況
を
見

え
る
化
し
て
共
有
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

具
体
的
に
は
ま
ず
、
情
報
活
用
能
力
と
は
、

探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
支
え
る
汎
用
的
な
ス
キ

ル
で
あ
り
、
か
つ
、
各
教
科
・
科
目
の
学
び

を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
こ
と
を
、
具
体
的
な

授
業
場
面
を
通
じ
て
改
め
て
説
明
。
そ
し
て
、

表
計
算
ソ
フ
ト
で
作
成
し
た｢

情
報
活
用
能

力
指
導
状
況
記
入
シ
ー
ト
」（
以
下
、シ
ー
ト
）

を
ク
ラ
ウ
ド
に
ア
ッ
プ
し
、
各
教
師
が
指
導

し
た
項
目
を
入
力
す
る
よ
う
に
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
シ
ー
ト
で
は
各
教
科
・
科

教
育
研
究
部
副
主
任

宗
　愛
子 

そ
う
・
あ
い
こ

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。

司
書
教
諭
。

教
育
研
究
部
主
任

三
浦
佳
奈 

み
う
ら
・
か
な

同
校
に
赴
任
し
て
19
年
目
。

社
会
科
。

校
長善本

久
子 

よ
し
も
と
・
ひ
さ
こ

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

「情報活用能力指導状況記入シート」（抜粋）図２

指導場面

（１） 問いを立てる
（テーマは何ですか。どのよ
うな指導をしていますか）

（２）情報を集める
（どのような資料をどのような
方法で集めていますか。どのよ
うな指導をしていますか）

（３）情報を整理・分析する
（どのように整理・構造化させて
いますか。どのような方法・観
点で比較・評価させていますか）

（４）表現・発信する
（どのような表現活動を取り入
れていますか）

「17の力」で該当する力 ⑫課題を発見する力 ⑬情報を活用する力 ⑭多角的に考える力、
⑮論理的に考える力

①自分の意見を形成する力、
⑩発表する力、⑪記述する力

入力例

例：〇〇を課題に設定し、マッ
ピングさせ、それを基にグ
ループで探究する問いを選
び、仮説を立てさせた。

例：教科書、気象庁のウェブサ
イト、新聞記事、地域の防災パ
ンフレットなどを紹介し、情報
カードに書くよう、指導した。

例：主食が異なる２か国を選ば
せ、地理と気候の観点で比較さ
せた／ウェブ記事と新聞記事の
情報の信頼性を比較させた。

例：提案をスライドにまとめ、
グループで発表させた。意見
文も個人で提出させた。

活用する手法・資料等の例

手法例：ブレーンストーミン
グ／マッピング（５W1H・Q
ワードなど）／ハテナソン／
マンダラート

資料例：教科書・資料集／辞典・
事典／本／新聞（紙）／雑誌（紙）
／論文／行政資料・白書／パン
フレット類／統計／データベース

思考ツール例：マトリックス／
分類／比較対照／原因と結果／
影響・対策／連鎖／時系列変化

表現活動例：ポスター、スラ
イド、新聞、動画／掲示、プ
レゼンテーション、ワールド
カフェ形式／演劇

学年 教科・科目 単元名 ４つの地域の担当を割り振
り、各国の気候変動に関する
「現状の課題」と「解決策」
を教科書から読み取らせた。
（６月）

教科書の内容に加え、インター
ネットで各国のデータを調べさ
せた。（６月）

「現状の課題」と「解決策」の
２つの視点で情報を整理して、
スライドにまとめさせた。（６月）

それぞれの地域を担当した４
人を１つのグループにし、「現
状の課題」と「解決策」を英
語で説明させた。（６月）高１

英語コミュニ
ケーション
Ｂグレード

We can
make a
difference

高２ 公共

「正しさ」
を考える
─私たち
の価値観
と選択

グループごとに割り振った社会
問題（ヘイトスピーチの罰則化、
選択的夫婦別姓の法制化、同性
婚の法制化）に関する資料（新
聞記事、書籍など）を配布し、
その問題の現状や論点などを情
報カードに書かせた。（５月）

授業で学んだ功利主義、義務論、
ロールズの正義論、ミルの自由
論の４つの視点で社会問題を分
析させた。（５月）

グラフィックオーガナイザーを
使ってまとめ、その内容を基
に発表させた。（６月）

高２ 家庭基礎 家族に
関する法律

選択的夫婦別姓制度の導入に
関する日本や海外の現状につい
て、教科書・新聞記事・イン
ターネットを用いて情報収集を
させた。（５月）

正確な数値を用いて、整理させ
た。（５月）

３人１組でマイクロディベート
を行った。全員が賛成・反対・
審判のすべての役を担うこと
で、それぞれの立場で考えら
れるようにした。（５月）

※学校資料を基に編集部で作成。同校のシートは学年ごとに分かれているが、ここではまとめて例示している。

設
立
　
１
９
４
０
（
昭
和
15
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
女
子
校

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
４
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
東
北

大
、
筑
波
大
、
埼
玉
大
、
千
葉
大
、
お
茶
の
水
女
子
大
、

東
京
外
国
語
大
、
東
京
科
学
大
、
東
京
農
工
大
、
横
浜
国

立
大
、
名
古
屋
大
、
東
京
都
立
大
な
ど
に
31
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
国
際
基
督
教
大
、
上
智
大
、

東
京
理
科
大
、
明
治
大
、
立
教
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延

べ
７
６
６
人
が
合
格
。
専
門
学
校
進
学
１
人
。

学
校
概
要

特集
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目
で
の
具
体
的
な
指
導
内
容
ま
で
は
把
握
で

き
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
25
年
度
は
シ
ー
ト
を
改
訂
。
⑴
問

い
を
立
て
る
、
⑵
情
報
を
集
め
る
、
⑶
情
報

を
整
理
・
分
析
す
る
、
⑷
表
現
・
発
信
す
る

と
い
う
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
ご
と
に
指
導
内
容

を
入
力
す
る
形
と
し
、
各
指
導
場
面
で
育
成

し
た
い
力
を「
17
の
力
」（
Ｐ
．10
図
１
の
下
線
）

と
ひ
も
づ
け
て
示
し
た
。
記
入
例
も
充
実
さ

せ
、
６
月
の
職
員
会
議
で
、
授
業
で
の
実
践

を
入
力
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
た
。

　
そ
し
て
７
月
中
旬
、
各
教
師
が
入
力
し
た

指
導
の
状
況
を
、
宗
先
生
が
学
年
ご
と
に
教

科
・
科
目
順
に
並
べ
換
え
て
校
内
で
共
有

（
Ｐ
．11
図
２
）。
７
月
末
の
各
教
科
会
で
は
、

そ
れ
を
基
に
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
つ
い

て
話
し
合
う
こ
と
に
し
た
。
三
浦
先
生
が
担

当
す
る
社
会
科
で
は
、
各
学
年
の
実
践
を
見

な
が
ら
話
し
合
っ
た
。

　「
他
の
教
師
の
入
力
内
容
を
見
て
、『
自
分

も
こ
ん
な
実
践
を
し
た
』、『
２
学
期
に
こ
う
い

う
実
践
を
し
た
い
』
と
い
っ
た
話
が
出
ま
し

た
。『
社
会
科
で
は
地
図
や
写
真
、
デ
ー
タ
な

ど
、
様
々
な
形
態
の
情
報
を
扱
う
の
だ
か
ら
、

情
報
活
用
能
力
を
今
以
上
に
育
成
し
て
い
け

る
は
ず
だ
』
と
確
認
し
ま
し
た
」（
三
浦
先
生
）

　
教
師
の
意
識
が
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に

向
き
始
め
た
の
は
、
職
員
会
議
で
生
徒
の
現

状
を
共
有
し
た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
、
宗

先
生
は
語
る
。

　「
職
員
会
議
で
は
、
検
索
サ
イ
ト
で
の
検

索
結
果
の
上
位
に
表
示
さ
れ
る
生
成
Ａ
Ｉ
の

要
約
を
そ
の
ま
ま
書
き
写
す
生
徒
が
少
な
く

な
い
状
況
を
取
り
上
げ
、
学
校
全
体
で
情
報

活
用
能
力
の
育
成
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
各
教
科・

科
目
で
の
指
導
を
見
え
る
化
し
た
い
と
伝
え

ま
し
た
。
先
生
方
も
授
業
の
中
で
同
じ
よ
う

な
場
面
を
目
に
し
て
い
た
の
で
、
提
案
へ
の

共
感
を
得
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
三
浦
先
生
も
、
目
的
を
共
有
で
き
た
こ
と

が
取
り
組
み
の
推
進
力
に
な
っ
た
と
語
る
。

　「
生
徒
の
現
状
を
共
通
の
認
識
と
し
た
こ

と
で
、
学
校
全
体
と
し
て
情
報
活
用
能
力
の

指
導
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す
る
必
要
性
を
確
認

で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
シ
ー
ト
の
活
用
が
、

情
報
活
用
能
力
を
教
師
間
の
共
通
言
語
に
す

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」

　
三
浦
先
生
が
担
当
す
る
高
校
２
年
次
の

「
公
共
」
で
は
、
沖
縄
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
現

状
を
学
ん
だ
上
で
、
平
和
を
テ
ー
マ
に
自
分

で
問
い
を
つ
く
り
、
そ
の
問
い
を
考
え
る
た

め
の
情
報
を
収
集
・
整
理
し
て
新
聞
に
投
稿

す
る
意
見
文
を
書
く
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

型
学
習
の
授
業
を
行
っ
た
（
図
３
）。

写真１　生徒は、イ
ンターネットや書籍
など、様々なメディ
アを活用して、自分
が立てた問いについ
て調べた。

■授業計画

時数 学習内容

１・２ 沖縄の現状

３ 日米安全保障体制

４・５ パレスチナ問題

６ グループワーク(戦争と平和を倫理学の視点で考え、話し合う)

７ 個人ワーク(平和をテーマに問いづくり、情報収集)

８・９ 日本の平和主義

10 個人ワーク(情報の整理・分析、意見文の作成)

11 国際社会と国際法

12・13 国際連合

14 意見文を読み合い、フィードバックし合う

15 意見文完成・提出

高校２年次「公共」　「私たちの声を伝えよう！　沖縄とパレスチナから考える平和」指導案（全15時間）図３

■ねらい　　　•社会の課題を明らかにする
•複数のメディアから信頼性の高い情報を収集する
•発信する責任を意識する

■学習の流れ　❶沖縄とパレスチナの現状を知る
❷「平和」をテーマに問いをつくる
❸情報を収集する
❹情報を整理・分析する
❺意見文を作成して発信する（新聞社に投稿）

※意見文の文字数：宗先生が作成した各新聞社の特徴をまとめた資料を
読んだ上で、生徒が各自、投稿する新聞社を決め、その新聞社の投稿欄
の制限字数を意見文の文字数とした。

※学校資料を基に編集部で作成。

写真２　宗先生は、生徒が情報収集
に活用できそうな沖縄やパレスチナ
に関する書籍を選んで１か所にまと
め、生徒の情報収集を支援した。

写真３　宗先生は、掲載
された新聞記事の切り抜
きを掲示。それを見て、
自分も投稿しようと考え
る生徒もいる。

教
科・
科
目
の
指
導
事
例

　「公
共
」

意
見
文
の
作
成
の
過
程
に
、

情
報
活
用
の
場
面
を
組
み
込
む
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授
業
開
始
の
約
３
か
月
前
か
ら
宗
先
生
に

相
談
し
、
指
導
の
流
れ
や
教
材
・
資
料
を
協

働
し
て
作
成
し
た
。
戦
争
と
平
和
を
題
材
に

し
た
理
由
を
、
三
浦
先
生
は
こ
う
説
明
す
る
。

　「
戦
時
下
で
は
情
報
は
統
制
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
平
和
を
考
え
る
上
で
情
報
活
用
は

重
要
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ま
し
た
。
生
徒

は
普
段
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
て
情
報
収
集
を
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
授
業
で
は
、
書
籍
や
新

聞
な
ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
は
違
う
メ
デ
ィ
ア
で
情

報
を
収
集
す
る
場
面
を
設
定
し
ま
し
た
。
平

和
に
つ
い
て
考
え
て
ほ
し
か
っ
た
の
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
真し

ん

摯し

な
姿
勢
や
倫
理
観
が
求

め
ら
れ
る
テ
ー
マ
に
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が

信
頼
性
の
高
い
情
報
を
収
集
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
必
要
性
を
強
く
意
識
す
る
こ
と
を
期

待
し
ま
し
た
。
実
際
、
多
く
の
生
徒
が
書
籍

や
新
聞
か
ら
情
報
を
得
て
い
ま
し
た
」

　
生
徒
が
す
ぐ
に
書
籍
を
探
し
た
り
、
新
聞

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
検
索
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
授
業
は
「Learning 

Hub

」（
＊
２
）で
実
施
（
写
真
１
）。
ま
た
、

活
用
で
き
そ
う
な
書
籍
を
宗
先
生
が
数
十
冊

選
ん
だ
り
、
信
頼
性
の
高
い
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

の
一
覧
を
作
成
し
た
り
し
て
、
生
徒
の
情
報

収
集
を
支
援
し
た
（
写
真
２
）。

　
情
報
源
に
し
た
資
料
は
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ

が
ク
ラ
ウ
ド
の
記
録
シ
ー
ト
に
入
力
。
学
習

評
価
の
際
、
意
見
文
の
内
容
と
情
報
源
に
し

た
資
料
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
情
報
活

用
の
状
況
を
推
測
し
、
評
価
し
た
。

　
意
見
文
の
投
稿
を
単
元
目
標
と
し
た
の

は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
無
責
任
な
発
信
が
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
中
で
、
採
用
さ
れ
れ

ば
名
前
が
掲
載
さ
れ
る
新
聞
へ
の
投
稿
を
通

じ
て
、
発
信
に
は
責
任
を
伴
う
こ
と
を
経
験

さ
せ
た
い
と
考
え
た
か
ら
だ
。
投
稿
は
生
徒

の
任
意
だ
が
、
毎
年
数
人
が
新
聞
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
（
写
真
３
）。
授
業
後
も
投
稿
を

続
け
る
生
徒
も
い
る
と
い
う
。

　
今
後
の
課
題
は
、
収
集
し
た
情
報
を
整
理・

分
析
す
る
時
間
の
確
保
だ
。

　「
単
元
の
最
初
に
は
、
主
に
講
義
を
通
じ

て
戦
争
の
事
実
を
伝
え
ま
す
。
生
徒
が
初
め

て
知
る
衝
撃
的
な
内
容
も
多
く
、
講
義
を
踏

ま
え
て
『
問
い
を
立
て
る
』
こ
と
に
多
く
の

時
間
を
か
け
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
収
集

し
た
情
報
を
整
理
・
分
析
し
、
よ
り
深
い
意

見
文
を
書
け
る
よ
う
な
指
導
が
で
き
る
よ

う
、
単
元
の
指
導
計
画
も
見
直
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
三
浦
先
生
）

　
25
年
度
は
、
高
校
３
年
生
が
探
究
学
習
で

作
成
し
た
論
文
を
英
語
で
要
約
す
る
活
動
に

お
い
て
、
補
助
的
に
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
。

具
体
的
に
は
、
生
徒
自
身
が
英
語
で
要
約
を

書
い
た
上
で
、
う
ま
く
書
け
な
か
っ
た
部
分

や
表
現
が
気
に
な
っ
た
部
分
の
日
本
語
の
文

章
を
生
成
Ａ
Ｉ
に
入
力
し
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
作

成
し
た
英
文
を
参
考
に
生
徒
が
修
正
す
る
と

い
う
手
順
だ
。
生
徒
が
一
度
自
分
で
英
文
を

書
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
生
成
Ａ
Ｉ
が
作
成

し
た
よ
り
よ
い
英
語
表
現
が
自
分
の
も
の
と

な
り
、
英
語
力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
た
。

　
授
業
で
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
あ
た
り
、

５
月
、
高
校
３
年
生
を
対
象
に
、
生
成
Ａ
Ｉ

の
活
用
の
利
点
と
リ
ス
ク
、
ル
ー
ル
を
テ
ー

マ
に
、
外
部
講
師
に
よ
る
講
演
会
を
実
施
。

教
師
に
対
し
て
は
５
月
に
２
回
、
生
成
Ａ
Ｉ

の
活
用
体
験
会
を
開
き
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

が
未
経
験
の
教
師
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
で
何
が
で

き
る
の
か
を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
上

で
、
８
月
末
に
は
全
教
師
を
対
象
に
、
生
成

Ａ
Ｉ
が
浸
透
し
た
時
代
に
生
徒
に
育
む
べ
き

資
質
・
能
力
や
授
業
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し

た
校
内
研
修
を
実
施
し
た
。

　「
情
報
活
用
能
力
指
導
状
況
記
入
シ
ー
ト
」

へ
の
入
力
は
、
２
学
期
以
降
も
継
続
す
る
。

９
月
の
職
員
会
議
で
は
、
７
月
の
各
教
科
会

で
話
し
た
内
容
を
共
有
し
て
２
学
期
で
の
実

践
に
つ
な
げ
、
さ
ら
に
年
度
末
に
は
、
学
年

別
・
教
科
別
に
整
理
し
た
内
容
を
全
教
師
で

共
有
す
る
予
定
だ
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
を

通
じ
て
教
科
・
科
目
間
に
共
通
す
る
指
導
の

観
点
を
見
い
だ
し
、
将
来
的
に
は
教
科
横
断

的
な
授
業
の
実
践
へ
と
発
展
さ
せ
た
い
と
、

三
浦
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　「
シ
ー
ト
か
ら
、『
家
庭
基
礎
』
と
『
公
共
』

が
同
時
期
に
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
に
つ
い

て
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
（
Ｐ
．

11
図
２
）。
今
後
は
教
科
横
断
の
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
な
ら
で
は
の
視

点
を
通
じ
て
、
情
報
活
用
能
力
も
よ
り
効
果

的
に
育
成
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
宗
先
生
は
、
生
徒
が
各
教
科
・
科
目
で
学

ん
だ
こ
と
を
探
究
学
習
で
の
学
び
に
生
か
し

て
い
け
る
よ
う
、
教
師
が
教
科
・
科
目
を
超

え
て
学
び
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
一
層
大
切
に
し

た
い
と
語
る
。

　「『
こ
の
前
、
あ
の
教
科
で
学
ん
だ
ね
』
と

い
っ
た
声
か
け
を
教
師
全
員
が
行
う
こ
と

で
、
学
校
全
体
で
情
報
活
用
能
力
を
育
成
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
善
本
校
長
は
、
自
ら
の
役
割
を
こ
う
語
る
。

　「
管
理
職
に
は
５
年
先
、10
年
先
の
本
校
や

社
会
を
見
据
え
た
上
で
、今
必
要
な
教
育
を

示
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。そ
の
観
点
か

ら
も
、情
報
活
用
能
力
は
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
生
き
る
上
で
不
可
欠
な
力
で
あ
る
と
確
信

し
て
お
り
、今
後
も
自
信
を
持
っ
て
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

＊２　同校は、学校図書館を様々な学びの中核となる施設・設備と位置づけ、「Learning Hub」と呼んでいる。

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

生
成
Ａ
Ｉ
を
補
助
的
に
使
い
、

探
究
学
習
の
論
文
を
英
語
で
要
約

成
果
と
展
望

年
度
末
に
各
教
師
の
実
践
を
整
理
し
、

教
科
横
断
で
の
指
導
に
つ
な
げ
る
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三
重
県
立
名
張
青
峰
高
校
は
、
同
名
張
西

高
校
と
同
名
張
桔き

き
ょ
う
が
お
か

梗
丘
高
校
が
統
合
し
て

２
０
１
６
年
４
月
に
開
校
し
た
。
グ
ラ
デ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
と
し
て
「
学
力
と

社
会
へ
の
参
画
力
を
と
も
に
備
え
、
新
時
代

を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
生
徒
」
の
育
成
を

掲
げ
、
そ
の
た
め
に
３
つ
の
資
質
・
能
力
を

育
む
こ
と
と
し
た
。
そ
の
う
ち
の
１
つ
が「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
意
思
決
定
・
意
思
疎
通

を
行
い
、情
報
を
利
活
用
で
き
る
力
」
だ
（
図

１
）。
そ
の
実
現
の
た
め
の
ツ
ー
ル
の
１
つ

と
し
て
、
全
生
徒
にChrom

ebook

を
配

布
し
、
全
教
科
・
科
目
の
授
業
で
活
用
し
て

い
る
。
情
報
科
の
向む

か
い

山や
ま

明あ
き
よ
し佳
先
生
は
、
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
生
徒
が
探
究
学
習
で
取
り
組
む
課
題
に

対
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
持
つ
『
や
っ
て
み

た
い
』『
成
し
遂
げ
た
い
』
と
い
う
思
い
を

実
現
す
る
た
め
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
ツ
ー
ル
と
し

て
使
い
こ
な
し
な
が
ら
、
必
要
な
情
報
を
調

べ
、
整
理
し
、
活
用
し
て
い
く
、
そ
れ
が
本

校
が
目
指
す
情
報
活
用
能
力
の
核
心
で
す
」

　
情
報
活
用
能
力
を
身
に
つ
け
、
そ
れ
を
発

揮
す
る
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
社
会
に
出
て

か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
と
と
も
に
、

地
域
な
ど
の
身
近
な
課
題
も
自
分
事
と
し
て

捉
え
、
取
り
組
も
う
と
す
る
力
を
育
成
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
　

　「
そ
の
た
め
に
は
、
探
究
す
る
課
題
を
自

分
で
設
定
し
、
仮
説
を
立
て
て
そ
れ
を
検
証

し
、
成
果
や
課
題
を
整
理
し
て
改
善
や
解
決

を
す
る
サ
イ
ク
ル
を
何
度
も
経
験
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
過
程
を
自
分
の
言
葉
で
論
理
立

て
て
伝
え
ら
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
情
報
活
用
能
力
を
育
む
学
習
プ
ロ

セ
ス
を
重
視
し
て
い
ま
す
」（
向
山
先
生
）

学力と社会への参画力をともに備え、新時代をたくましく生き抜く生徒

名張青峰高校のグラデュエーション・ポリシー図１

•未来を拓く力「自立」
　自己実現・進路実現を図ることができる力

•グローバル社会で活躍する力「創造」
　グローバルな視点で意思決定・意思疎通を行い、情報を利活用できる力

•人とつながる力「共生」　　　
　相互に理解し合えるコミュニケーション力、社会に参画できる力

※学校資料を基に編集部で作成。

育
む
３
つ
の
力

心
か
ら
取
り
組
み
た
い
探
究
課
題
の
設
定
に
よ
り
、

生
徒
に
必
要
感
を
持
た
せ
、情
報
活
用
能
力
を
育
む

三
重
県
立
名な

張ば
り

青せ
い
ほ
う峰
高
校

２
０
１
６
年
４
月
に
２
校
が
統
合
し
て
開
校
し
た
三
重
県
立
名
張
青
峰
高
校
は
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
グ
ラ
デ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー

の
１
つ
に
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
探
究
学
習
に
お
い
て
、
生
徒
自
身
が
心
か
ら
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
た
課
題
を
設
定
す
る
こ
と

で
、
主
体
的
に
情
報
を
集
め
て
探
究
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
醸
成
さ
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
。
各
教
科
・
科
目
に
お
い
て
も
、
情
報
活
用
能

力
の
育
成
を
意
識
し
た
授
業
を
行
う
こ
と
で
、
探
究
学
習
を
よ
り
よ
い
取
り
組
み
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

事
例
2

生徒が心から探究したい課題を設定させて、
各教科・科目の学習とのつながりを実感させる

各教科・科目の学習内容と社会課題を結び
つけ、情報活用能力を育成する場面を設定

生徒が探究学習を深めるための補助とし
て、心得などを整備した上で生成ＡＩを活用

自
校
が
育
成
を
目
指
す「
情
報
活
用
能
力
」

生
徒
が
立
て
た
目
標
の
実
現
に
向
け
、

情
報
を
利
活
用
す
る
力
を
育
む

注目ポイント
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同
校
は
情
報
活
用
能
力
を
、
探
究
学
習
と

各
教
科
・
科
目
の
学
習
を
通
し
て
育
成
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
探
究
学
習
で
は
、

生
徒
は
自
分
が
心
か
ら
取
り
組
み
た
い
と
思

っ
た
課
題
を
設
定
す
る
と
、
そ
れ
を
探
究
す

る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
主
体
的
に
集
め
、

整
理
し
、
活
用
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
プ
ロ

セ
ス
で
必
要
と
な
る
情
報
活
用
能
力
を
各
教

科
・
科
目
の
授
業
で
も
育
成
し
よ
う
と
い
う

考
え
だ
。

　「
あ
る
程
度
の
知
識
や
経
験
が
な
け
れ
ば
、

自
分
が
何
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
の
か
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
課
題
な
の
か
と
い
っ
た
こ

と
に
気
づ
き
に
く
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、

高
校
入
学
時
点
で
自
分
は
何
を
学
び
た
い
の

か
が
分
か
っ
て
い
る
生
徒
は
少
な
い
の
が
現

状
で
す
。
そ
こ
で
、
探
究
学
習
が
す
べ
て
の

学
び
の
中
心
と
な
り
、
学
校
で
学
ぶ
楽
し
さ

や
ワ
ク
ワ
ク
す
る
気
持
ち
を
生
徒
が
持
て
る

よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
ま
し
た
」（
向

山
先
生
）

　
具
体
的
に
は
、
１
年
次
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
地

域
に
関
す
る
課
題
を
設
定
し
て
探
究
学
習
の

基
本
的
な
進
め
方
を
身
に
つ
け
、
２・
３
年

次
は
自
分
の
興
味
・
関
心
に
応
じ
た
課
題
を

設
定
し
て
主
体
的
に
探
究
学
習
に
取
り
組
め

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
た
。

　「
生
徒
に
は
、『
自
分
が
興
味
・
関
心
を
持

て
る
課
題
を
設
定
し
て
取
り
組
も
う
』
と
繰

り
返
し
伝
え
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
生
徒
か

ら
『
こ
ん
な
課
題
を
設
定
し
て
も
い
い
の
？
』

な
ど
と
戸
惑
い
の
声
が
上
が
り
ま
す
が
、
探

究
学
習
に
お
い
て
は
自
由
に
考
え
て
よ
い
こ

と
を
複
数
の
教
師
が
繰
り
返
し
話
す
た
め
、

自
分
の
興
味
・
関
心
や
身
近
な
問
題
に
基
づ

く
課
題
を
設
定
し
て
、
夢
中
に
な
っ
て
探
究

学
習
に
取
り
組
む
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
」（
向
山
先
生
）

　
元
々
関
心
を
持
っ
て
い
た
地
域
課
題
に
取

り
組
む
生
徒
も
い
れ
ば
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

の
学
習
で
習
得
し
た
知
識
を
生
か
し
て
自
動

黒
板
消
し
器
を
製
作
す
る
生
徒
も
い
て
、
思

い
思
い
の
探
究
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
の
姿

が
見
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
に
探
究
学
習
に
取
り
組
む
中

で
、
各
教
科
・
科
目
で
身
に
つ
け
た
情
報
活

用
能
力
を
探
究
学
習
で
発
揮
す
る
生
徒
が
現

れ
始
め
た
。

　
あ
る
生
徒
は
、
市
内
に
あ
る
景
勝
地
の
滝

に
訪
れ
る
観
光
客
を
増
や
す
こ
と
を
課
題
に

設
定
し
た
。
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る

た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
際
、

情
報
科
の
授
業
で
学
ん
だ
調
査
票
の
作
成
方

法
を
思
い
出
し
、
そ
の
分
野
を
学
び
直
し
た

上
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
作
成
。
調
査
結
果
の
集

計
に
お
い
て
も
、
情
報
科
で
学
習
し
た
こ
と

を
生
か
し
た
と
い
う
。

　
探
究
学
習
に
取
り
組
む
中
で
何
か
の
問
題

に
直
面
し
た
際
に
は
、
各
教
科
・
科
目
で
学

習
し
た
こ
と
を
復
習
し
、
そ
の
問
題
の
解
決

に
生
か
す
。
そ
う
し
た
経
験
を
通
し
て
情
報

活
用
能
力
を
始
め
と
す
る
資
質
・
能
力
が
高

ま
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
各
教
科
・
科
目
の
授
業
に
お
い
て
も
、
情

報
活
用
能
力
を
発
揮
さ
せ
る
場
面
を
設
け
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
辻󠄀󠄀
󠄀
伸の

ぶ
ふ
み文
教
頭
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
例
え
ば
、
理
科
で
は
実
験
結
果
の
分
析

や
考
察
、
家
庭
科
で
は
調
理
実
習
の
作
業
内

容
の
整
理
や
計
画
な
ど
が
、
情
報
活
用
能
力

が
発
揮
さ
れ
る
場
面
に
あ
た
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
単
元
全
体
を
貫
く
探
究
的
な
課
題
を
設

定
し
て
、
授
業
を
通
し
て
身
に
つ
け
た
知
識・

技
能
を
基
に
、
生
徒
が
自
分
で
調
べ
て
整
理

し
た
情
報
を
活
用
し
な
が
ら
そ
の
課
題
に
取

り
組
む
授
業
も
行
っ
て
い
ま
す
」

　
具
体
的
な
実
践
と
し
て
、
３
年
次
の
「
物

理
」
の
授
業
を
紹
介
す
る
。

　
物
理
担
当
の
小
林
史ち

か
の
り典
先
生
は
、「
原
子

の
構
造
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
単
元
の
授
業
で
、

「
原
子
力
発
電
は
是
か
非
か
」
を
テ
ー
マ
に

１
学
年
担
任

小
林
史
典 

こ
ば
や
し
・
ち
か
の
り

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

理
科
（
物
理
）。

教
務
部

向
山
明
佳 

む
か
い
や
ま
・
あ
き
よ
し

同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。

情
報
科
。

教
頭辻井

伸
文 

つ
じ
い
・
の
ぶ
ふ
み

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

校
長水守

智
士 

み
ず
も
り
・
さ
と
し

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

設
立
　
２
０
１
６
（
平
成
28
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
４
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
北
見

工
大
、
三
重
大
、
奈
良
教
育
大
、
静
岡
県
立
大
、
愛
知
県

立
大
、
奈
良
県
立
大
な
ど
に
10
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

慶
應
義
塾
大
、
明
治
大
、
早
稲
田
大
、
京
都
産
業
大
、
同

志
社
大
、
立
命
館
大
、
龍
谷
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、
甲

南
大
な
ど
に
延
べ
６
１
１
人
が
合
格
。

学
校
概
要

学
校
全
体
の
取
り
組
み

教
科
学
習
と
探
究
学
習
の
両
輪

で
情
報
活
用
能
力
を
育
む

教
科・
科
目
の
指
導
事
例
❶

　「物
理
」

原
子
力
発
電
の
是
非
を
テ
ー
マ
に

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
実
施
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身
近
な
社
会
課
題
を
結
び
つ
け
た
テ
ー
マ
を

授
業
で
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
生
徒
の
学
習

意
欲
を
喚
起
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
、
ク
ロ
ー
ン
技
術
や
自
動
車

の
自
動
運
転
技
術
、
出
生
前
診
断
な
ど
を
テ

ー
マ
に
し
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
も
行
い
ま
し
た
」

（
小
林
先
生
）

　
失
敗
す
る
経
験
を
通
し
て
学
び
を
深
め
る

こ
と
も
大
切
に
し
て
い
る
。
そ
の
一
例
が
、

校
舎
の
２
階
か
ら
卵
を
落
と
し
て
も
割
れ
な

い
容
器
を
紙
で
製
作
す
る
課
題
だ
。

　「
力
学
や
流
体
力
学
、
さ
ら
に
は
物
性
の

知
識
を
活
用
し
て
取
り
組
む
課
題
と
し
て
設

定
し
ま
し
た
。
生
徒
は
、
卵
が
割
れ
な
い
容

器
を
製
作
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
集
め

て
分
析
し
、
そ
の
結
果
を
基
に
、
実
際
に
容

器
を
製
作
し
て
実
験
し
ま
し
た
。
卵
が
割
れ

な
い
容
器
を
設
計
し
て
製
作
す
る
こ
と
は
と

て
も
難
し
い
の
で
す
が
、
失
敗
か
ら
の
学
び

こ
そ
が
科
学
の
原
点
だ
と
考
え
、
粘
り
強
く

取
り
組
ま
せ
ま
し
た
」（
小
林
先
生
）

　
情
報
科
を
担
当
す
る
向
山
先
生
は
、
授
業

の
最
後
の
３
分
間
を
「
疑
問
タ
イ
ム
」
と
し
、

生
徒
が
授
業
の
中
で
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を

聞
き
取
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
生
成
Ａ
Ｉ
を

題
材
に
し
た
授
業
の
時
に
は
、「
人
間
が
生

成
Ａ
Ｉ
に
支
配
さ
れ
る
未
来
は
来
る
の
か
」

「
生
成
Ａ
Ｉ
は
感
情
を
持
つ
の
か
」
と
い
っ

た
疑
問
が
生
徒
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
向
山
先

生
は
、
そ
れ
ら
の
疑
問
を
基
に
次
時
の
授
業

を
設
計
し
て
い
る
。

　「『
疑
問
タ
イ
ム
』を
続
け
た
と
こ
ろ
、生
徒
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
疑
問
は
、回
を
重
ね
る
ご
と
に

量
が
増
え
、質
が
高
ま
り
ま
し
た
」（
向
山
先
生
）

　「
疑
問
タ
イ
ム
」
で
寄
せ
ら
れ
た
疑
問
は
１

年
間
で
１
万
個
以
上
に
上
る
。
向
山
先
生
は
、

そ
れ
ら
の
内
容
を
基
に
生
徒
の
理
解
度
を
把

握
し
て
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

の
評
価
材
料
に
し
た
り
、
次
時
の
授
業
設
計

や
授
業
改
善
に
活
用
し
た
り
し
て
い
る
。

　
生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
情
報
技
術
が
進
化
し
続

け
る
社
会
だ
か
ら
こ
そ
、
実
物
に
触
れ
る
経

験
も
大
切
に
し
て
い
る
。

　「
例
え
ば
、
市
内
に
点
在
す
る
古
墳
群
に

生
徒
が
足
を
運
ぶ
と
、
写
真
を
見
て
も
実
感

で
き
な
い
そ
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
す
。
生
徒

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
だ
け
で
物
事

が
分
か
っ
た
つ
も
り
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。
デ
ジ
タ
ル
端
末
に
表
示
さ
れ
る
情
報

だ
け
で
な
く
、
実
際
に
見
て
、
触
れ
る
こ
と

を
通
し
て
情
報
を
得
る
機
会
も
増
や
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
向
山
先
生
）

　
小
林
先
生
は
、
地
域
内
に
咲
く
タ
ン
ポ
ポ

の
種
類
の
分
布
を
テ
ー
マ
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
実
践
し
た
。

　「
私
は
社
会
と
科
学
と
の
つ
な
が
り
を
生

徒
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
物
理

の
学
習
内
容
に
直
結
し
て
い
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
生
物
や
地
学
と
い
っ
た
他
の
教

科
・
科
目
に
関
す
る
興
味
・
関
心
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
機
会
も
、

教
科
・
科
目
の
学
習
意
欲
を
高
め
る
き
っ
か

け
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
小
林
先
生
）

　
探
究
学
習
で
は
、
生
徒
が
自
分
で
探
究
を

デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
っ
た
。
そ
の
ね
ら
い
は
、

生
徒
が
自
分
の
考
え
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、

様
々
な
情
報
を
収
集
し
、
そ
れ
を
整
理
・
分

析
す
る
こ
と
で
、
客
観
的
に
物
事
を
捉
え
る

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
だ
。

　「
原
子
力
発
電
の
是
非
を
物
理
の
視
点
で

考
え
る
と
、
技
術
的
な
説
明
を
踏
ま
え
た
主

張
に
な
り
ま
す
が
、
ほ
か
に
も
、
倫
理
観
や

経
済
性
、
リ
ス
ク
管
理
な
ど
、
様
々
な
視
点

を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
に
は
デ
ィ

ベ
ー
ト
の
準
備
を
す
る
段
階
で
、
原
子
力
発

電
の
歴
史
や
こ
れ
ま
で
に
社
会
で
議
論
さ
れ

た
こ
と
な
ど
、
様
々
な
視
点
で
情
報
を
集
め
、

メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
を
洗
い
出
し
た
上

で
チ
ー
ム
の
意
見
を
ま
と
め
る
よ
う
、
指
導

し
ま
し
た
」

　
生
徒
は
授
業
で
学
習
し
た
こ
と
や
自
分
た

ち
で
調
べ
た
情
報
を
整
理
し
た
上
で
、
原
子

力
発
電
が
環
境
に
与
え
る
影
響
や
安
全
性
、

経
済
性
な
ど
に
つ
い
て
分
析
し
、
そ
の
結
果

を
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
た
。
そ
し
て
、
賛
成・

反
対
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
、
根
拠
を
示
し
な

が
ら
論
理
的
に
意
見
を
主
張
し
た
（
写
真
）。

　「
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
準
備
を
す
る
過
程
に
お

い
て
、
必
要
な
情
報
を
自
分
で
探
し
、
評
価

し
、
活
用
し
て
発
表
す
る
力
を
身
に
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
原
子
力
発
電
に
関
し

て
興
味
・
関
心
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
探
究
学

習
の
課
題
の
設
定
に
も
生
か
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
教
科
・
科
目
の
学
習
内
容
と

写真　賛成・反対のそれぞれの立場から、原子力発電の是非につい
て議論。社会課題を自分事として捉え、調査結果や学習内容を基に、
論理的に意見を組み立てる姿が見られた。

教
科・
科
目
の
指
導
事
例
❷
　「
情
報
Ⅰ
」

実
物
に
触
れ
、五
感
で
得
ら
れ
る

情
報
も
大
切
に
す
る

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

生
成
Ａ
Ｉ
を
使
う
時
の
心
得
と

プ
ロ
ン
プ
ト
集
を
作
成
・
配
布

16 高校版  2025 September

0-01-5-00011-001 2025 年度 VIEW next 高校版 9 月号 16 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

08/27
八木

念
校

09/05
松本

再
念
校

09/09
八木 − −/−

− − −/−
−

P14-17_view-next-koukou-9g.indd   16P14-17_view-next-koukou-9g.indd   16 2025/09/09   17:452025/09/09   17:45



深
め
る
た
め
の
補
助
ツ
ー
ル
と
し
て
、
生
成

Ａ
Ｉ
の
活
用
を
始
め
た
。
生
徒
が
安
心
し
て

生
成
Ａ
Ｉ
を
使
い
始
め
ら
れ
る
よ
う
、「
生

成
Ａ
Ｉ
を
使
う
上
で
の
大
切
な
心
得
」
と
、

探
究
学
習
の
各
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
生
成
Ａ

Ｉ
に
ヒ
ン
ト
を
提
案
さ
せ
る
た
め
の
プ
ロ
ン

プ
ト
集
を
そ
れ
ぞ
れ
作
成
し
、
生
徒
に
配
布

し
た
（
図
２
）。

　「
生
徒
の
興
味
・
関
心
は
多
岐
に
わ
た
る

た
め
、
教
師
が
専
門
的
な
助
言
を
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
時
に
生
成

Ａ
Ｉ
を
活
用
す
れ
ば
、
取
り
組
む
課
題
に
関

す
る
情
報
や
、
自
分
が
持
て
て
い
な
か
っ
た

視
点
か
ら
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
生
徒
が
探

究
を
自
分
で
深
め
る
時
に
も
役
立
っ
て
い
ま

す
」（
向
山
先
生
）

　
と
は
言
え
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
あ
く
ま
で
も
補

助
的
に
使
う
も
の
で
あ
り
、
何
ら
か
の
情
報

を
得
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に
は
自
分
で
物

事
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し

て
生
徒
に
伝
え
て
い
る
。

　「
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
え
ば
必
ず
正
解
を
出
し

て
く
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
探
究

学
習
を
深
め
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
得
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
る
と
、
生
徒
に
説
明
し
て
い
ま

す
」（
向
山
先
生
）

　
探
究
学
習
を
進
め
る
に
連
れ
て
、
探
究
学

習
に
取
り
組
む
意
義
や
価
値
を
実
感
し
、
各

教
科
・
科
目
の
授
業
に
も
、
よ
り
前
向
き
に

取
り
組
も
う
と
す
る
生
徒
が
増
え
て
き
た
。

水み
ず
も
り守

智さ
と

士し

校
長
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
自
分
が
心
か
ら
探
究
し
た
い
と
思
っ
て

設
定
し
た
課
題
が
各
教
科
・
科
目
の
学
習
と

結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
に
、
多
く
の
生
徒
が

気
づ
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
教
師
は
、
探

究
学
習
を
通
し
て
生
徒
が
成
長
し
て
い
く
姿

を
見
て
い
る
の
で
、
担
当
す
る
教
科
・
科
目

に
お
い
て
も
情
報
活
用
能
力
を
ど
の
よ
う
に

育
成
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
意
識
を
、
よ

り
強
く
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
」

　
今
後
の
展
望
と
し
て
、
同
校
は
探
究
学
習

と
各
教
科
・
科
目
の
学
習
の
つ
な
が
り
を
見

え
る
化
す
る
体
制
づ
く
り
を
挙
げ
る
。

　「
教
科
・
科
目
に
お
け
る
情
報
活
用
能
力

の
育
成
は
、
各
教
師
に
委
ね
て
い
る
部
分
が

大
き
い
の
で
す
が
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
工

夫
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、
学
校
全
体
と
し

て
同
じ
方
向
に
進
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
実
現
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
各
教
師
の
実

践
を
見
え
る
化
す
る
取
り
組
み
を
管
理
職
が

推
進
し
、
各
教
科
・
科
目
に
お
け
る
ど
の
よ

う
な
学
び
が
情
報
活
用
能
力
の
育
成
や
探
究

学
習
に
つ
な
が
る
の
か
、
教
師
も
生
徒
も
理

解
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
一
歩
ず
つ

で
よ
い
の
で
、
生
徒
も
教
師
も
着
実
に
前
進

す
る
学
校
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」（
水
守
校
長
）

1　情報の信憑性について：生成ＡＩの情報を上手に使うために
•生成ＡＩの答えはうのみにしない。必ず裏づけを！　
•情報の出所を確認する習慣を。
•最後は自分で考え、判断する。

2　プライバシーとセキュリティーについて：自分と周りの人を守るために
•個人情報・機密情報は入力しない。
•不適切・有害な情報に注意。困ったらすぐ相談！
•利用規約を守る。

3　著作権と倫理的な使い方について：責任あるクリエイターになるために
•著作権を尊重し、無断利用しない。
•悪用・乱用は厳禁。倫理的に利用する。

4　生成ＡＩとの上手なつき合い方について：生成ＡＩを「賢い相棒」にするために
•質問は具体的に、明確に。
•生成ＡＩだけに頼らず、多角的に情報収集。
•情報を批判的に吟味する。
•生成ＡＩは思考の補助。丸投げせず、主体的に学ぶ。

［○○］や［△△］の部分を自分の言葉に置き換えて使おう！

STEP 1　探究テーマを見つけよう！
•私は将来、［〇〇（興味のある分野や職業）］ になりたい（興味がある）。そ

れに関連する探究テーマのアイデアをいくつか、［高校生でも取り組みやす
い、社会とのつながりがある、などの条件］ という観点で提案して。

STEP 2　探究の視点を広げ、計画を立てよう！
•探究テーマは、「［〇〇（決めたテーマ）］」。そのテーマをどんな視点（切り口）

から調べると深まるかな？　重要な視点を３〜５つ教えて。

STEP 3　もっと深く！　探究を掘り下げよう！ 
•探究テーマ「［〇〇］」について、［△△（今分かっていること）］ まで調べた。

ここからさらに探究を深めるために、どんな問いを立てるとよい？　もっと
本質に迫るための問いを提案して。

STEP 4　探究の成果をレポートにまとめよう！ 
•探究テーマ「［〇〇］」のレポートを書く。読み手に分かりやすく伝わるレポー

トの構成（章立て）を提案して。各章に何を書けばよいかも教えて。

STEP 5　探究の成果を発表しよう！
•探究テーマ「［〇〇］」について、［△分］で発表する。探究の面白さや重要

性が伝わる発表の構成（流れ）と、各パートの時間配分の目安を教えて。

心得、プロンプト集は、いずれも生徒に配布した資料を抜粋したもの。
※学校資料を基に編集部で作成。

生徒に配布した、生成AIを使う上での大切な心得とプロンプト集（抜粋）図２

成
果
と
展
望

各
教
師
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成

方
法
を
共
有
し
、相
乗
効
果
を
高
め
る

プロンプト集

生成AIを使う上での大切な心得〜安全・効果的に活用するために〜
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兵
庫
県
・
私
立
雲
雀
丘
学
園
中
学
校
・
高

校
は
、「
や
っ
て
み
な
は
れ
」
を
モ
ッ
ト
ー

と
し
、
こ
れ
ま
で
も
文
系
、
理
系
を
問
わ
ず

探
究
学
習
に
力
を
入
れ
、
社
会
に
貢
献
で
き

る
生
徒
を
育
成
し
て
き
た
と
、
中
井
啓ひ

ろ

之ゆ
き

校

長
は
語
る
。

　「
本
校
は
、
戦
後
の
日
本
の
復
興
を
担
う

人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
高
度
情
報
化
社
会
の
現
代
に
お
い
て
活

躍
で
き
る
生
徒
を
育
て
る
た
め
に
は
、
情
報

活
用
能
力
の
育
成
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
も

そ
も
、
社
会
の
課
題
を
把
握
し
て
自
分
で
問

い
を
立
て
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
模
索
す
る

探
究
学
習
に
、
情
報
活
用
能
力
を
発
揮
す
る

こ
と
な
く
取
り
組
む
こ
と
は
不
可
能
で
す
」

　
同
校
は
２
０
２
４
年
度
に
、
文
部
科
学
省

の
「
高
等
学
校
Ｄ
Ｘ
加
速
化
推
進
事
業
（
Ｄ

Ｘ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）」
と
、
兵
庫
県
の
「
Ｈ

Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
採
択
さ
れ
た
。
前
者
に
お
い

て
「
情
報
Ⅱ
」「
理
数
探
究
実
践
」
の
実
施

を
通
し
た
理
数
系
人
材
の
育
成
を
、
後
者
に

お
い
て
文
理
融
合
型
や
国
際
系
な
ど
の
理
数

教
育
以
外
の
探
究
学
習
の
充
実
を
図
る
こ
と

を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

　「
２
つ
の
事
業
に
お
い
て
、
統
計
学
や
数

学
、
計
算
機
科
学
な
ど
の
知
識
・
技
術
を
用

い
て
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
事
実
に
基
づ
い
て

解
釈
し
、
主
張
す
る
力
を
生
徒
に
育
成
す
る

こ
と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、
教
育
活
動
の
さ

ら
な
る
充
実
と
体
系
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」（
中
井
校
長
）

　
同
校
は
２
つ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
24
年

度
に
、
文
理
融
合
型
探
究
人
材
の
育
成
に
資

す
る
具
体
的
な
教
育
活
動
を
検
討
す
る
た
め

に
、
教
務
部
、
探
究
科
、
情
報
科
、
グ
ロ
ー

バ
ル
探
究
部
の
責
任
者
が
参
加
す
る
「
新
領

域
授
業
委
員
会
」
と
い
う
分
掌
横
断
の
会
議

体
を
立
ち
上
げ
た
。（
P. 

19
図
１
）。

　
当
初
、
委
員
会
に
は
「
デ
ー
タ
は
す
な
わ

ち
数
値
だ
」「
デ
ー
タ
は
処
理
す
る
も
の
だ
」

と
い
っ
た
認
識
の
教
師
も
い
た
。
そ
こ
で
、

「
デ
ー
タ
」
は
単
な
る
数
値
で
は
な
く
、
創

り
出
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
題
材
に
は
自
然

言
語
、
音
楽
、
文
献
等
が
あ
る
こ
と
、
デ
ー

タ
を
創
り
出
す
と
こ
ろ
に
各
教
科
の
知
恵
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
共
通
理
解
す
る
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、客
観
的
な
事
実
（
デ

ー
タ
）
に
基
づ
い
て
自
分
な
り
に
解
釈
し
、

主
張
す
る
力
を
生
徒
に
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

と
い
う
考
え
か
ら
、「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」

を
探
究
学
習
の
基
盤
に
据
え
る
こ
と
と
し

た
。
そ
の
上
で
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
力

事
例
3

多
く
の
教
科
・
科
目
が
探
究
学
習
に
か
か
わ
り
、

高
度
情
報
化
社
会
に
貢
献
す
る
力
を
育
む

兵
庫
県
・
私
立
雲ひ

ば
り
が
お
か

雀
丘
学
園
中
学
校
・
高
校

兵
庫
県
・
私
立
雲
雀
丘
学
園
中
学
校
・
高
校
は
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
課
程
の
あ
り
方
に
つ
い
て
全
校
体
制
で
議
論
す
る
た
め
の
分
掌
横
断
の
会
議

体
を
立
ち
上
げ
た
。
同
会
議
体
で
の
議
論
の
結
果
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
基
盤
と
す
る
探
究
学
習
を
、
文
系
教
科
・
科
目
の
担
当
教
師
も
か
か

わ
り
な
が
ら
高
校
１
・
２
年
次
に
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
。
デ
ー
タ
を
分
析
し
、
事
実
に
基
づ
い
て
解
釈
し
、
主
張
す
る
力
を
育
む
こ
と
で
、
高

度
情
報
化
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。

データを活用した探究学習に多くの教科・科
目の教師がかかわり、高校１・２年次に指導

1年次は、数学科、情報科、国語科が軸
となり、情報を活用する力の土台を育成

データを活用した探究学習や研究授業に生
徒も教師も没頭する特別な時間割を編成

注目ポイント

自
校
が
育
成
を
目
指
す「
情
報
活
用
能
力
」

デ
ー
タ
を
分
析
す
る
力
を
発
揮
し
て

現
代
社
会
に
貢
献
す
る

学
校
全
体
の
取
り
組
み

学
校
全
体
の
教
育
方
針
と
し
て

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
取
り
組
む
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を
育
む
探
究
学
習
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

も
議
論
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
同
委
員
会

が
教
育
課
程
の
原
案
を
作
成
し
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
委
員
会
で
審
議
し
て
教
育
課
程
を
完
成

さ
せ
た
。

　
同
委
員
会
を
校
内
の
分
掌
を
横
断
す
る
位

置
づ
け
と
し
、
様
々
な
分
掌
の
責
任
者
を
参

加
さ
せ
た
の
は
、
複
数
の
分
掌
で
順
番
に
検

討
す
る
よ
う
な
案
件
の
意
思
決
定
が
迅
速
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
と
と
も

に
、
学
校
全
体
の
教
育
方
針
と
し
て
全
教
職

員
が
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
取
り
組
む
よ

う
、
意
識
づ
け
を
図
る
た
め
で
あ
る
と
、
道み

ち

北き
た

秀よ
し

寿ひ
さ

教
頭
は
説
明
す
る
。

　「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
、
理
系
教
科
・

科
目
の
担
当
教
師
や
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
取
り

扱
い
が
得
意
な
教
師
だ
け
が
指
導
す
れ
ば
よ

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
生
徒
全
員
が

身
に
つ
け
る
べ
き
資
質
・
能
力
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
本
校
で
は
す
べ
て
の
教
科
・
科
目

で
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
取
り
組
み
、
す
べ

て
の
生
徒
を
対
象
と
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を

目
指
し
ま
し
た
」

　
25
年
度
４
月
、
高
校
１
年
次
の
学
校
設
定

科
目
と
し
て
、
数
学
科
、
情
報
科
、
国
語
科

が
連
携
し
て
実
施
す
る
「
Ｄ
Ｓ
（
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
）
探
究
基
礎
」
を
新
設
し
た
（
図

２
）。
新
領
域
授
業
委
員
会
委
員
長
の
林
宏

樹
先
生
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
用
い
て
探
究
学

習
に
取
り
組
む
素
地
を
高
校
１
年
次
に
つ
く

る
こ
と
を
目
指
し
た
と
説
明
す
る
。

　「
デ
ー
タ
の
分
析
手
法
は
数
学
科
、
表
計

算
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
デ
ー
タ
処
理
の
方
法
は

情
報
科
、
そ
し
て
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
裏
づ
け

ら
れ
た
探
究
学
習
の
成
果
の
ま
と
め
方
に
つ

い
て
は
国
語
科
で
指
導
し
ま
す
。
成
果
の
ま

と
め
で
は
『
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
（
＊
１
）』
を

使
い
、
事
実
や
主
張
、
考
察
を
整
理
し
て
文

章
を
構
成
す
る
力
を
養
い
ま
す
」

　
林
先
生
は
、
各
教
科
・
科
目
の
担
当
教
師

と
対
話
を
重
ね
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
い

う
切
り
口
で
ど
の
よ
う
な
教
育
活
動
を
実
践

で
き
る
か
、
各
教
科
・
科
目
の
指
導
内
容
を

確
認
し
な
が
ら
一
緒
に
考
え
た
と
言
う
。

　「
ま
ず
は
担
当
者
間
で
、『
各
教
科
の
内
容

は
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
と
は
無
縁
で
は
な

い
』
と
い
う
目
線
合
わ
せ
を
行
い
ま
し
た
。

国
語
、
地
理
歴
史
・
公
民
、
音
楽
、
保
健
体

育
な
ど
に
お
い
て
も
、
言
語
や
映
像
な
ど
、

様
々
な
形
で
デ
ー
タ
の
収
集
と
解
釈
が
学
習

主に文系の生徒 主に理系の生徒

入
試
広
報
部

香
川

　良 

か
が
わ
・
り
ょ
う

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
数

学
科
。

高
校
２
学
年
担
任

増
井
貴
明 

ま
す
い
・
た
か
あ
き

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
数

学
科
。
情
報
科
。
探
究
科
。

新
領
域
授
業
委
員
会
委
員
長

林
宏
樹 

は
や
し
・
ひ
ろ
き

同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
数

学
科
。
情
報
科
。
探
究
科
。

教
頭道北

秀
寿 

み
ち
き
た
・
よ
し
ひ
さ

同
校
に
赴
任
し
て
19
年
目
。

校
長中井

啓
之 

な
か
い
・
ひ
ろ
ゆ
き

同
校
に
赴
任
し
て
38
年
目
。

同校内の組織における「新領域授業委員会」の位置づけ図１

データサイエンスに基づく探究学習のカリキュラムイメージ図２

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。

校長

教頭 事務長

新領域授業委員会運営指導委員会 評価基準検討委員会

各学年 生徒部 進路部

生徒部

生徒部 生徒部 生徒部

探究科カリキュラム
委員会

教務部 グローバル
探究部

入試
広報部

外部専門家による委員会

教育課程の見直し

外部専門家による委員会

高校１年次
探究養成期

全員履修

高校2年次
探究実践期

選択履修

データサイエンスと探究学習の基礎を習得することで、客観的なデータ
に基づく分析力、結論を見いだす考察力を身につけ、エビデンスに基
づく課題が発見できるようになる

特定の分野における課題に対して、具体的な方策を提案し、実行する

DS探究基礎
（数学科）

情報Ⅰ
（情報科）

言語活用探究
（国語科）

情報Ⅱ
（情報科）

理数探究実践
（理科・数学科）

・地域科学実践（地理歴史・公民科）

・スポーツ科学実践（保健体育科）

・生活科学実践（家庭科・芸術科）

DS
探究実践

＊1　ベネッセが提供する、進路・探究・表現学習に取り組むことができるデジタル教材。

生徒部情報科

各教科

設
立
　
１
９
５
０
（
昭
和
25
）年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
３
０
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
筑
波

大
、
千
葉
大
、
京
都
工
芸
繊
維
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、

奈
良
女
子
大
、
神
戸
大
、
大
阪
公
立
大
な
ど
に
１
０
７
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
上
智
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大

な
ど
に
延
べ
１
０
２
８
人
が
合
格
。

学
校
概
要

情報活用能力を学校全体でどう育成するか？特集
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の
過
程
で
行
わ
れ
る
こ
と
を
、
対
話
を
通
し

て
互
い
に
認
識
す
る
と
と
も
に
、
本
校
で
育

成
を
目
指
す
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
力
は
、

デ
ジ
タ
ル
機
器
の
使
用
や
数
字
の
処
理
に
限

定
し
て
求
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

共
有
し
ま
し
た
」

　
高
校
２
年
次
は
、
生
徒
は
自
分
の
興
味
・

関
心
が
あ
る
分
野
を
選
択
し
て
探
究
を
深
め

る
（ 

P. 

19
図
２
）。
具
体
的
に
は
、
文
系
の

生
徒
は
「
地
域
科
学
実
践
」「
ス
ポ
ー
ツ
科

学
実
践
」「
生
活
科
学
実
践
」
の
３
つ
の
分

野
の
中
か
ら
１
つ
を
選
び
、
そ
の
分
野
に
関

す
る
課
題
を
自
分
で
設
定
し
、
探
究
学
習
に

取
り
組
む
。
理
系
の
生
徒
は
「
情
報
Ⅱ
」「
理

数
探
究
実
践
」
の
2
科
目
を
履
修
す
る
。
以

上
の
よ
う
に
、
全
生
徒
が
２
年
間
を
か
け
、

様
々
な
教
科
・
科
目
を
通
し
て
、
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
を
基
盤
と
し
た
探
究
学
習
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
し
た
。

　「
Ｄ
Ｓ
探
究
基
礎
」
の
授
業
は
、
１
学
期

は
２
週
間
に
１
回
程
度
の
頻
度
で
行
わ
れ

た
。
１
学
期
に
重
視
し
た
の
は
、「
統
計
的

な
問
い
」
を
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

だ
と
、
同
授
業
を
担
当
し
た
数
学
科
の
増
井

貴
明
先
生
は
説
明
す
る
。

　「『
統
計
的
な
問
い
』
と
は
何
か
を
生
徒
に

説
明
し
た
上
で
（
図
３
）、
１
学
期
後
半
に

は
生
徒
が
自
分
が
興
味
を
持
っ
た
課
題
に
つ

い
て
、『
統
計
的
な
問
い
』
が
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
」

　
あ
る
日
の
授
業
で
は
ま
ず
、
生
徒
は
「
統

計
デ
ー
タ
分
析
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
＊

２
）」
で
表
彰
さ
れ
た
高
校
生
の
論
文
を
読

み
、
そ
の
中
で
ど
の
よ
う
な
問
い
が
立
て
ら

れ
て
い
る
か
、
そ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
統
計
デ
ー
タ
に
基
づ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
可
視
化
を
行
っ
て
い
る
か

を
調
べ
た
。
次
に
生
徒
は
『
統
計
的
な
問
い
』

を
立
て
る
こ
と
に
取
り
組
ん
だ
が
、
そ
の
際
、

増
井
先
生
が
数
学
科
担
当
な
ら
で
は
の
視
点

で
指
摘
し
た
の
が
、「
定
義
」
の
重
要
性
だ
。

　「
定
義
が
あ
い
ま
い
だ
と
、
デ
ー
タ
を
正

し
く
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
例
え

ば
、『
若
者
に
人
気
の
曲
と
は
何
か
』
と
い

う
問
い
を
立
て
た
生
徒
に
は
、『
若
者
』『
人

気
』
の
定
義
を
問
い
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
る

デ
ー
タ
に
対
し
て
『
平
均
値
』
を
用
い
て
分

析
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
生
徒
に
、『
外
れ

値
が
あ
る
と
平
均
値
は
大
き
く
動
く
け
れ

ど
、
分
布
の
状
況
は
し
っ
か
り
確
認
し
た
？
』

な
ど
と
、
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
際
に
注
意
す

べ
き
こ
と
も
併
せ
て
問
い
か
け
ま
し
た
」

　
そ
の
よ
う
な
デ
ー
タ
活
用
の
指
導
と
並
行

し
て
、
表
計
算
ソ
フ
ト
を
用
い
る
情
報
科
の

授
業
で
、
デ
ー
タ
の
散
ら
ば
り
の
判
断
を
行

う
際
に
、
四
分
位
範
囲
と
標
準
偏
差
で
は
異

な
る
結
果
に
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
体
験

さ
せ
た
り
、国
語
科
が
主
体
と
な
る
言
語
活
用

探
究
の
授
業
で
、「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
学
校
へ

の
持
ち
込
み
」「
レ
ジ
袋
の
有
料
化
」と
い
っ
た

題
材
で
の
小
論
文
の
作
成
に
向
け
て
、「
キ
ャ

リ
ア
ナ
ビ
」の「
構
想
メ
モ
」の
機
能
を
使
っ
て

文
章
の
書
き
方
な
ど
を
指
導
し
た
り
し
た
。

　
７
月
と
12
月
の
定
期
考
査
後
の
１
週
間
を

使
っ
て
設
定
し
て
い
る
の
が
、
生
徒
が
集
中

的
に
探
究
学
習
に
取
り
組
む
特
別
な
時
間
割

「統計的な問い」を立てる時の7つの観点図３

データサイエンスに基づく年間指導計画とフロンティアウィークの概要図４

※学校資料を基に編集部で作成。

フロンティアウィーク（7月・12月に実施）

「統計的な問い」：
データを分析し、その結果を基に回答できるような問い

❶ 問いは、要約、比較、関係のいずれかであること
❷ 分析方法を説明できること
❸ どんなデータを収集するのかが明確であること
❹ 調べる集団と収集予定のデータに齟齬がないこと
❺ 回答が「はい／いいえ」にならないこと
❻ データを収集する必要性があること
❼ 個々のケースに過度に注目しないこと

※学校資料を基に編集部で作成。

４月

通常授業 通常授業 通常授業

DS
探究基礎

DS
探究基礎

DS
探究基礎

DS
探究基礎

DS
探究基礎

DS
探究基礎

DS
探究基礎

DS
探究基礎

DS
探究基礎

特別講義
学校行事
分掌行事

特別講義
学校行事
分掌行事

研究的・
挑戦的な

授業

研究的・
挑戦的な

授業

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

特別編成された時間割の下、生徒は1週間にわたっ
て集中的に探究学習に取り組む。また、高校３年
生担当の教師を除く全教職員が、教科・科目の学
習範囲にとらわれることなく、探究的な授業、外部
と連携した授業、教科横断的な授業、生成AIなど
の最先端技術を取り入れた授業などを実践する。

＊2　高校生、大学生などを対象に、地域別の統計をまとめたSSDSE（教育用標準データセット）を用いた統計データ分析の論文を募集し、その分析力を活用した課
題解決のアイデアを競うコンペティション。総務省、独立行政法人統計センターなどが共催する。

教
科・
科
目
の
指
導
事
例
❷

　特
別
授
業

多
く
の
教
科
・
科
目
で

新
し
い
授
業
に
挑
戦

教
科・
科
目
の
指
導
事
例
❶

　探
究
学
習

数
学
科
、情
報
科
、国
語
科
で

探
究
学
習
の
素
地
を
つ
く
る

20 高校版  2025 September

0-01-5-00011-001 2025 年度 VIEW next 高校版 9 月号 20 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校

09/10
八木 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P18-21_view-next-koukou-9g.indd   20P18-21_view-next-koukou-9g.indd   20 2025/09/10   14:212025/09/10   14:21



「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ウ
ィ
ー
ク
」
だ
。
同
期
間

に
は
、
有
識
者
に
よ
る
講
演
会
や
、
教
師
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と
し
た
研
究
授
業
な

ど
も
実
施
し
て
い
る
（
P. 

20
図
４
）。

　「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ウ
ィ
ー
ク
は
新
領
域
授

業
委
員
会
が
企
画
し
、
高
校
３
年
生
担
当
の

教
師
を
除
く
全
教
師
が
、
企
業
や
研
究
機
関

と
連
携
し
た
授
業
や
教
科
横
断
的
な
授
業
、

生
成
Ａ
Ｉ
な
ど
の
最
先
端
技
術
を
取
り
入
れ

た
授
業
な
ど
を
行
い
ま
す
」（
道
北
教
頭
）

　
24
年
12
月
に
実
施
し
た
回
で
は
、
生
成
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
授
業
を
各
教
科
・
科
目
で
実

施
し
た
（
図
５
）。
例
え
ば
、
地
理
歴
史
・

公
民
科
の
教
師
は
、
生
徒
が
新
聞
に
掲
載
さ

れ
た
各
政
党
の
公
約
を
読
ん
だ
上
で
模
擬
投

票
す
る
際
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
も
同
様
に
公
約

を
読
ま
せ
て
投
票
先
と
そ
の
理
由
を
答
え
さ

せ
た
。
さ
ら
に
英
語
科
の
教
師
と
連
携
し
て
、

生
成
Ａ
Ｉ
に
対
す
る
プ
ロ
ン
プ
ト
を
日
本
語

で
作
成
し
た
場
合
と
英
語
で
作
成
し
た
場
合

と
で
、
出
力
さ
れ
る
内
容
の
正
確
性
が
ど
の

よ
う
に
異
な
る
か
な
ど
を
検
討
し
た
。
ど
の

教
科
・
科
目
で
も
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
回
答
が
必

ず
し
も
正
し
い
と
は
限
ら
な
い
こ
と
を
前
提

に
し
て
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
補
助
的
に
活
用
し
つ

つ
、
自
分
で
考
え
て
判
断
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
生
徒
に
気
づ
か
せ
よ
う
と
し
た
。

　
同
校
で
は
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ウ
ィ
ー
ク
だ

け
で
な
く
、
日
々
の
授
業
に
お
い
て
も
生
成

Ａ
Ｉ
を
積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
用
す
る
際
の
リ
ス
ク
を

体
験
し
て
学
ぶ
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　「
24
年
度
の
高
校
１
年
次
の
探
究
学
習
で

は
、
学
校
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
生
成
Ａ
Ｉ

に
質
問
し
、
そ
の
回
答
に
、
事
実
に
基
づ
か

な
い
情
報
や
ウ
ソ
が
ど
れ
だ
け
盛
り
込
ま
れ

る
か
を
検
証
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
が
書

い
た
探
究
学
習
の
論
文
の
改
善
の
方
向
性
を

生
成
Ａ
Ｉ
に
提
案
さ
せ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

論
文
を
推す

い

敲こ
う

す
る
活
動
に
も
取
り
組
み
ま
し

た
」（
増
井
先
生
）

　
情
報
モ
ラ
ル
教
育
に
お
い
て
も
体
験
的
な

学
び
を
重
視
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
25
年
度

に
中
学
生
に
対
し
て
行
っ
た
授
業
で
は
、
実

際
に
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
や

り
取
り
に
つ
い
て
、
事
実
な
の
か
、
思
い
込

み
や
偏
見
な
の
か
を
整
理
さ
せ
、
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
を
考
え
さ
せ
た
。
そ
の
際
、
生
徒
間

で
の
協
議
だ
け
で
な
く
、
生
成
Ａ
Ｉ
に
防
止

策
や
問
題
点
を
出
力
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
分

た
ち
の
考
え
の
不
足
部
分
な
ど
、
新
た
な
視

点
を
得
る
活
動
を
行
っ
た
。
そ
う
し
て
「
自

分
も
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
る
よ
う
な
言
動

を
し
て
い
な
い
か
」
と
、
当
事
者
意
識
を
持

た
せ
て
か
ら
、
有
識
者
の
講
演
を
聞
か
せ
た
。

　「
情
報
Ⅰ
」
に
お
い
て
も
今
後
、
生
成
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
て
、
情
報
を
う
の
み
に
し
な
い

判
断
力
が
身
に
つ
く
授
業
を
行
う
予
定
だ
。

　
多
く
の
教
師
が
自
身
の
担
当
教
科
・
科
目

で
も
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
授
業
を
行
え
る
こ

と
に
気
づ
き
、
実
践
を
重
ね
て
き
た
こ
と
で
、

生
徒
は
教
科
・
科
目
の
授
業
に
お
い
て
も
定

義
を
大
切
に
し
て
学
習
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
と
、「
Ｄ
Ｓ
探
究
基
礎
」
を
担
当
す

る
数
学
科
の
香
川
良
先
生
は
語
る
。

　「
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
話
し
合
う
中
で
も
、

『
言
葉
の
定
義
が
あ
い
ま
い
だ
か
ら
、
こ
れ

か
ら
ど
う
い
う
デ
ー
タ
を
集
め
れ
ば
よ
い
か

が
明
確
で
は
な
い
』
な
ど
と
い
っ
た
声
が
生

徒
か
ら
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
今
後
は
、
デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
社

会
に
貢
献
で
き
る
と
い
う
手
応
え
を
感
じ
な

が
ら
、
生
徒
が
自
己
肯
定
感
を
高
め
て
い
く

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
設
計
し
た
い
と
、
道
北
教

頭
は
考
え
て
い
る
。

　「
高
校
２
年
次
に
『
Ｄ
Ｓ
探
究
実
践
』
に

取
り
組
み
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
成
果
を
英
語

で
ま
と
め
、
海
外
研
修
な
ど
の
機
会
を
使
っ

て
同
世
代
に
向
け
て
発
信
す
る
と
い
っ
た
経

験
は
、
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
は
ず

で
す
。
そ
の
よ
う
な
探
究
学
習
で
は
、
英
語

科
が
大
き
な
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
に
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を

基
盤
と
す
る
探
究
学
習
に
す
べ
て
の
教
科
・

科
目
を
有
機
的
に
つ
な
げ
て
、
教
育
活
動
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　「
生
徒
の
や
る
気
は
学
校
の
環
境
次
第
だ
」

と
道
北
教
頭
は
語
る
。
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

を
基
盤
と
す
る
探
究
学
習
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
同
校
は
す
べ
て
の
生
徒
、
そ
し
て
教
師

の
や
る
気
を
引
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

フロンティアウィーク開講講座（2024年12月実施）図５

※学校資料を基に編集部で作成。

テーマ「AIと共生する『AIプログラム』」
AI 国語× 「AIと考える俳句の助詞」
AI 公民×   AIとの対話から学ぶ主権者教育 Let's think about politics
AI 数学×   数学で勝負！ ～VS生成系AI～
AI 理科×   ChatGPTを活用した論文執筆 ～ChatGPTを信用して大丈夫？～
AI 理科×   生成AIと著作権
AI 英語×   AIと学ぶ未来の英語学習 ～効果的な活用法とリスク対策～
AI 家庭科×   AIとともに日本の食の未来について考える
AI 探究×   学び（課題設定）を深めるAI活用
AI スポーツ×   AIによるバレーボール動作分析 スポーツ科学

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用

実
践
を
通
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
の

問
題
点
に
気
づ
か
せ
る

成
果
と
展
望

生
徒
の
自
己
肯
定
感
が
高
ま
る

探
究
学
習
へ
と
進
化

情報活用能力を学校全体でどう育成するか？特集
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　情
報
モ
ラ
ル
は
、
著
作
権
の
侵
害
と
い
っ

た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・
権
利
に
関
す
る
リ
ス

ク
、
情
報
端
末
の
長
時
間
利
用
と
い
っ
た
健

康
・
管
理
に
関
す
る
リ
ス
ク
、
い
じ
め
や
誹

謗
中
傷
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

発
信
に
関
す
る
リ
ス
ク
の
3
分
野
に
整
理
で

き
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・

権
利
に
関
す
る
リ
ス
ク
は
、
ど
の
よ
う
な
こ

と
が
法
律
に
違
反
し
て
い
る
の
か
を
生
徒
に

教
え
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
ト
ラ
ブ
ル
の
発

生
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か

し
、
健
康
・
管
理
に
関
す
る
リ
ス
ク
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
発
信
に
関
す
る
リ
ス

ク
は
、
知
識
が
あ
っ
て
も
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　学
校
で
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
知
識
を
教

え
ら
れ
て
い
て
も
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
生
徒
が
教
師
の
説

明
を
自
分
事
化
し
て
聞
く
こ
と
が
で
き
て
い

な
い
か
ら
で
す
。
こ
れ
ま
で
学
校
で
行
わ
れ

て
き
た
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
指
導
は
、
ト

ラ
ブ
ル
事
例
を
紹
介
し
、「
こ
う
い
う
ト
ラ
ブ

ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
」
な
ど
と
教
え
る
こ
と
が
一
般
的
で

し
た
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
具
体
的
な
事
例

を
紹
介
し
て
も
、
多
く
の
生
徒
は
、「
自
分

は
そ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
は
起
こ
さ
な
い
」
な
ど

知
識
だ
け
で
は
ト
ラ
ブ
ル
は
防
げ
な
い
。

情
報
モ
ラ
ル
指
導
の
核
心
は「
自
分
事
化
」

静
岡
大
学
教
育
学
部 
学
校
教
育
講
座 

准
教
授

　塩
田

　真
吾

２
０
２
４
年
に
総
務
省
が
行
っ
た
「
我
が
国
に
お
け
る
青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
係
る
調
査
」

で
は
、
中
学
1
年
生
か
ら
高
校
3
年
生
ま
で
の
約
46
％
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
お
い
て
何
ら
か

の
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答
し
て
い
る
。
生
徒
が
事
件
や
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
自
分
の
身

を
守
り
な
が
ら
、
安
全
か
つ
適
切
に
情
報
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
学
校
が
す
べ
き
こ
と

は
何
か
。
情
報
モ
ラ
ル
の
指
導
に
つ
い
て
、
静
岡
大
学
教
育
学
部
の
塩
田
真
吾
准
教
授
に
聞
い
た
。

しおた・しんご　早稲田大学大学
院博士課程修了。千葉大学特任研
究員、静岡大学教育学部助教、講
師を経て、現職。静岡大学若手重
点研究者（第 4 期・第 5 期）。専門
は教育工学、授業デザイン。「社会
とつながる学び」をテーマに、現
代的・社会的課題（情報、キャリア、
リスクなど）の授業デザインについ
て工学的に研究している。文部科
学省「情報モラル教育推進事業」
検討委員会副座長、同「学校 DX
戦略アドバイザー」などを務める。

C
om

m
entary

「
知
っ
て
い
る
」
だ
け
で
は

ト
ラ
ブ
ル
は
防
げ
な
い
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と
他
人
事
と
し
て
捉
え
て
し
ま
う
の
で
す
。

そ
の
原
因
は
、「
感
覚
の
ズ
レ
」
に
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
あ
ろ
う
と
、
人
の
嫌

が
る
こ
と
を
発
信
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
ど
の
生
徒
も
分
か
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
学
校
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、

人
に
よ
っ
て
何
を
嫌
だ
と
感
じ
る
か
が
異
な

る
と
い
う
感
覚
の
ズ
レ
が
あ
り
ま
す
。
自
分

は
嫌
だ
と
は
感
じ
な
い
こ
と
を
、
人
に
よ
っ

て
は
嫌
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
一
方
で

自
分
は
嫌
だ
と
思
う
こ
と
も
、
人
に
よ
っ
て

は
特
に
気
に
し
な
い
こ
と
が
あ
る
と
い
う
感

覚
の
ズ
レ
を
確
認
す
る
こ
と
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上

の
ト
ラ
ブ
ル
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
た
め

に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
（
ワ
ー
ク
１
）。

　
飲
食
店
な
ど
で
の
迷
惑
行
為
を
撮
影
し
た

動
画
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
す
る
ト
ラ
ブ
ル
事
例

を
紹
介
す
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
「
自

分
は
そ
ん
な
愚
か
な
こ
と
は
し
な
い
」
な
ど

と
言
う
は
ず
で
す
。
し
か
し
、「
自
分
は
そ
ん

な
愚
か
な
こ
と
は
し
な
い
」
と
言
え
る
の
は
、

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
状
況
が
想
像
で
き
て

お
ら
ず
、
自
分
も
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
考
え
が

及
ん
で
い
な
い
か
ら
で
す
。「
仲
間
と
盛
り

上
が
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」「
怖

い
先
輩
に
強
要
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
」
な
ど
と
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
の
背
景

を
想
像
し
、「
状
況
次
第
で
は
自
分
も
迷
惑

行
為
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
」
と
自
分
事
化
す
る
こ
と
で
初
め
て

リ
ス
ク
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
P. 

24
ワ
ー
ク
２
）。

　
自
分
が
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て
し
ま
う
経

緯
や
場
面
を
具
体
的
に
想
像
さ
せ
る
「
場
面

強
制
想
像
法
」
を
用
い
る
こ
と
で
、
不
適
切

な
情
報
の
送
受
信
・
拡
散
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ

た
闇
バ
イ
ト
へ
の
関
与
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
の

生
徒
が
「
そ
ん
な
愚
か
な
こ
と
は
し
な
い
」

と
考
え
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
状
況
だ
と
自
分
も
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う

可
能
性
が
あ
る
か
を
想
像
し
て
み
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
生
徒
だ
け
で
な
く
、
教

師
も
「
自
分
が
生
徒
の
個
人
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
に
公
開
し
て
し
ま
う
と
し
た
ら
、
そ
れ

は
ど
ん
な
時
だ
ろ
う
」
な
ど
と
、「
自
分
は

絶
対
に
し
な
い
」
と
考
え
て
い
る
事
象
で
も

そ
れ
が
起
き
て
し
ま
う
状
況
を
想
像
し
て
み

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
中

で
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
自
校
に
お
い
て
特

に
発
生
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
の
か
、
生

徒
の
実
態
を
基
に
教
師
が
話
し
合
う
こ
と
も

重
要
で
す
。

　
生
徒
の
生
活
・
学
習
環
境
な
ど
に
よ
っ
て
、

※塩田准教授の提供資料を基に編集部で作成。

情
報
モ
ラ
ル
の
指
導
を
通
じ
て

リ
ス
ク
教
育
を
推
進
す
る

❶下記の５つについて、あなたがSNSなどでクラスメートからされて「嫌だ」と感じる順に並べてみましょう。

❷なぜその順番にしたのか、近くの人と共有してみましょう。

❸たかしとはなこの間にどのようなトラブルが起きる可能性があるでしょう。

すぐに
返信が来ない

すぐに
返信が来ない

すぐに
返信が来ない

なかなか
会話が終わらない

なかなか
会話が終わらない

なかなか
会話が終わらない

知らないところで
自分の話題が出ている

知らないところで
自分の話題が出ている

知らないところで
自分の話題が出ている

話をしている時に
ケータイ・スマホを

触っている

話をしている時に
ケータイ・スマホを

触っている

話をしている時に
ケータイ・スマホを

触っている

自分が一緒に
写っている写真を

公開される

自分が一緒に
写っている写真を

公開される

自分が一緒に
写っている写真を

公開される

どのようなことを「嫌だ」と感じるかは人によって異なることを、他者とともに具体的に確認し
ていくワークです。そのような活動を経験することで、ようやく「自分の行為が誰かを嫌な気持
ちにさせるかもしれない」と、ＳＮＳ上のトラブルを自分事として考えられるようになります。

自
分
と
相
手
の
違
い
に
気
づ
く

情
報
モ
ラ
ル
を
学
ぶ
　

ワ
ー
ク
１

嫌だ 嫌ではない

自分が絶対に嫌なラインはどこかを考えて線を引こう

たかしが絶対に嫌なライン

はなこが絶対に嫌なライン

たかし

はなこ

あなた

嫌だ 嫌ではない
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て
い
る
学
校
も
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。
今

後
は
そ
う
し
た
指
導
に
加
え
て
、
各
教
科
の

授
業
に
お
い
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
場

面
な
ど
で
少
し
ず
つ
情
報
モ
ラ
ル
の
指
導
を

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
情
報
の
信
頼
性
を
確
か
め
る
方
法
、
批

判
と
非
難
の
違
い
、
著
作
権
の
大
切
さ
な
ど

は
、
探
究
学
習
は
も
ち
ろ
ん
、
各
教
科
の
授

業
で
も
触
れ
る
こ
と
は
可
能
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
て
情
報
を
活
用
す

発
生
し
や
す
い
ト
ラ
ブ
ル
は
異
な
り
ま
す
。

情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
を
一
覧
に

し
て
（
図
１
）、
自
校
に
お
い
て
発
生
す
る

可
能
性
が
高
い
ト
ラ
ブ
ル
は
ど
れ
か
、
発
生

し
た
時
に
生
徒
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
し

ま
う
ト
ラ
ブ
ル
は
ど
れ
か
を
、
管
理
職
や
教

科
「
情
報
」
の
担
当
教
師
、
生
徒
指
導
担
当

の
教
師
な
ど
が
集
ま
っ
て
話
し
合
い
、
優
先

的
に
指
導
す
る
内
容
を
決
め
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
教
師
が
そ
の
指
導
内
容
を

一
方
的
に
教
え
る
の
で
は
な
く
、
探
究
学
習

や
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
な
ど
の
時
間
を
使
っ

て
、
生
徒
も
と
も
に
リ
ス
ク
に
つ
い
て
考
え

る
の
で
す
。

　
私
は
、
高
校
現
場
に
お
い
て
は
、
健
康
・

管
理
に
関
す
る
リ
ス
ク
へ
の
対
応
が
今
後
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
理
由
の
１
つ
が
生
成
Ａ
Ｉ
の
普
及
で
す
。

家
庭
学
習
な
ど
で
も
生
成
Ａ
Ｉ
を
利
用
す
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
端

末
の
長
時
間
利
用
が
進
み
、
健
康
被
害
へ
と

つ
な
が
る
危
険
性
が
高
く
な
る
か
ら
で
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
普
及
を
踏
ま
え
て
、
健
康
・
管

理
と
い
う
観
点
で
の
指
導
が
改
め
て
求
め
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
従
来
の
情
報
モ
ラ
ル
の
指
導
は
、
高
校
で

あ
れ
ば
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
や
全
校

ま
た
は
学
年
集
会
な
ど
の
場
で
行
わ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
情
報
モ

ラ
ル
教
育
の
専
門
家
の
講
演
な
ど
を
実
施
し

情報モラルに関するトラブルの例図１

※塩田准教授の提供資料を基に編集部で作成。

1 長時間利用
ゲームや動画、コミュニケーションにかかわる時
間が多過ぎたり、「ながらスマホ」をしたりする。

2 高額課金
たくさんのお金を使って、ゲームのアイテムなど
を購入してしまう。

3 不適切なサイトの閲覧
性的描写や暴力表現など、青少年にふさわしく
ないサイトを閲覧する。

4 出会い
SNS で知らない人から会うことを求められたり、
自分の画像を送ることを求められたりする。

8 悪口・いじり
グループトークでいじりや無視をしたり、短文の
意味の取り違いによって誤解したりしてしまう。

5 著作権の侵害
無許可の映像や音楽をアップロードしたり、違法
と知りながら音楽や映像をダウンロードしたりす
る。

6 不適切な情報の発信
悪ふざけの写真やデマなどをSNSで発信する。

7 個人情報の投稿
SNS へのテキストや写真などの投稿から、個人
を特定できる情報を流出させる。

※塩田准教授の提供資料を基に編集部で作成。

迷
惑
行
為
と
そ
の
S
N
S
で
の
公
開
は

な
ぜ
起
き
る
？

 １ 部活動の帰り
 ２ 試合の後
 ３ 塾の帰り
 ４ 学校の帰り
 ５ 遊びの帰り
 ６ テストが終わった後
 ７ 行事が終わった後
 ８ 勉強している時
 ９ 暇な時
 10 話をしている時

 21 場を盛り上げようとして
 22 面白いと思われたくて
 23 笑ってほしくて
 24 テンションが上がってしまって
 25 罰ゲームで
 26 ほかの人もふざけていて

 11 友人
 12 先輩・後輩
 13 部活動の仲間
 14 同級生
 15 好きな人
 16 お店の人
 17 とても仲がよい人
 18 怖い人
 19 気になっている人
 20 ノリのよい人

い
つ

な
ぜ

誰
が

例えば、ファミリーレストランで、

大声で騒いでしまう

無料の物を大量に使っちゃう

ドリンクバーや食べ物で遊んじゃう

お店の物を不衛生に使っちゃう

店員さんにふざけて声をかけちゃう

のはどんな時？

Q2 飲食店で高校生のAくんが、
右の画像をSNSに公開してしまった背景を想像してみましょう。

情
報
モ
ラ
ル
を
学
ぶ
　

ワ
ー
ク
２

 27 好きな人が見ていて
 28 友人が見ていて
 29 動画に撮られていて
 30 「いいね」が欲しくて
 31 気分転換のために
 32 励ましてあげようとして

多くの人が「自分はしない」「自分は大丈夫」と考えているようなトラブルは、事例を紹介して「気
をつけましょう」と言っても、有効な防止にはなりません。トラブルに巻き込まれてしまう状況
を具体的に想像させることが大切です。

Q1 自分たちが飲食店で
「ふざけて」しまうのは
どんな時?
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る
場
面
に
お
い
て
、
情
報
モ
ラ
ル
の
大
切
さ

を
伝
え
た
り
、
生
徒
に
考
え
さ
せ
た
り
す
る

工
夫
を
、
短
時
間
で
も
よ
い
の
で
教
科
を
問

わ
ず
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と

私
は
考
え
ま
す
。

　
情
報
モ
ラ
ル
の
指
導
は
、
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ

に
す
る
た
め
の
指
導
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
て
し
ま
う
リ
ス
ク
は
誰
も
が

持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
、

ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
の
可
能
性
を
少
な
く
す
る

方
法
を
理
解
さ
せ
る
指
導
で
す
。
リ
ス
ク
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
上
手
に
生
き
て
い

く
と
い
う
意
味
で
は
、
情
報
モ
ラ
ル
の
指
導

は
「
リ
ス
ク
教
育
」
の
一
領
域
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
場
面
強
制
想
像

法
を
用
い
て
、
迷
惑
行
為
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
公
開

し
て
し
ま
う
と
い
う
状
況
を
考
え
る
際
に
、

生
徒
は
同
じ
枠
組
み
を
使
っ
て
薬
物
乱
用
や

い
じ
め
な
ど
、
教
師
は
飲
酒
運
転
な
ど
が
起

き
る
状
況
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
教
科
の
枠
を
超
え
て
展
開
さ
れ
る
情
報
モ

ラ
ル
の
指
導
を
通
じ
て
生
徒
が
得
た
気
づ
き

や
身
に
つ
け
た
力
は
、
防
災
・
交
通
・
生
活

安
全
教
育
へ
と
広
く
転
用
・
発
展
で
き
る
と

い
う
こ
と
を
、
特
に
管
理
職
の
先
生
方
に
は

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

情報モラル･リテラシーの強化と向上のための

「GIGAワークブック」
「GIGAワークブック」は、児童・生徒の情報モラル･リテ
ラシーの強化と向上を目的に、LINEみらい財団と塩田
真吾准教授が共同で開発した教材で、無料で提供され
ている。児童・生徒に身につけてほしい内容に沿って、
適切なコンテンツを簡単に検索することができるととも
に、情報モラルの指導を取り入れたい教科や活用場面・
スキル、トラブル事例からもコンテンツを絞り込むことが
可能であり、指導に必要な時間の目安も掲載されている。

■コンテンツ例
「闇バイト」に気をつけるために
•トラブル　知らない人との出会い、プライバシーの侵害 など
•指導場面　SHRなど

教材のダウンロード、
問い合わせ先

GIGAワークブック2025活用サイト
https://giga-work.jp/

　

　
本
特
集
を
振
り
返
る
と
、冒
頭
の
問
い「
情
報
活
用
能
力
を
学
校
全
体
で

ど
う
育
成
す
る
か
？
」の
答
え
と
し
て
、次
の
ス
テ
ッ
プ
が
見
え
て
き
ま
す
。

１
．「
情
報
活
用
能
力
」の
定
義
に
つ
い
て
共
通
認
識
を
図
る
　
単
に「
情
報
技

術
を
操
作
で
き
る
力
」な
ど
の
イ
メ
ー
ジ
が
持
た
れ
や
す
い「
情
報
活
用
能
力
」

に
は
、「
情
報
技
術
を
活
用
し
た
情
報
の
収
集
、
整
理
・
比
較
、
発
信
・
伝
達
」

「
情
報
モ
ラ
ル
」「
情
報
技
術
の
特
性
の
科
学
的
な
理
解
」も
含
ま
れ
ま
す
。一
方
で「
現
代
社
会
で〝
情

報
技
術
〟を
介
さ
な
い
情
報
活
用
に
係
る
能
力
の
育
成
は
イ
メ
ー
ジ
が
持
ち
に
く
い
」と
い
っ
た
指
摘

も
あ
り
、
情
報
活
用
能
力
は〝
情
報
技
術
〟に
か
か
わ
る
資
質
・
能
力
に
焦
点
化
す
る
方
向
で
中
央
教

育
審
議
会
の
議
論
は
進
ん
で
い
ま
す
。
以
上
の
点
を
校
内
で
共
通
認
識
を
図
る
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。

２
．指
導
の
分
担
を
図
る
　
次
に
、誰
が
ど
の
よ
う
な
指
導
を
担
う
の
か
を
検
討
し
ま
す
。
分
担
の
大

枠
は
、
Ｐ
．７
図
１
の
通
り
、
情
報
技
術
の「
活
用
」は
各
教
科
・
科
目
の
授
業
で
、情
報
技
術
の「
適

切
な
取
り
扱
い
」や「
特
性
の
理
解
」は
主
に
情
報
科
で
指
導
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
指
導
を
通
じ
て
学

ん
だ
知
識
・
技
能
を「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」等
で
生
徒
に
発
揮
さ
せ
る
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

３
．各
教
科
・
科
目
で
の
情
報
活
用
の
場
面
を
見
え
る
化
し
、
指
導
の
意
識
化
を
図
る
　
情
報
活
用
能

力
の
側
面
の
う
ち
「
情
報
の
収
集
、
整
理・比
較
、
発
信・伝
達
」は
、「
主
体
的・対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
実
現
を
目
指
す
授
業
で
行
わ
れ
る
活
動
で
あ
り
、既
に
多
く
の
先
生
方
が
そ
う
し
た
授
業
を
実
践
し

て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
は
新
た
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
求
め
ら
れ
る
の
は
自
身
の
授
業
に
お
け
る
情
報
活
用
の
場
面
を
自
覚
し
、
言
語
化
す
る
こ

と
で
あ
り
、そ
れ
を
教
師
間
で
共
有
し
、
情
報
活
用
の
場
面
を
意
識
し
た
授
業
を
設
計
す
る
よ
う
に
な

れ
ば
、
学
校
全
体
で
の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
が
実
現
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
情
報
活
用
能
力
」
は
、
前
号
の
特
集
で
取
り
上
げ
た
「
中
核
的
な
概
念
」
と
同
様
、
教
え
ら
れ
る

だ
け
で
は
身
に
つ
き
づ
ら
い
も
の
で
あ
り
、
様
々
な
場
面
で
繰
り
返
し
発
揮
す
る
中
で
体
験
的
に
身

に
つ
い
て
い
く
と
い
う
点
も
、
有
識
者
の
話
や
３
校
の
事
例
に
共
通
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
点

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
学
校
全
体
で
の
育
成
を
図
っ
て
い
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
、情
報
活
用
能
力

を
学
校
全
体
で
育
成
す
る

Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 

ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
編
集
部
　統
括
責
任
者
　柏
木

　崇

本特集を
振り返って
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　昨年度の卒業生を担当した３年間は、生徒に学習時間を有効活用させ、自律的な学びを支援す
ることに重点を置いてきました。２年次、３年次には小テストや課題を大幅に減らし、取り組むべ
き学習を生徒が自分で考え、選択できるよう、多様な内容・レベルの教材を用意しました。生徒
は主体的に学習に取り組み、2025年度大学入学共通テストでは、「英語」のリーディングとリス
ニングの平均点がともに80点を超えました。25年度の1年次は、これまで通り大学入試での得
点力の向上を目指しつつ、英語活用力を高めるアウトプット活動、中でもスピーキングを一層重
視して授業を展開しています。

英
語

福岡県立筑紫丘高校

徳永拓也　とくなが・たくや

同校に赴任して6年目。キャリア教育課課長。
英語科。

◎設立　1927（昭和２）年　◎形態　全日制／普通科、理
数科／共学　◎生徒数　1学年約 440人　
◎2024年度卒業生進路実績　国公立大は、北海道大、
東京科学大、東京大、一橋大、名古屋大、京都大、大阪大、
神戸大、広島大、九州大などに232人が合格。私立大は、
慶應義塾大、上智大、東京理科大、早稲田大、同志社大
などに延べ570人が合格。

学
校
概
要

「
単
元
を
貫
く
問
い
」を
核
と
し
た

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
と
自
己
調
整
学
習
で
、

主
体
的
な
学
び
の
実
現
を
目
指
す

主体的・
対話的で
深い学び

発問・課題設定をキーに見る

授 業 実 践
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本
時
の
概
要

授業の冒頭は、５分間の単語テストの後、5 分間のトリオディス
カッション（＊）に取り組んだ。単元を貫く問い「国は地球上の
喫緊の課題（貧困、気候変動など）よりも宇宙開発を優先すべ
きか？」について、生徒は賛成・反対の立場から相互に質問を
投げかけ、多角的に思考を深めていった。

授業の後半は、生徒が自分に必要だと判断した学習に取り組む
10 分間の自己調整学習「セルフスタディータイム」を実施。リ
スニング、シャドーイング、単語テストの見直し、あるいは単元
を貫く問いに関する追加の情報収集など、多様な活動が見られた。

説明の時間を効率化するためにプロジェクターを 2 台使用。1
台には教科書に掲載されている重要単語・表現を、もう 1 台に
は徳永先生の解説を表示した。説明の合間に生徒は解説された
英語表現を使うペア活動に何度も取り組んだ。その後、事前課
題のプリントの問題の答え合わせもペアで行った。

ペアになり、本時の内容について１人の生徒が要約を、もう１人の
生徒が自分の考えを、それぞれ相手に説明した。その後、ワークシー
トに自分が話した内容と授業の振り返りを記入し、提出して授業は
終了した。

本時のキー課題

本時のキー課題

授業リポート

単語テストとディスカッション1

セルフスタディータイム3

教科書の重要事項の理解2

サマリー&オピニオン4

［対象］１年生　［教科・科目］外国語・英語コミュニケーションⅠ
［単元］Chapter 7 Human Habitation on Mars
［単元目標］宇宙開発の意義について考え、その是非を表現できる。
［授業時数］全 5 時間のうちの 3 時間目
［本時の目標］火星に住むことの可否について書かれた文章を読み、
その内容をまとめたり、自分の意見を述べたりすることができる。

10分間

20分間

ウェブサイト では、
授業のダイジェストを動画で紹介！

単元の指導計画は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』でご覧い
ただけます。https://view-next.benesse.jp/view/cat/bkn-hs/　
または右の２次元コードからアクセスしてください。

DOWN
L O A D

10分間

＊　上山晋平先生（福山市立福山中・高等学校）が考案した、基本は 3 人１組で 3 分間行う英語のディスカッション活動。

10分間

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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生
徒
は
本
単
元
を
通
し
て
、「
国
は
地

球
上
の
喫
緊
の
課
題
（
貧
困
、
気
候
変
動

な
ど
）
よ
り
も
宇
宙
開
発
を
優
先
す
べ
き

か
？
」
と
い
う
根
源
的
な
問
い
と
向
き
合

い
ま
す
。
そ
の
過
程
の
本
時
は
、「
火
星

に
住
む
こ
と
は
実
現
可
能
な
の
か
」
に
つ

い
て
、
生
徒
は
議
論
し
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
に
、
す
べ
て
の
単
元
で
、
そ
の
単
元
を

貫
く
問
い
を
１
つ
設
定
し
、各
授
業
で
は
、

そ
の
問
い
に
つ
い
て
多
角
的
に
考
え
ら
れ

る
よ
う
、
様
々
な
視
点
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
う
と
と
も
に
、
文
法
や
表
現

の
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

　
ト
リ
オ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ペ
ア

ワ
ー
ク
、
サ
マ
リ
ー
＆
オ
ピ
ニ
オ
ン
と
、

様
々
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
を
行
い
ま
す

が
、
ど
れ
も
「
単
元
を
貫
く
問
い
」
に
関

連
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
10
分
間
の

自
己
調
整
学
習
に
お
い
て
も
、
問
い
に
対

す
る
現
時
点
の
自
身
の
理
解
度
と
課
題
に

応
じ
て
、
取
り
組
む
べ
き
最
適
な
学
習
内

容
が
何
か
を
生
徒
は
考
え
、
選
択
し
、
そ

　
25
年
度
は
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
力
を
丁
寧

に
見
取
る
た
め
に
、「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
Ⅰ
（
３
単
位
）」
の
う
ち
1
時
間

を
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

に
し
、
私
は
補
佐
的
な
立
場
で
授
業
に

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
発
表
や
ペ
ア
・
グ

ル
ー
プ
で
の
や
り
取
り
に
お
け
る
生
徒
の

様
子
・
姿
勢
を
観
察
し
、
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
た
場
合
は
加
点
方
式
で
「
主
体

的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
に

反
映
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
力

を
借
り
な
が
ら
、
英
語
で
話
そ
う
と
す
る

生
徒
の
頑
張
り
や
流
ち
ょ
う
さ
な
ど
の
成

長
を
丁
寧
に
見
取
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
授
業
改
善
の
材
料
と
な
る
の
が
、
授
業

後
と
定
期
考
査
後
な
ど
の
節
目
に
実
施
す

る
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
す
（
図
）。
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
活
動
に
対
し
て
前
向
き
に
参
加

で
き
て
い
る
か
ど
う
か
は
も
ち
ろ
ん
、
２

台
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
た
私
の
説

明
が
、
難
関
大
学
志
望
者
が
多
い
本
校
の

れ
に
取
り
組
み
ま
す
。
自
分
の
課
題
と
自

分
に
必
要
な
学
び
を
考
え
、
選
択
・
実
行

で
き
る
力
を
生
徒
に
育
む
こ
と
は
、
英
語

の
力
を
育
成
す
る
こ
と
と
並
ん
で
、
授
業

全
体
を
通
じ
た
大
き
な
目
標
で
す
。

　
自
分
に
必
要
な
学
び
を
考
え
、
選
択
で

き
る
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
い
う
私

の
思
い
は
、
特
に
年
度
当
初
、
自
分
自
身

の
高
校
生
時
代
の
経
験
や
後
悔
も
交
え
な

が
ら
、
繰
り
返
し
生
徒
に
伝
え
ま
し
た
。

課
題
や
予
習
、
小
テ
ス
ト
な
ど
を
大
幅

に
減
ら
し
て
も
生
徒
の
学
習
時
間
は
減
ら

ず
、
模
擬
試
験
な
ど
の
成
績
も
下
が
ら
な

か
っ
た
の
は
、
生
徒
が
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
ん
だ
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。

生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か

も
確
認
し
て
い
ま
す
。「
教
科
書
で
出
て

き
た
慣
用
表
現
を
使
っ
て
英
文
を
作
る
時

間
を
設
け
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
生
徒
は
い

ろ
い
ろ
な
要
望
を
出
し
て
く
れ
る
た
め
、

授
業
改
善
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
24
年
度
の
3
年
生
が
卒
業
す
る
際
に

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
課
題
や
小

テ
ス
ト
が
少
な
く
て
も
学
力
が
伸
び
た
」

と
答
え
た
生
徒
が
多
く
、
授
業
満
足
度
も

１
０
０
点
満
点
で
平
均
97
点
だ
っ
た
こ
と

が
、
今
の
自
分
の
指
導
の
自
信
に
な
っ
て

い
ま
す
。

毎回の授業で、学習内容の要約、自分の意見、授業の振り返り
を書く。１コマの学習活動のすべてがこの時間につながっていく。

授業改善

左側のスクリーンで関連語を
繰り返し提示するようにした

表現活動の時間を増やした

説明は前半に多めに配置する
など、話す速度や構成を意識
して調整した

このほか、「黒板の特定の色が見づらい」「スクリーンの文字サイズが小さい」
といった教師が気づきにくい指摘についても、徳永先生は生徒のニーズに合
わせて授業を改善した。

生徒の声を踏まえた授業改善の例図

※学校資料を基に編集部で作成。 

生徒の声

「同義語・対義語をもっと紹介して
ほしい」

「話す活動（音読の時間）を増やし
てほしい」「英語コミュニケーショ
ンなのに会話の時間が少ない」

「終盤に詰め込みがちなので改善し
てほしい」「早口で聞き取りづらい
時がある」

発
問・
課
題
設
定
の
観
点

英
語
の
力
と
、

自
分
で
学
び
を
選
択
す
る
力

の
両
方
を
育
み
た
い

学
習
評
価
の
工
夫

授
業
に
対
す
る

生
徒
の
思
い
に
耳
を
傾
け
、

授
業
を
改
善
し
て
い
く
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過
去
3
年
間
は
、
模
擬
試
験
や
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
の
結
果
な
ど
に
重
き
を
置

い
て
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
度

か
ら
は
そ
れ
に
加
え
て
、
日
々
の
授
業
に

ス
ピ
ー
キ
ン
グ
活
動
や
自
己
調
整
学
習
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
ペ
ア
や

グ
ル
ー
プ
で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
サ

マ
リ
ー
＆
オ
ピ
ニ
オ
ン
な
ど
、
発
話
の
機

会
を
授
業
に
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま
す

が
、
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
る
限

り
、
生
徒
た
ち
の
反
応
は
非
常
に
良
好
で

す
。
発
信
す
る
た
め
に
知
識
を
整
理
し
、

他
者
と
の
対
話
を
通
じ
て
新
た
な
表
現
に

触
れ
る
中
で
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
過
程
で

イ
ン
プ
ッ
ト
も
同
時
に
深
化
・
拡
充
で
き

る
と
い
う
手
応
え
を
生
徒
が
感
じ
取
っ
て

い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
課
題
や
小
テ
ス
ト
を
減
ら
し
て
も
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
活
動
を
充
実
さ
せ
て
も
、
前

向
き
に
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
は
、
大
学

入
試
で
も
成
果
を
収
め
る
は
ず
で
す
。

　「日々の学習のやらされ感をできる限り払拭し、生

徒を主体的な学習者へと育てていくことが不可欠だ」。

教師としてのキャリアを重ねる中でそんな思いが強く

なっていた私は、23年度から参加している「若手教師・

教育創造MTG＊」の中で、自己調整学習に取り組む

全国の先生方の実践に出合いました。果敢に授業改善

に取り組む仲間から刺激を受けたこともあって、私自

身、24年度から授業の一部で生徒が、自分が取り組

む学習を自分で選択する時間を設けています。

　やらされ感のある学習から脱却するために必要なの

は、生徒の「納得」と「選択」です。自分が学習すべ

きことを自分で考えることが、これからの社会を生き

る上で重要だと生徒が納得し、自分に合った学習を自

分で選択することを私たち教師が認め、支援すること

が大切です。また、生徒自身が3年間の英語学習を見

通すことも不可欠です。どの時期に何をするのか、ど

んな状態を目指すのかというロードマップを生徒が意

識して行動することが、毎時間の自己調整学習の充実

を始めとする主体的な学びの実現には欠かせません。

　私は生徒に「２年生で英語の完成を目指そう」とい

つも話しています。英語は上の学年に進級することを

待たずに早期に習得できる教科であり、3年次に英語

以外の教科に時間をかけることができれば、難関大学

の合格の可能性が高まると生徒に伝えています。また、

「英語を完成させたら、3年次に全力で運動会のリー

ダーを務め、高校生活を満喫しよう」などと、高校生

活の充実につながる声かけもしています。そして、各

学年で何ができるようになることを目指すのか、その

ために何を行うべきかを話しています。

　1年次は、語彙、文法、リスニング、英文解釈など、

基礎的なインプットを重視しなければなりません。同

時に、学習の進め方や習慣といった「学び方」そのも

のを指導することも求められます。その中にあっても

私は、アウトプット活動の時間を充実させたいと考

え、その手段として、短時間で継続的に実施しやすい

「トリオディスカッション」や「サマリー＆オピニオ

ン」を導入しました。そのような授業中の活動の意味

も、ロードマップを踏まえて生徒に丁寧に説明するこ

とで、生徒の学びが主体的になっていきます。生徒に

は私の意図が概ね伝わっているようで、「授業を通し

て英語の力がついている実感がある」「意味のある学

習ができている」などと話してくれています。

■徳永先生の3年間の英語指導のロードマップのイメージ

1年次
語彙力を徹底的に伸ばす。高校
英文法の基礎の完成。１文単位
の英文解釈（SVOCM）の理解。
英検2級に挑戦。

２年次
英語の完成を目指し、『鉄壁』（鉄
緑会）などを使って英語力を飛
躍させる。英検準1級に挑戦。

３年次
長文読解、自由英作文を中心と
する演習に取り組み、2年次ま
でに身につけた英語力を定着・
発展させる。数学、地理歴史・
公民、理科の学習に時間を割く。

主体的・対話的で深い学び 授 業 実 践

成
果
と
展
望

イ
ン
プ
ッ
ト
量
を

確
保
し
つ
つ
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

活
動
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い

３年間を見通した指導計画で主体的な学びを実現

＊　全国から集った若手教師が自身の教育活動について報告したり、様々な教育課題について語り合ったりしているオンライン・コミュニティー。同コミュ
ニティーの取り組みの詳細は、本誌 2025 年４月号 P.18 〜 21で紹介。

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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2018 年 10 月号 に 掲 載した 長
岡先生の記事は、ウェブサイト

『VIEW next ONLINE』でご覧い
ただけます。https://view-next.
benesse.jp/view_section/bkn-
hs/article05418/　または下記の
２次元コードからアクセスしてく
ださい。

2018年10月号に登場

　私はこれまで、協働的な学びを中心とした授業を行ってきました。主体的に活動できる生徒の力
を生かして教室全体の学びを活性化しようと、例えば問題演習には、生徒同士で話し合いながら取り
組ませ、問題が解けた生徒がまだ解けていない生徒に教える形態にしました。しかし本校は、難関国
公立大学を志望する生徒から中学校の学習内容が十分に定着していない生徒まで、学力の幅がかなり
広いため、協働的な学びの実現に難しさを感じました。そこで今年５月から、自由進度学習を導入し
ています。具体的には、「基礎」「標準」「応用」のカテゴリーの中から、生徒が自分に合うものを選び、
同じカテゴリーを選んだ生徒同士で学びを進める形態です。１人１台端末や生成ＡＩの活用など、生
徒が各自で学びを進めやすい環境が整ってきたことを生かし、それぞれの生徒に合った学びを実現
するとともに、協働的な学びを組み合わせて、主体的に学習に取り組む態度の育成を目指しています。

生
徒
に
学
び
方
を
選
択
さ
せ
、

学
力
多
層
化
へ
の
対
応
と
、

主
体
性
の
育
成
に
取
り
組
む

数
学 読者から反響があった

授業実践の今を追う

授 業 実 践

ブラッシュアップ

岩手県立一関第一高校・附属中学校

長岡拓郎　ながおか・たくろう

同校に赴任して２年目。２学年担任。数学科。

◎設立　1898（明治31）年　◎形態　全日制・定時制／普通科・
理数科／共学　◎生徒数（全日制）　１学年約 200人　
◎2024 年度卒業生進路実績（全日制）　国公立大は、北海道
大、岩手大、東北大、秋田大、山形大、東京科学大、東京大、大
阪大などに105人が合格。私立大は、岩手医科大、東北学院大、
慶應義塾大、早稲田大などに延べ250人が合格。

学
校
概
要
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本時のキー課題

本時のキー課題

本
時
の
概
要

授業リポート

［対象］２年生　［教科・科目］数学・数学Ⅱ
［単元］微分と積分　［テーマ］微分のグラフ　
［単元目標］微分の考え方が分かるようになる。
［授業時数］全６時間のうちの４時間目
［本時の目標］接線の傾きはどういう働きをするのかを説明すること
ができる。

ウェブサイト では、
授業のダイジェストを動画で紹介！

単元の指導計画は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』でご覧い
ただけます。https://view-next.benesse.jp/view/cat/bkn-hs/　
または右の２次元コードからアクセスしてください。

DOWN
L O A D

長岡先生は、前時までに学習した微分係数と導関数、接線の方程式のポイン
トを解説。「今日は、接線の傾きがどういう働きをするのかを意識して問題に
取り組もう」と、本時の目標を説明した。「それを習得すれば、『数学Ⅲ』の
難しい関数も、その意味を理解できるようになる」と、接線の傾きの重要性
を強調した。

また、応用を選んだ生徒は問題を解き終えると、教科書の２次元コードから
インターネット上の解答のページにアクセスして答え合わせをし、次の問題
に進んだ。長岡先生は度々質問などをしながら、生徒の学習状況を確認した。

授業時間が残り５分になったところで、長岡先生は「まとめに入ろう。接
線の傾きの働きについてグループでまとめて、代表者がそれを私に言いに
来て」と声をかけた。生徒は自席に戻り、席が近い生徒４〜５人（カテゴリー
は混在）で話し合った。代表の生徒が来ると、長岡先生は接線の理解度を
確かめるため、「接線の傾きがプラスということは？」と尋ねた。「元の関
数が増加」と多くの生徒が答えたが、答えが不十分だった場合は、先生は「何
が？」「主語がないよね」「グループで再度話し合って」などとフィードバッ
クし、確かな理解がうかがえるまとめを生徒が言えるまで、やり取りを繰
り返した。

本時の目標を説明1 5分間

「基礎、標準、応用のどのカテゴリーで学ぶか、自分で決めて学び始めよう」
と長岡先生が言うと、生徒は席を移動。基礎を選んだ生徒は黒板の前の席に
座り、長岡先生の解説を聞きながら「関数の値の増加・減少」の問題に取り
組んだ。標準を選んだ生徒は教室の後方、応用を選んだ生徒は別教室に移動し、
個人やペア、グループで同様の問題に取り組んだ。

３つのカテゴリーを示し、生徒が学び方を選べるようにしまし
た。生徒が自分のペースで学べるとともに、自分で学び方を選択したので
あれば、より主体的に課題に取り組めるのではないかと考えました。

改善点

どのカテゴリーでも協働的な学びが活発になるよう、
「分からないことが出てきたら周りに聞こう」「疑問は近くの生徒と話し合
おう」などと、繰り返し声をかけています。

継続している点

各自で問題に取り組む2 35分間

大学入試の過去問題などの発展的な問題を掲載したプリントを
事前に配布し、応用を選んだ生徒は自分でどんどん先に進めるようにして
います。

改善点

まとめ3 5分間

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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生
徒
の
学
力
の
多
層
化
が
進
む
状
況
下

で
も
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
学
力
を
伸
ば
せ
る

授
業
の
実
現
を
目
指
し
、
教
科
内
で
検
討

し
た
結
果
、昨
年
度
の
１
年
次
の
数
学
は
、

標
準
・
応
用
の
い
ず
れ
か
を
生
徒
が
選
ぶ

コ
ー
ス
制
に
し
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
は
、

「
自
分
の
学
力
に
合
っ
た
授
業
を
受
け
ら

れ
る
」
と
好
評
で
し
た
が
、
２
年
次
は
ク

ラ
ス
編
成
上
、
コ
ー
ス
制
を
採
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
こ
で
コ
ー
ス
制
に
似
た
形
を

単
一
の
ク
ラ
ス
内
で
実
現
で
き
な
い
か
と

考
え
、自
由
進
度
学
習
を
導
入
し
ま
し
た
。

私
が
以
前
か
ら
実
践
し
て
き
た
、
生
徒
同

士
で
話
し
合
い
な
が
ら
問
題
演
習
に
取
り

組
む
形
を
発
展
さ
せ
て
、
生
徒
が
次
の
３

つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
自
分
に
合
う
も
の

を
選
び
、
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
で
協
働
的
に

学
ぶ
と
い
う
形
に
し
ま
し
た
。

◎
基
礎
　
教
師
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
問

題
に
取
り
組
む
。
学
び
合
い
も
行
う
。

◎
標
準
　
他
の
生
徒
と
学
び
合
い
な
が
ら

自
分
で
問
題
に
取
り
組
む
。

◎
応
用
　
数
学
の
力
が
あ
る
程
度
あ
る
こ

と
を
前
提
に
、自
分
で
問
題
に
取
り
組
み
、

応
用
問
題
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

　
授
業
は
最
初
に
学
習
目
標（
本
時
は「
接

線
の
傾
き
は
ど
う
い
う
働
き
を
す
る
の
か

を
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
」）
を
共
有

し
た
上
で
、
基
礎
は
黒
板
の
前
、
標
準
は

教
室
の
後
方
、
応
用
は
別
教
室
に
移
動
し

て
プ
リ
ン
ト
冊
子
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
冊
子
は
、
教
科
書
の
節
ご
と
に
教
科
書

の
例
題
や
演
習
問
題
を
ま
と
め
て
掲
載

し
、
解
答
欄
や
メ
モ
欄
を
加
え
た
10
ペ
ー

ジ
程
度
の
分
量
で
す
（
図
）。
同
じ
２
年

次
担
当
の
教
師
が
作
成
し
、
学
年
共
通
で

使
用
し
て
い
ま
す
。
１
ペ
ー
ジ
目
に
該
当

の
節
の
学
習
目
標
と
、
課
題
と
し
て
出
す

問
題
集
の
範
囲
・
提
出
日
を
示
す
こ
と
で
、

生
徒
が
学
び
を
見
通
し
、
主
体
的
に
計
画 

を
立
て
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
中
、
私
は
基
礎
の
生
徒
を
指
導
し

つ
つ
、
合
間
に
標
準
や
応
用
の
生
徒
を
見

に
行
き
、
学
習
の
進
捗
を
確
認
し
た
り
、

生
徒
か
ら
の
質
問
に
答
え
た
り
し
ま
す
。

生
徒
は
１
年
次
か
ら
協
働
的
な
学
び
を
経

験
し
て
い
る
た
め
、
標
準
や
応
用
の
生
徒

は
自
分
た
ち
で
話
し
合
い
な
が
ら
学
び
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
取
り
組
み
終
え
た
プ
リ
ン
ト
冊
子
は
提

出
さ
せ
て
、「
知
識・技
能
」「
思
考・判
断・

表
現
」
の
評
価
材
料
に
し
て
い
ま
す
。
教

科
書
の
２
次
元
コ
ー
ド
で
解
答
を
確
認
で

き
る
問
題
は
生
徒
が
答
え
合
わ
せ
を
し
、

解
答
の
な
い
問
題
は
私
が
採
点
す
る
こ
と

で
生
徒
の
理
解
度
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
ペ
ー
ジ
目
に
掲
載
し
て
い
る
カ

レ
ン
ダ
ー
に
生
徒
が
記
録
す
る
自
己
管
理

の
状
況
を
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
態
度
」の
評
価
材
料
に
し
て
い
ま
す（
コ

ラ
ム
参
照
）。

　
単
元
の
中
盤
に
は
単
元
テ
ス
ト
を
実
施

し
、
定
期
考
査
は
そ
の
単
元
テ
ス
ト
後
の

授
業
内
容
を
出
題
範
囲
と
し
て
い
ま
す
。

単
元
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
１
回
の
テ
ス
ト

の
出
題
範
囲
を
狭
め
る
こ
と
に
よ
り
、
生

徒
は
自
分
の
つ
ま
ず
き
に
早
く
気
づ
い

て
学
習
改
善
が
図
ら
れ
や
す
く
な
り
、
教

師
は
授
業
改
善
が
進
み
ま
す
。
た
だ
、
単

元
テ
ス
ト
に
お
い
て
学
年
全
体
で
で
き
な

か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
復
習
を
促
す

た
め
、
生
徒
に
事
前
に
告
知
し
た
上
で
定

期
考
査
で
再
度
出
題
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
問
題
集
の
基
礎
・
応
用
・
発

展
の
中
か
ら
指
定
さ
れ
た
数
の
問
題
に
取

り
組
み
、
そ
れ
ら
の
解
答
を
書
い
た
ノ
ー

ト
を
提
出
さ
せ
、
取
り
組
み
状
況
を
３

観
点
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
材
料
と
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
よ
り
難
し
い
問
題
に
挑
戦

し
た
場
合
は
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組

む
態
度
」の
評
価
に
お
い
て
加
点
し
ま
す
。

微分と積分のプリント冊子の内容・学習目標（抜粋）図

内容 学習目標

Ｖ
ｏ
ｌ
．１

•平均変化率、極限値、微分係数
•微分係数の図形的意味
•導関数の計算
•曲線上の点における接線の方程式
•曲線上にない点から引いた接線の方程式

•微分係数を定義・公式から求める
ことができる
•微分することができる
•接線の方程式を求めることができ
る

Ｖ
ｏ
ｌ
．２

•関数の値の増加・減少
•関数の極大・極小
•関数の最大・最小
•方程式の実数解の個数
•不等式の証明

•増減表を用いてグラフを書くこと
ができる
•増減表・グラフを利用して、最大値・
最小値を求めることができる
•３次方程式の実数解の個数を求め
ることができる

微分と積分の分野ではプリント冊子は全部で６冊ある。※学校資料を基に編集部で作成。

発
問・
課
題
設
定
の
観
点

生
徒
が
学
び
を

見
通
せ
る
よ
う
、学
習
目
標
や

課
題
は
最
初
に
提
示

学
習
評
価
の
工
夫

単
元
テ
ス
ト
で

生
徒
の
つ
ま
ず
き
や
理
解
度
を

把
握
し
て
授
業
改
善
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今
年
７
月
、
生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
形
態
の
授
業
を

「
大
い
に
よ
い
」「
よ
い
」
と
答
え
た
生
徒

は
８
割
に
上
り
、「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学

べ
る
」「
周
り
と
相
談
し
や
す
い
」
と
い
っ

た
声
が
多
く
上
が
り
ま
し
た
。
私
の
解
説

を
中
心
に
授
業
を
進
め
る
基
礎
を
選
ん
だ

生
徒
は
、
私
の
話
を
集
中
し
て
聞
き
、
意

欲
的
に
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

単
元
末
ま
で
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
変
え
た
生

徒
が
数
人
い
た
こ
と
か
ら
も
、
生
徒
は
自

分
の
理
解
度
に
応
じ
て
学
び
方
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
が
自
分
で
学
ぶ

こ
と
を
大
切
に
し
つ
つ
、
そ
の
学
び
が
学

力
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
、
標

準
や
応
用
を
選
ん
だ
生
徒
も
適
切
に
見
取

り
、
学
び
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
す
。

学
力
の
多
層
化
に
い
か
に
対
応
し
て
い
く

の
か
、
こ
れ
か
ら
も
試
行
錯
誤
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

　自由進度学習の導入にあたり、本校の附属中学校で
自由進度学習を実践している数学科の教師の授業を見
学しました。その教師は、単元の最初に当該単元の課
題をすべて生徒に渡し、生徒が自分で単元末までの学
習計画を立てて取り組む形にし、毎授業の最後には、
本時に取り組んだ内容と振り返りを書く時間を設けて
いました。授業中、中学生が私語もせず、自分で学び
を進めている様子を見て、生徒が自分で学習の進捗を
管理できるようにすることは重要だと感じました。
　私はその点を踏まえて、附属中学校も含む全校で導
入したＯＰＰシート（＊）をアレンジしたシートと、
プリント冊子のカレンダーを併用することにしました
（下図）。具体的には、単元の最初に、その単元を学ぶ
意義と学習目標を考えてＯＰＰシートに書き込み、単

元の途中では、プリント冊子の１ページ目のカレン
ダーに、その授業で自分が学習した内容を記入します。
そして単元の最後には、再びその単元を学ぶ意義を考
え、自分が何を身につけたのかを振り返るという使い
方です。その中で生徒は、自分の学びの目標や見通し
を持つとともに、随時振り返りをしながら学びを進め
られるのではないかと考えました。
　現在はＯＰＰシートとプリント冊子のカレンダーを
活用して、学びを自己管理できるようにしていますが、
２枚のシートの要素を整理して１枚にすれば、生徒は
より学び全体を見通して自己管理がしやすくなるはず
です。そうなれば、一層主体的に学ぶことが期待でき
ます。生徒の記入の状況などを踏まえて、よりよいシー
トの形を模索していきたいと考えています。

＊　One Page Portfolio の略。学習目標や学習履歴、振り返りなどの記入欄を１枚にまとめたもの。

成
果
と
展
望

８
割
の
生
徒
が

自
分
で
学
び
方
を
選
ぶ
授
業
を

「
よ
い
」と
評
価

※学校資料を抜粋して掲載。

■数学のOPPシートと、プリント冊子の１ページ（抜粋）
「OPP シート」と「プリント冊子」の１ペー
ジ目のカレンダーを組み合わせて、生徒
が学びの見通しを持ち、自己管理できる
ようにしている。

ブラッシュアップ 授 業 実 践

生徒が学びを自己管理するための工夫

「内容」に、その日に取り組
んだ問題の番号などを記録

「テスト・行事」に、単元テス
トの日程や自分の予定を記入左は単元の最初の授業で、

右は単元末に記入

プリント冊子の１ページ目

OPPシート

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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兵
庫
県
・
私
立
芦
屋
学
園
中
学
校
・
高
校
で
は
こ
れ

ま
で
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
は
ク
ラ
ス
担
任
の

裁
量
で
実
施
さ
れ
て
き
た
。
２
０
２
４
年
度
に
普
通
科

ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
１
年
生
の
ク
ラ
ス
担
任
を
務
め
た

間ま

柴し
ば

吏つ
か
さ

先
生
は
、
学
校
と
し
て
体
系
立
て
た
探
究
学

習
を
確
立
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
自
身
の
ク
ラ
ス
で
の

実
践
を
開
始
し
た
。
ま
ず
間
柴
先
生
が
行
っ
た
の
は
、

探
究
学
習
の
意
義
を
生
徒
に
伝
え
る
こ
と
だ
っ
た
。

　「
教
師
か
ら
指
示
さ
れ
な
い
と
行
動
で
き
な
い
生
徒

に
は
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
。
学
習
は
も
ち
ろ
ん
身
の
回

り
の
こ
と
も
含
め
、
日
常
生
活
の
す
べ
て
に
お
い
て
自

分
で
考
え
て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、
探
究

学
習
に
取
り
組
む
目
的
だ
と
話
し
ま
し
た
」

　
探
究
学
習
の
素
地
づ
く
り
と
し
て
１
学
期
に
重
視
し

た
の
が
グ
ル
ー
プ
対
話
だ
っ
た
。
生
徒
間
の
人
間
関
係

が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
入
学
直
後
か
ら
様
々
な
機
会
を

使
っ
て
、
他
者
と
対
話
す
る
経
験
を
積
ま
せ
た
。

　「
入
学
直
後
で
互
い
の
こ
と
を
ま
だ
知
ら
な
い
か
ら

こ
そ
、
遠
慮
や
気
負
い
の
な
い
フ
ラ
ッ
ト
な
対
話
が
で

き
る
と
考
え
、
英
単
語
の
暗
記
法
と
い
っ
た
学
習
方
法

な
ど
も
、グ
ル
ー
プ
対
話
を
通
し
て
共
有
さ
せ
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
力
で
『
答
え
』
に
た
ど
り
着
く
経
験
を
さ

せ
た
か
っ
た
の
で
す
」（
間
柴
先
生
）

　
さ
ら
に
間
柴
先
生
は
、
生
徒
に
家
庭
学
習
の
計
画
と

そ
の
振
り
返
り
に
頻
繁
に
取
り
組
ま
せ
、
よ
り
よ
い
家

庭
学
習
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
せ
た
。

　
２
学
期
以
降
は
、
自
分
た
ち
で
考
え
、
行
動
す
る
こ

◉
入
学
直
後
か
ら
対
話
や
計
画
、振
り
返
り
の
経
験
を
積
む

◉
１
年
次
２
学
期
以
降
は
、高
校
生
活
の
様
々
な
場
面
で
生
徒
に
自
律
を
促
す

生徒の
転換点

「やらされ探究」から「　　　　　　　　」へ！

日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

自
ら
考
え
、行
動
す
る
こ
と
を
求
め
て
、

探
究
学
習
の
充
実
を
図
る

兵
庫
県・
私
立
芦
屋
学
園
中
学
校・高
校

Turning Point

探究学習の
目標を明確化し、
高校生活と接続

教
頭
補
佐

間
柴
　吏 

ま
し
ば
・
つ
か
さ

同
校
に
赴
任
し
て
2
年
目
。
普
通
科
ア
ド

バ
ン
ス
コ
ー
ス
主
任
。
国
語
科
。

総
務
部
主
任

吉
本
英
寛 

よ
し
も
と
・
ひ
で
ち
か

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
数
学
科
。

探
究
学
習
の
素
地
づ
く
り
と
し
て

フ
ラ
ッ
ト
な
対
話
を
経
験
さ
せ
る

教
諭嶋

田
利
希 

し
ま
だ
・
ら
い
き

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
生
徒
会
担
当
。

国
語
科
。

設
立
　
１
９
３
６
（
昭
和
11
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
国
際
文
化
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
６
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
　
国
公
立
大
は
、
兵
庫
県
立

大
に
１
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
早
稲
田
大
、
京
都
外
国
語
大
、

京
都
産
業
大
、
同
志
社
女
子
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
龍

谷
大
、
追
手
門
学
院
大
、
関
西
外
国
語
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、

関
西
学
院
大
、
甲
南
大
、
神
戸
学
院
大
な
ど
に
延
べ
１
５
３
人

が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
40
人
。
就
職
６
人
。

学校概要

生徒が主体的に取り組む学習であるはずの探究学習に「やらされ感」を抱く生徒、教師は少なくない。
探究学習を生徒、教師が自分事化し、よりよいものとするためにはどうすればよいか、事例を通じて考える。
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と
を
生
徒
に
強
く
求
め
た
。
終
礼
の
進
行
、
学
習
計
画

表
の
作
成
、
放
課
後
に
行
う
外
部
検
定
試
験
対
策
講
座

な
ど
、
教
師
が
行
っ
て
き
た
活
動
の
一
部
に
つ
い
て
、

間
柴
先
生
は
「
君
た
ち
が
必
要
だ
と
言
わ
な
い
限
り
私

は
や
ら
な
い
し
、
必
要
だ
と
思
う
の
な
ら
ば
、
君
た
ち

自
身
で
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
い
よ
」
と
伝
え
た
。
生
徒

た
ち
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
、自
分
た
ち
で
終
礼
を
行
い
、

講
習
の
時
間
割
を
作
成
し
、
教
師
に
提
案
し
た
。

　
探
究
学
習
で
は
、「
他
者
の
た
め
に
」
と
い
う
課
題

の
設
定
の
方
針
と
、
12
月
末
に
成
果
発
表
を
す
る
こ
と

だ
け
を
伝
え
、
課
題
の
設
定
か
ら
仮
説
の
検
証
の
方
法

ま
で
、
す
べ
て
を
生
徒
に
考
え
さ
せ
た
。

　「
生
徒
は
１
学
期
に
行
っ
た
家
庭
学
習
の
計
画
と
そ

の
振
り
返
り
の
経
験
を
基
に
、
12
月
末
ま
で
の
探
究
学

習
の
計
画
を
自
分
た
ち
で
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境

問
題
や
国
際
紛
争
と
い
っ
た
大
き
な
課
題
を
設
定
し
て

い
た
グ
ル
ー
プ
は
、
グ
ル
ー
プ
対
話
を
通
し
て
身
近
な

課
題
に
設
定
し
直
し
て
い
ま
し
た
」（
間
柴
先
生
）

　
と
は
言
え
、
課
題
が
決
ま
ら
な
い
グ
ル
ー
プ
、
情
報

収
集
が
停
滞
す
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
っ
た
。

　「
正
直
、
成
果
発
表
ま
で
に
活
動
の
ま
と
め
が
間
に

合
わ
な
く
て
も
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
教
師
に
言

わ
れ
な
く
て
も
動
く
経
験
を
大
事
に
し
た
か
っ
た
か
ら

で
す
。
実
は
成
果
発
表
の
後
、
あ
る
生
徒
が
『
次
は
こ

ん
な
課
題
を
設
定
し
て
探
究
学
習
に
取
り
組
み
た
い
』

と
私
に
申
し
出
て
き
ま
し
た
。
そ
の
生
徒
は
、
活
動
の

ま
と
め
が
発
表
ま
で
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
グ
ル
ー
プ

に
い
た
の
で
す
が
、
満
足
で
き
る
成
果
が
得
ら
れ
な
く

て
も
次
の
目
標
を
掲
げ
る
彼
女
の
姿
を
見
て
、
２
学
期

の
取
り
組
み
は
生
徒
の
成
長
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
、

自
信
が
持
て
ま
し
た
」（
間
柴
先
生
）

　
１
年
次
２
学
期
ま
で
の
探
究
学
習
に
よ
っ
て
、
生
徒

は
教
師
の
指
示
を
待
た
ず
に
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。そ
の
成
長
は
2
年
次
の
現
在
も
継
続
し
て
い
る
と
、

1
年
生
担
任
の
吉
本
英ひ

で

寛ち
か

先
生
は
語
る
。

　「
現
２
年
生
は
、
自
学
自
習
の
時
間
の
長
さ
や
学
習

内
容
の
質
の
高
さ
が
、
こ
れ
ま
で
の
２
年
生
と
明
ら
か

に
違
い
ま
す
。
自
分
が
す
る
べ
き
こ
と
を
自
ら
始
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
探
究
学
習
の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
」

　
25
年
7
月
に
は
、
普
通
科
ア
ド
バ
ン
ス
コ
ー
ス
１
・

２
年
生
の
生
徒
が
、
大
学
教
員
や
他
校
の
生
徒
を
招
く

探
究
発
表
会
を
企
画
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
立
案
や
当
日

ま
で
の
準
備
、
発
表
会
の
進
行
な
ど
に
主
体
的
に
取
り

組
ん
だ
２
年
生
は
、
こ
れ
か
ら
探
究
学
習
に
取
り
組
む

１
年
生
の
モ
デ
ル
に
な
っ
て
い
る
と
、
１
年
生
担
任
の

嶋
田
利ら

い

希き

先
生
は
語
る
。

　「
２
年
生
が
、
審
査
員
を
ど
の
よ
う
に
会
場
に
誘
導

す
る
の
か
な
ど
を
話
し
合
う
中
で
、『
初
め
て
学
校
に

来
る
人
向
け
の
校
内
案
内
動
画
が
必
要
で
は
？
』
と

い
っ
た
、
社
会
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア

が
い
く
つ
も
出
て
き
ま
し
た
」

　
自
分
た
ち
の
行
動
を
変
え
る
こ
と
で
、
学
校
の
学
び

は
も
っ
と
充
実
す
る
。
そ
の
こ
と
に
探
究
学
習
に
取
り

組
む
生
徒
た
ち
は
気
づ
き
始
め
て
い
る
。

生徒に対する教師の働きかけ

※学校資料を基に編集部で作成。

自
分
た
ち
で
考
え
、

行
動
す
る
力
を
身
に
つ
け
る

目標

1年次２学期以降
• 探究学習では、「他者のために」という課題の設定

の方針を指示し、具体的な活動は生徒に委ねる
• ＨＲの進行や小テストの計画など、教師が行って

きた活動の一部を生徒に任せる

1年次１学期
• 学校生活の様々な場面でグループ対話に取り組

み、他者との対話を通して新たな価値を創造する
ことができることを体感する

• 計画の立案や取り組みの振り返りを頻繁に行い、
主体的に物事を進める方法を学ぶ

１年生の２学期に、先生が
突然、終礼や講習などにつ

いて「今後どうするかは君たちで
決めなさい」と言いました。それ
らがなくなると困ることになると
思い、友人と一緒に先生に相談し
に行き、終礼は私たち生徒が行い、
講習の時間割も生徒が考え、先生
に提案しました。探究学習も、生
徒だけで考えて進めました。最初
は「人口減少」「戦争」などの大き
いテーマを課題に設定していまし
たが、グループで話し合う中で、
高校生が困っていることを課題に
設定しようということになり、最
終的には「紙の教科書は重くて持
ち運びにくいのに、なぜデジタル
教科書は普及しないのか」という
課題を設定しました。

指導の変化に対する　生徒の声
現２年生・金子千

ちとせ
寿さん

変化

●同校では、2025 年 12 月 22 日（月）及び 26 年 3 月 14 日（土）に探究コンテスト「grow up meeting」を開催します。12 月の回では大学
教員などの審査員からアドバイスを受けたり、高校生同士で意見交換をしたりすることで、各自が取り組む探究学習をブラッシュアップします。
３月の回は最終発表の場です。参加を希望する高校は、同校の間柴教頭補佐までお問い合わせください。

探究学習の導入期の指導の変化図

探
究
学
習
を
通
し
て
、自
分
た
ち
で

考
え
、行
動
す
る
力
を
獲
得

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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田
村
　
貴
校
は
定
期
考
査
を
廃
止
し
、
単

元
テ
ス
ト
を
導
入
し
た
と
伺
い
ま
し
た
。

西
尾
　
２
０
２
３
年
度
に
中
間
考
査
を

廃
止
し
て
単
元
テ
ス
ト
を
導
入
し
、24
年

度
に
期
末
考
査
も
廃
止
し
ま
し
た
。そ
の

よ
う
に
し
た
背
景
に
は
、こ
こ
数
年
定
員

割
れ
が
続
き
、生
徒
の
学
力
の
多
層
化
が

進
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。定
期
考
査
の

欠
点
者
が
以
前
よ
り
も
多
く
な
り
、転
退

学
す
る
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。そ
の
状
況
を
変
え
よ
う
と
、当
時
の

校
長
と
各
分
掌
の
主
任
が
議
論
し
た
結

果
、生
徒
が
よ
り
安
心
し
て
学
べ
る
学
校

に
す
る
た
め
の
方
策
の
１
つ
と
し
て
、定

期
考
査
を
廃
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

田
村
　
定
期
考
査
が
単
に
学
力
を
測
る

だ
け
の
も
の
で
、
生
徒
の
学
習
改
善
に

資
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
評
価
方
法
を
見
直
し
た
の
で
す
ね
。

単
元
テ
ス
ト
は
生
徒
が
よ
り
安
心
し
て

学
べ
る
学
校
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
寄

与
し
て
い
ま
す
か
。

西
尾
　
単
元
テ
ス
ト
は
各
単
元
の
基
礎
・

基
本
を
確
認
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
、
授

業
内
で
行
っ
て
い
ま
す
。
出
題
範
囲
は

直
近
３
〜
４
週
間
分
の
授
業
の
内
容
と

し
、生
徒
は
20
分
程
度
で
取
り
組
み
ま
す
。

学
習
し
た
こ
と
が
身
に
つ
い
て
い
る
か

を
す
ぐ
に
確
認
で
き
る
安
心
感
に
加
え
、

定
期
考
査
に
比
べ
て
出
題
範
囲
が
狭
い

単
元
テ
ス
ト
は
高
得
点
が
取
り
や
す
い

こ
と
が
、生
徒
に
と
っ
て
学
習
に
対
す
る

自
信
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す（
図
１
）。

田
村
　
短
い
ス
パ
ン
で
行
う
単
元
テ
ス

ト
に
切
り
換
え
た
こ
と
で
、
生
徒
が
学

び
へ
の
手
応
え
を
感
じ
る
機
会
が
増
え
、

学
習
意
欲
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。
教
師
に
は
ど
の
よ
う
な
変

化
が
あ
り
ま
し
た
か
。

西
山
　
定
期
考
査
よ
り
も
出
題
範
囲
が

狭
ま
っ
た
た
め
、教
師
は
授
業
や
作
問
の

際
に
、以
前
よ
り
も
学
習
目
標
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
評
価
を
す
る
頻

度
が
高
く
な
っ
た
分
、
自
身
の
日
々
の
指 

導
内
容
を
振
り
返
る
機
会
も
増
え
ま
し
た
。

田
村
　
生
徒
の
視
点
に
立
っ
た
学
習
評

価
の
改
善
が
、
学
び
と
指
導
そ
れ
ぞ
れ

に
よ
い
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
ね
。

設
立
　 

１
９
０
６
（
明
治
39
）
年

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学
　

生
徒
数
（
全
日
制
）　
１
学
年
約
２
０
０
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績
（
全
日
制
）　

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
京
海
洋
大
、
東
京

学
芸
大
、
富
山
大
、
金
沢
大
、
福
井
大
、
信
州
大
、

岐
阜
大
、
愛
知
教
育
大
、
三
重
大
、
広
島
大
な
ど

に
48
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
立
教
大
、
早
稲
田

大
、
同
志
社
大
な
ど
に
延
べ
２
２
９
人
が
合
格
。

左から／西尾　豊（教務主任、理
科［物理］）、西山敏

としのぶ
伸（進路指

導主事、英語科）

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

文
部
科
学
省

　初
等
中
等
教
育
局

　

主
任
視
学
官

田
村
学
　た
む
ら
・
ま
な
ぶ

専
門
は
教
科
教
育
学
、
教
育
方
法
学
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
論
。
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課

教
科
調
査
官
、
同
省
同
局
視
学
官
、
國
學
院
大
學
教

授
な
ど
を
経
て
、現
職
。
著
書
に
、『
学
習
評
価
』（
東

洋
館
出
版
社
）
な
ど
多
数
。

岐阜県立中津高校プロフィール

学学習習評評価価学習評価
実践校の取り組みを基に、

学習評価をより充実させるポイントを
田村先生がアドバイス

岐
阜
県
立
中
津
高
校

よ
り
安
心
し
て
学
べ
る
学
校
を
目
指
し
、

単
元
テ
ス
ト
と
多
様
な
評
価
方
法
を
導
入

生
徒
の
学
力
の
実
態
に
合
わ
な
く

な
っ
た
定
期
考
査
を
廃
止
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西
山
　大
学
入
試
に
対
応
す
る
テ
ス
ト

と
し
て
は
模
擬
試
験
を
活
用
し
て
い
ま

す
。
生
徒
の
成
績
は
良
好
で
、
単
元
テ
ス

ト
を
導
入
し
て
評
価
方
法
を
改
善
し
た

成
果
が
表
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
単
元
テ
ス
ト
の
実
施
日
が
複
数
の

教
科
・
科
目
で
集
中
す
る
期
間
が
生
じ
て

い
る
点
が
課
題
で
す
（
図
２
課
題
１
）。

田
村
　単
元
テ
ス
ト
の
実
施
が
平
準
化

さ
れ
れ
ば
、
生
徒
は
日
常
的
に
学
習
に

取
り
組
め
ま
す
。
そ
の
意
義
を
改
め
て

学
校
全
体
で
共
有
す
る
と
よ
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
よ
り
安
心
し
て
学

べ
る
学
校
づ
く
り
に
お
け
る
単
元
テ
ス

ト
の
価
値
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
、
教

師
が
授
業
の
学
習
目
標
を
よ
り
意
識
す

る
機
会
に
な
る
は
ず
で
す
。

西
尾
　生
徒
が
見
通
し
を
持
っ
て
安
心

し
て
学
べ
る
よ
う
、
授
業
の
進
度
が
遅

れ
た
時
に
は
そ
の
要
因
を
分
析
し
、
改

善
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

西
山
　評
価
方
法
に
も
課
題
が
あ
り
ま

す
。
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
中
心
か
ら
多
様

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
単
元
テ
ス
ト
の

取
り
組
み
の
成
果
が
模
擬
試
験
の
結
果

に
表
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、

単
元
テ
ス
ト
を
含
む
学
習
評
価
全
体
の

設
計
を
、
総
合
型
選
抜
へ
の
対
応
も
視

野
に
入
れ
て
見
直
す
と
い
う
方
針
で
あ

れ
ば
、
先
生
方
の
納
得
感
も
高
ま
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

西
尾
　本
日
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
た

単
元
テ
ス
ト
の
意
義
や
価
値
を
、
生
徒
を

含
め
て
校
内
で
共
有
し
、
生
徒
の
学
び
に

お
い
て
大
切
な
こ
と
を
意
識
し
て
改
善

策
を
議
論
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
方
法
を
用
い
た
評
価
に
転
換
し
よ
う

と
レ
ポ
ー
ト
課
題
を
導
入
し
ま
し
た
が
、

試
行
錯
誤
の
段
階
で
す
（
図
２
課
題
２
）。

田
村
　レ
ポ
ー
ト
課
題
だ
け
で
な
く
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
実
技
な
ど
、
教

科
・
科
目
の
特
性
に
応
じ
た
評
価
方
法
を

幅
広
く
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
単
元

テ
ス
ト
も
必
ず
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
で
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、

学
習
目
標
に
応
じ
て
発
表
や
論
文
の
作

成
な
ど
も
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。
発
表
や

論
文
な
ど
は
総
合
型
選
抜
な
ど
で
課
さ

れ
る
た
め
、
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現

田村先生からのアドバイス
単元テストの実施回数は、全教科・科目で統一する必要
はありませんが、極端に異なると、生徒は不公平さを感
じるかもしれません。教科・科目間で回数を同程度にし
たり、回数が異なる理由を生徒に説明したりするとよい
でしょう。また、単元テストの実施が特定の日に集中す
ることについては、各教科・科目の年間指導計画を基に、
単元テストの実施日を集約して事前に調整することで、
特定の日への集中を解消する方法が考えられます。定期
考査を廃止して単元テストを導入した目的は、生徒がテ
スト期間だけ学習する状況を解消し、日常的に学習する
習慣をつけることにあります。授業の進度の調整は難し
いかもしれませんが、その目的を折に触れて教師間で確
認し、指導計画に沿って授業を進めるという意識を高め
ていくとよいでしょう。

課題１　単元テストの実施は各教科・科目に委ねているため、教
科・科目によって単元テストの実施回数が異なったり、複数教科・
科目の単元テストの実施が特定の日に集中したりしています。

生
徒
に
と
っ
て

•定期考査に比べて出題範囲が狭いため、学習に取り組
みやすい。

•授業で学習したことが身についているかどうかをすぐ
に確認できるため、安心感が持てる。

•毎週、いずれかの教科・科目で単元テストが実施され
るため、学習が習慣化する。

•テスト期間がないため、課外活動などを停滞させずに
済む。

教
師
に
と
っ
て

•出題範囲が狭いため、学習目標を明確かつ端的に示す
ことができ、教師も生徒も学習目標をより意識して授
業に臨める。

•自身の指導の成果・課題や生徒の理解度・つまずきを
すぐに把握できるため、指導改善を短いスパンで図る
ことができる。

田村先生からのアドバイス
ペーパーテスト以外の評価方法を取り入れることは、生
徒の資質・能力を多面的に見取るという点でとても重要
です。それ故、レポート課題だけにとらわれる必要はなく、
プレゼンテーションや実技など、教科・科目の特性に応
じた評価方法を検討してみてください。評価方法が多様
になれば、生徒が発揮する資質・能力も多様になり、例
えば、「Ａさんは知識の習得は苦手だけれども、発表は得
意だな。その資質・能力を伸ばせば総合型選抜で合格で
きるかも」といった可能性も見いだせます。また、教師
は生徒の変容に気づきやすくなり、職員室などで「あの
生徒はこう変わったね」といった前向きな話題が増えま
す。そうした明るい雰囲気が生まれることも、生徒がよ
り安心して学べる学校づくりにつながるでしょう。

課題２　全教科・科目でレポート課題を評価材料にしましたが、
多くの教師がまだ実践経験が浅く、試行錯誤が続いています。

※図１・２とも、取材を基に編集部で作成。

評
価
方
法
の
多
様
化
が
、

生
徒
の
進
路
実
現
を
支
援
す
る

教師が感じている単元テストを導入してよかった点図１

単元テストを運用する上での課題と
田村先生からのアドバイス

図２
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地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
探
究
学
習

に
力
を
入
れ
る
長
崎
県
立
松
浦
高
校
。

生
徒
の
進
路
選
択
を
支
援
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
教
師
の
負
担
を
軽
減
し

つ
つ
、
生
徒
へ
の
個
別
支
援
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、
校
内
の
学

習
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
大
学
生
と
の

１
対
１
の
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
導
入
し

た
。
進
路
選
択
や
日
々
の
学
習
に
関
す

る
大
学
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け

る
こ
と
で
、
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
す

る
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
向
上
す

る
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
生
徒
の
前
向

き
な
変
化
を
目
の
あ
た
り
に
し
た
ほ
か

の
生
徒
が
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
始

め
る
な
ど
、
校
内
で
の
進
路
意
識
の
広

が
り
と
、
個
々
の
生
徒
の
進
路
実
現
に

向
け
た
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

＃
学
習
ス
ペ
ー
ス

＃
外
部
連
携

大学生とのオンライン面談を導入し、
生徒の視野と可能性を広げる

長崎県立松浦高校

設
立
　
１
９
６
１
（
昭
和
36
）
年

形
態
　
全
日
制
／
地
域
科
学
科
・
商
業
科
／
共
学

生
徒
数

　
１
学
年
約
70
人

２
０
２
４
年
度
卒
業
生
進
路
実
績

国
公
立
大
は
、
佐
賀
大
、
大
分
大
、
県
立
広
島
大
、

長
崎
県
立
大
に
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
福
岡

大
、
長
崎
国
際
大
、
別
府
大
に
延
べ
５
人
が
合
格
。

短
大
・
専
門
学
校
進
学
16
人
。
就
職
22
人
。

No.297

生徒支援の充実のための外部連携
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強
力
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
自
校
の
魅
力

化
・ 

特
色
化
を
進
め
て
き
た
。

　
２
学
年
主
任
で
、
24
年
度
ま
で
ま
つ
ナ

ビ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
茶ち

ゃ

園え
ん

孝
一
先
生
は
、「
ま
つ
ナ
ビ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
生
徒
に
大
き
な
成
長
を
も
た
ら

し
た
と
語
る
。

　「
探
究
学
習
を
通
し
て
自
分
の
考
え
を

他
者
に
伝
え
る
力
が
生
徒
に
身
に
つ
い
た

こ
と
、
大
学
教
員
や
企
業
の
方
と
協
働
し

て
地
域
の
課
題
に
粘
り
強
く
向
き
合
え
る

生
徒
が
増
え
た
こ
と
な
ど
、
確
か
な
成
果

が
あ
り
ま
し
た
」

　
探
究
学
習
で
培
わ
れ
た
生
徒
の
資
質
・

能
力
を
、
よ
り
確
実
に
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望

進
路
の
実
現
へ
と
つ
な
げ
た
い
と
い
う
教

師
た
ち
の
思
い
が
大
き
く
な
る
一
方
で
、

課
題
も
あ
っ
た
と
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
部
主

任
の
野
口
貴た

か

史ふ
み

先
生
は
語
る
。

　「
探
究
学
習
で
設
定
し
た
課
題
を
、
大

学
に
進
学
し
て
か
ら
も
さ
ら
に
深
め
て
ほ

し
い
と
教
師
が
思
う
よ
う
な
生
徒
で
も
、

進
学
に
消
極
的
だ
っ
た
り
、
理
系
科
目
に

秀
で
た
生
徒
が
、
探
究
学
習
で
設
定
し
た

文
系
的
な
課
題
に
固
執
し
て
多
角
的
に
進

路
を
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
、

生
徒
の
探
究
学
習
と
進
路
選
択
の
連
携
に

　
長
崎
県
立
松
浦
高
校
は
近
年
、
同
校
の

所
在
地
で
あ
る
松
浦
市
在
住
の
中
学
生
の

多
く
が
市
外
の
高
校
に
進
学
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
校
の
魅
力
化
・ 

特

色
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
同

校
は
、
２
０
２
２
年
4
月
に
普
通
科
を

地
域
科
学
科
へ
と
改
編
し
、
松
浦
市
を

フ
ィ
ー
ル
ド
に
ふ
る
さ
と
の
未
来
を
考
え

る
3
年
間
の
探
究
学
習
「
ま
つ
ナ
ビ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
学
校
設
定
科
目
と
し
て

課
題
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」

　
同
校
は
24
年
度
に
、
生
徒
が
落
ち
着

い
て
自
学
自
習
が
で
き
る
学
習
ス
ペ
ー
ス

「
松
高
学
び
場
」
を
校
内
に
オ
ー
プ
ン
し

た
（
写
真
）。
平
日
は
午
後
5
時
30
分
か

ら
午
後
8
時
30
分
ま
で
、
土
日
祝
日
は
午

前
8
時
30
分
か
ら
午
後
4
時
30
分
ま
で
利

用
が
可
能
で
、
学
習
ス
ペ
ー
ス
の
監
督
は

地
域
住
民
が
担
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

運
営
体
制
は
、
同
校
の
魅
力
化
・
特
色
化

を
支
援
す
る
松
浦
市
か
ら
の
補
助
を
活
用

す
る
こ
と
で
実
現
で
き
て
お
り
、
教
師
の

実
務
負
担
を
増
や
さ
な
い
持
続
可
能
な
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　「『
松
高
学
び
場
』
を
自
学
自
習
に
と
ど

ま
ら
な
い
生
徒
支
援
の
場
に
し
た
い
と
い

う
思
い
は
当
初
か
ら
あ
り
、
探
究
学
習
と

進
路
選
択
の
連
携
に
関
し
て
も
模
索
を
し

て
い
ま
し
た
。
大
学
生
を
講
師
と
し
た
志

望
理
由
の
書
き
方
講
座
を
開
催
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
」（
野
口
先
生
）

写真　生徒が放課後や休日に自学自習できるように、学習
スペース「松高学び場」を24年度から校内に設置した。

探
究
学
習
で
成
長
し
た
生
徒
の

進
路
実
現
を
支
援
し
た
い

校
内
に
学
習
ス
ペ
ー
ス
を
設
置
。

志
望
理
由
書
講
座
な
ど
を
開
催

1

ま
つ
ナ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

鶴
田
高
悠 

つ
る
だ
・
た
か
ひ
ろ

同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
数

学
科
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
部

鵜
林
慎
平 

う
ば
や
し
・
し
ん
ぺ
い

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
地

理
歴
史
・
公
民
科
（
日
本
史
）。

キ
ャ
リ
ア
形
成
部
主
任

野
口
貴
史 

の
ぐ
ち
・
た
か
ふ
み

同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
数
学

科
。

教
頭川﨑

公
隆 

か
わ
さ
き
・
き
み
た
か

同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

校
長宮﨑

哲
郎 

み
や
ざ
き
・
て
つ
ろ
う

同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

２
学
年
主
任

茶
園
孝
一 

ち
ゃ
え
ん
・
こ
う
い
ち

同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。
地
理

歴
史
・
公
民
科
（
地
理
）。
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図

　
松
浦
市
内
に
は
大
学
や
短
大
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
生
徒
が
学
習
や
進
路

面
で
刺
激
を
受
け
る
機
会
は
都
市
部
の
生

徒
に
比
べ
て
少
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
っ

た
。
同
校
の
教
師
は
、
生
徒
が
学
習
や
進

路
面
で
刺
激
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
な
機
能

を
「
松
高
学
び
場
」
に
持
た
せ
る
こ
と
で
、

そ
の
価
値
を
最
大
限
に
引
き
出
せ
な
い
か

と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
25
年
４
月
、
同
校
は
松

浦
市
、
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

連
携
協
定
を
結
び
、
大
学
生
と
の
１
対
１

の
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
「
学
習
・
進
路
の
先

輩
コ
ー
チ
」（
図
）を
試
行
的
に
導
入
し
た
。

そ
の
取
り
組
み
は
、
大
学
入
試
を
自
学
自

習
で
突
破
し
た
大
学
生
か
ら
日
々
の
学
習

や
進
路
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う

こ
と
で
、「
松
高
学
び
場
」
で
の
学
習
を

充
実
さ
せ
た
り
、
進
路
選
択
に
お
け
る
視

野
を
広
げ
た
り
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
だ
。

取
り
組
み
に
か
か
る
費
用
の
一
部
は
松
浦

市
が
負
担
し
、
希
望
す
る
生
徒
は
１
回
25

分
間
の
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
月
２
回
、
月

額
１
０
０
０
円
で
利
用
で
き
る
。

　
３
年
生
担
任
を
務
め
る
鵜う

林ば
や
し

慎
平
先

生
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
利
用
す
る

生
徒
は
、
学
習
方
法
だ
け
で
な
く
、
志
望

大
学
の
選
び
方
な
ど
、
大
学
生
に
様
々
な

相
談
を
し
て
い
る
」
と
話
す
。

　「『
大
学
入
試
の
攻
略
の
第
一
歩
は
、
授

業
に
集
中
す
る
こ
と
』
な
ど
、
私
た
ち
教

師
が
普
段
か
ら
伝
え
て
い
る
こ
と
が
、
大

学
生
の
言
葉
で
伝
え
ら
れ
る
と
よ
り
説
得

力
を
持
っ
て
届
く
よ
う
で
す
」

　
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
を
生
徒
個
々
の
指
導

に
生
か
す
た
め
、
鵜
林
先
生
は
、「
学
習
・

進
路
の
先
輩
コ
ー
チ
」
を
利
用
し
た
生
徒

に
対
し
て
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
で
学
ん

だ
こ
と
」「
そ
の
学
び
を
生
か
し
て
自
分

で
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
」
を
ア

ン
ケ
ー
ト
で
聞
き
、
そ
の
回
答
内
容
を
学

年
団
の
教
師
で
共
有
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　「
年
齢
の
近
い
大
学
生
だ
か
ら
こ
そ
、

生
徒
は
自
分
が
抱
え
て
い
る
悩
み
や
困
り

ご
と
を
素
直
に
伝
え
ら
れ
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
し
て
大
学
生
と
や
り
取
り
を

行
い
、
そ
の
中
で
生
徒
が
気
づ
い
た
こ
と

や
学
ん
だ
こ
と
は
、
私
た
ち
教
師
の
教
科

指
導
や
進
路
指
導
の
改
善
の
ヒ
ン
ト
に
な

大学生との１対１のオンライン面談「学習・進路の先輩コーチ」

　大学入試を自学自習で突破した大学生が、高校生とオンライ
ンで面談し、学習や進路面の悩み・相談に応えるサービスで、
教師への負担の軽減を実現しながら、生徒一人ひとりの個別最
適な学びの充実を図ることを目指した、松浦高校・松浦市・株
式会社ベネッセコーポレーションによる試行的な取り組み。

　大学生が高校生の悩みや疑問に真摯に耳を傾けながら、自身
の高校時代の学習や進路選択の経験を踏まえてアドバイスする
ため、高校生にとっては日々の学習や進路選択での具体的な行
動変容につなげやすくなる。今後は、文理選択などのテーマで
の進路講演会もオンラインで開催する予定だ。　

■ 大学生との１対１のオンライン面談 ■ 利用した生徒のコメント

■ 利用した松浦高校の生徒が感じたメリット（上位３項目抜粋）

※学校資料を基に編集部で作成。 

項目 割合
実体験を踏まえた具体的な勉強法や進路選択法が参考になる 71.4%

アドバイスが具体的だから取り組みやすい 61.9%

年齢の近い先輩だから親しみが持てて話しやすい 38.1%

学習の計画を立てる際はまず、月間の目標を立
て、それを達成するための週間計画、そして
１日１日の計画を立てることで、目標に向かっ
て頑張れる計画が立てられることが分かった。

大学はできるだけたくさん調べて自分に合う
ところを見つけていくことが大事だというこ
とが分かった。上手な暗記方法も教えてもら
えてよかった。

進路を決めるために調べるべきことや苦手教
科の勉強法、模擬試験に向けてするべきこと
などを教えてもらった。専門学校だけでなく、
大学についても調べてみようと思う。

大学選択の考え方が自分と親とで異なる場合
に、どのように自分の考えを親に伝えればよ
いかが相談できた。苦手教科の勉強法につい
ても教えてもらえた。

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て

大
学
生
と
気
軽
に
面
談

2

大学生との１対１のオンライン面談「学習・進路の先輩コーチ」については下記のウェブサイトをご覧ください。

▶▶▶ https://kou.benesse.co.jp/senpai-coach/
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る
は
ず
だ
と
考
え
ま
し
た
」（
鵜
林
先
生
）

　「
松
高
学
び
場
」
で
大
学
生
と
の
オ
ン

ラ
イ
ン
面
談
が
始
ま
っ
て
約
６
か
月
。
そ

の
成
果
と
し
て
、
ま
つ
ナ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
の
鶴つ

る

田だ

高た
か

悠ひ
ろ

先
生
は
生
徒
の

様
々
な
変
化
を
挙
げ
る
。

　「
最
初
は
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
に
関
心
を

示
さ
な
か
っ
た
生
徒
が
、
同
級
生
や
先
輩

が
利
用
す
る
姿
を
見
て
興
味
を
持
ち
、
オ

ン
ラ
イ
ン
面
談
を
希
望
す
る
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン

ラ
イ
ン
面
談
を
通
し
て
『
松
高
学
び
場
』

に
関
心
を
持
ち
、
就
職
や
専
門
学
校
志
望

の
生
徒
が
『
松
高
学
び
場
』
に
足
を
運
ぶ

姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
鶴
田
先
生
は
、
探
究
学
習
と
進
路
選

択
の
連
携
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
生
徒
が

大
学
の
学
問
に
つ
い
て
広
く
知
る
機
会
を

「
ま
つ
ナ
ビ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
中
に
設

け
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
る
。
野
口
先
生

は
、
鶴
田
先
生
の
構
想
を
実
現
す
る
上
で
、

大
学
生
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
が
ヒ
ン
ト

を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待

し
て
い
る
。

　「
探
究
学
習
で
設
定
し
た
課
題
が
ど
ん

な
進
路
に
つ
な
が
る
の
か
、
取
り
組
ん
だ

こ
と
を
ど
の
よ
う
に
大
学
入
試
で
の
面

接
や
小
論
文
で
生
か
す
か
と
い
っ
た
こ
と

も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
で
相
談
す
る
よ
う
、

生
徒
に
促
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
野

口
先
生
）

　
地
域
住
民
や
企
業
、
さ
ら
に
は
行
政
な

ど
と
密
に
か
か
わ
り
な
が
ら
「
ま
つ
ナ
ビ・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開
し
て
い
る
松
浦

高
校
だ
が
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
す

る
教
師
が
異
動
し
て
も
持
続
可
能
な
も

読者の皆さん、P.38の写真に写って

いるドローンに気づきましたか。「DX

ハイスクール」に指定されている本校

は、探究学習においてドローンや3D

プリンターの活用を積極的に進めてい

ます。ドローンを活用した取り組みの例としては、市

内の中学校のグラウンドでの除草剤の散布や、松浦

市の農業委員会と連携し、農地が正しく利用されてい

るかを見回るパトロール活動などを川﨑教頭が中心と

なって行い、地域から高い評価を得ています。大学生

との交流同様、先端技術の活用も、生徒が地域や自分

自身を新たな視点で見つめ、課題に向き合うことにつ

ながります。地域との連携を土台に、郷土に根差し、

先端技術を使いこなして未来を切り拓く生徒が、１人

でも多く育ってくれることを心から願っています。

の
と
す
る
た
め
に
は
、
学
校
外
の
多
様
な

人
た
ち
の
力
を
借
り
る
こ
と
が
不
可
欠
だ

と
、
川
﨑
公き

み

隆た
か

教
頭
は
考
え
て
い
る
。

　「
本
校
が
探
究
学
習
を
推
進
で
き
て
い

る
の
は
、
学
校
を
応
援
し
て
く
れ
る
人

た
ち
が
地
域
に
た
く
さ
ん
い
る
か
ら
で

す
。
校
外
の
人
の
力
を
借
り
る
と
い
う
点

で
は
、
大
学
生
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
も

同
様
で
す
。
松
浦
市
内
外
の
い
ろ
い
ろ
な

人
が
応
援
し
て
く
れ
る
学
校
で
あ
る
こ
と

は
、
地
域
の
中
学
生
に
と
っ
て
、
本
校
を

目
指
す
理
由
の
１
つ
に
な
る
は
ず
で
す
」

　
外
部
の
力
を
借
り
つ
つ
、
学
校
の
力
を

外
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
、

宮
﨑
哲
郎
校
長
は
考
え
て
い
る
。

　「
地
域
の
方
か
ら
『
空
き
地
の
活
用
方

法
に
つ
い
て
生
徒
の
意
見
を
聞
き
た
い
』

な
ど
と
相
談
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

松
浦
高
校
な
ら
何
か
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
と
期
待
し
て
も
ら
え
る
の
が
と
て
も
あ

り
が
た
い
で
す
。
今
後
も
一
層
外
部
の
力

を
学
校
に
取
り
込
み
つ
つ
、
学
校
の
力
を

外
部
に
発
信
し
な
が
ら
教
育
活
動
を
改
善

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

大学生との１対 1のオンライン面談に臨む３年生。この日
は、秋以降の受験勉強の進め方などを相談した。

校
外
の
力
を
借
り
る
こ
と
で

学
校
が
さ
ら
に
活
性
化

長崎県立松浦高校

ＤＸハイスクールとしての

先端技術を活用して
未来を切り拓く生徒を育てる

校長 宮﨑哲郎

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

担
任

お
勧
め
の
分
掌
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ま
ず
、
２
０
２
５
年
度
「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ

ポ
ー
ト
・
３
年
生
第
１
回
」
の
分
析
結
果
を
基

に
、
現
３
年
生
の
進
路
意
識
と
学
習
状
況
に
つ

い
て
整
理
す
る
。

　「
希
望
す
る
入
試
方
式
」
を
尋
ね
た
設
問
で

は
、
24
年
度
と
比
較
し
て
一
般
選
抜
を
希
望
す

る
割
合
が
減
少
し
、
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選

抜
を
希
望
す
る
割
合
が
増
加
。
近
年
、総
合
型・

学
校
推
薦
型
選
抜
の
募
集
人
員
は
拡
大
傾
向

で
、
同
方
式
で
の
受
験
を
希
望
す
る
生
徒
が
増

え
て
い
る
（
図
１
）。

　
25
年
度
の
傾
向
と
し
て
、
学
力
試
験
型
の
年

内
入
試
の
新
規
導
入
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
に

も
触
れ
て
お
き
た
い
。
25
年
６
月
に
文
部
科
学

省
が
示
し
た
「
令
和
８
年
度
大
学
入
学
者
選
抜

実
施
要
項
」
で
は
、
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選

抜
に
お
い
て
、
２
月
１
日
よ
り
も
前
に
教
科
・

科
目
に
係
る
個
別
テ
ス
ト
を
実
施
で
き
る
旨

が
明
文
化
さ
れ
た
（
＊
１
）。
24
年
度
に
東
洋

大
学
で
新
た
に
実
施
さ
れ
た
年
内
入
試
「
学
校

推
薦
型
選
抜 

基
礎
学
力
テ
ス
ト
型
入
試
」（
25

年
度
は
総
合
型
選
抜
に
変
更
）
と
同
様
の
形
式

の
入
試
が
広
が
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
年
内
入
試
の
可
能
性
を
含
め
た
受
験

戦
略
を
考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。

　「
受
験
勉
強
の
進
み
具
合
」
に
つ
い
て
尋
ね

た
設
問
で
は
近
年
、「
受
験
勉
強
を
始
め
る
の

は
ま
だ
先
で
よ
い
」
と
回
答
す
る
生
徒
が
増
加

し
て
い
る（
図
２
）。
し
か
し
、そ
れ
以
上
に「
ス

タ
ー
ト
が
遅
れ
て
し
ま
い
、
か
な
り
焦
っ
て

い
る
」
と
回
答
す
る
生
徒
が
増
加
し
て
お
り
、

こ
こ
6
年
間
で
最
も
割
合
が
高
か
っ
た
。

　
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
が
拡
大
し
、
受

験
の
時
期
が
早
ま
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
逆

行
し
て
、
受
験
勉
強
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
い
生
徒

が
例
年
よ
り
も
多
い
点
に
は
注
意
し
た
い
。

　
次
に
、
25
年
度
進
研
模
試
「
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
模
試
・
６
月
」
に
お
け
る
志
望
動
向
を

見
て
い
く
。
国
公
立
大
学
全
体
の
志
望
者
数
は

対
前
年
指
数
99
で
、
日
程
別
に
見
る
と
、
前
期

日
程
の
志
望
者
数
は
対
前
年
指
数
１
０
０
と

前
年
並
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
縮
小
・
廃
止

が
続
く
後
期
日
程
の
志
望
者
数
は
対
前
年
指

数
96
と
減
少
し
た
。

　
大
学
群
別
で
は
、
難
関
国
立
10
大
学
の
志
望

者
数
は
対
前
年
指
数
１
０
１
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
学

は
99
、
そ
の
他
の
国
公
立
大
学
は
98
と
、
入

試
難
易
度
が
高
い
大
学
群
ほ
ど
高
か
っ
た
（
図

３
）。
教
育
課
程
の
変
更
に
伴
う
入
試
変
更
が

一
段
落
し
、
受
験
生
の
強
気
の
志
望
傾
向
が
や

や
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　
私
立
大
学
全
体
の
志
望
者
数
は
対
前
年
指

数
97
と
減
少
し
た
の
に
対
し
、
早
慶
上
理
、
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
、
関
関
同
立
の
難
関
13
私
立
大
学
の

志
望
者
数
は
対
前
年
指
数
１
０
１
と
前
年
並

み
と
な
っ
た（
図
４
）。入
試
方
式
別
に
見
る
と
、
＊ 1  ただし、「小論文・面接・実技試験等」または「志望者本人が記載する資料や高等学校に記載を求める資料等」と組み合わせて実施することが求められる。

現
３
年
生
の
デ
ー
タ
か
ら
見
え
る
、

今
後
の
進
路・学
習
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

今
号
は
、
２
０
２
５
年
度
「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
・
３
年
生
第
１
回
」
に
お
け
る
進
路
意
識
・
学
習
状
況
と
25
年
度
進
研
模
試
「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
模
試
・
６
月
」
に
お
け
る

志
望
動
向
の
２
つ
の
デ
ー
タ
を
基
に
、
生
徒
の
希
望
進
路
の
実
現
に
向
け
た
今
後
の
進
路
指
導
と
学
習
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
考
え
る
。

大 学 入 試

ベネッセ教育情報センター

現
３
年
生
の
志
望
動
向
と
学
習
の
特
徴

例
年
に
比
べ
て
受
験
勉
強
の

ス
タ
ー
ト
が
遅
い
生
徒
が
多
い

総
合
型・
学
校
推
薦
型
選
抜
を

希
望
す
る
生
徒
が
増
加

国
公
立
大
学
・
私
立
大
学
と
も
に

や
や
強
気
の
志
望
動
向
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私
立
大
学
全
体
で
は
共
通
テ
ス
ト
方
式
の
志

望
者
数
の
減
少
が
目
立
つ
が
、
難
関
13
私
立
大

学
で
は
入
試
方
式
に
よ
る
志
望
者
数
の
対
前

年
指
数
の
差
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
難
関

国
立
大
学
全
体
の
志
望
者
数
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
共
通
テ
ス
ト
方
式
で
の
難
関
私

立
大
学
の
併
願
を
検
討
し
て
い
る
受
験
生
が

多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
受
験
勉
強
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
い
生
徒
が
多

い
中
、
志
望
は
強
気
の
傾
向
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
た
学
習
指
導
が
求
め
ら
れ
る
と
言
え
る
。

　
学
部
系
統
別
の
志
望
動
向
を
見
る
と
（
図

５
）、
国
公
立
大
学
で
は
、
語
学
、
経
済・経
営・

商
学
系
統
な
ど
で
志
望
者
数
が
増
加
し
た
。
一

方
で
、
人
文
科
学
、
生
活
科
学
、
薬
学
系
統
な

ど
で
志
望
者
数
の
減
少
が
目
立
っ
た
。

　
私
立
大
学
で
は
、
多
く
の
学
部
系
統
で
志
望

者
数
の
対
前
年
指
数
が
１
０
０
を
下
回
っ
た
。

中
で
も
生
活
科
学
、
薬
学
系
統
な
ど
で
の
志
望

者
数
の
減
少
が
目
立
っ
た
。

　
生
活
科
学
、
保
健
衛
生
学
、
薬
学
系
統
な
ど

で
の
志
望
者
数
の
減
少
は
国
公
立
大
学
と
私

立
大
学
で
共
通
し
て
お
り
、
資
格
志
向
が
弱

ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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■国公立大学　■私立大学

※2025年度進研模試「大学入学共通テスト模試・6月」より。　※数値は前年度を100とした時の指数。

私立大学・大学群別の志望動向図４

学部系統別の志望動向図５

国公立大学・大学群別の志望動向図３

希望する入試方式図１ 受験勉強の進み具合図２

志望者数
指数

25年度 24年度

難関国立10大学 147,971 146,671 101

ブロック大学 180,412 182,307 99

その他の国公立大学 503,986 511,691 98

※ 2025年度進研模試「大学入学共通テスト模試・6月」より　
※難関国立10大学：北海道大学、東北大学、東京科学大学、
東京大学、一橋大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、神
戸大学、九州大学。
※ブロック大学：筑波大学、千葉大学、横浜国立大学、新潟
大学、金沢大学、岡山大学、広島大学、熊本大学、東京都立
大学、大阪公立大学。

一般方式 共通テスト方式 合計

志望者数
指数

志望者数
指数

志望者数
指数

25年度 24年度 25年度 24年度 25年度 24年度

私立大学全体 1,044,474 1,062,539 98 422,170 444,708 95 1,466,644 1,507,247 97

難関13私立大学 242,273 239,781 101 116,336 116,809 100 358,609 356,590 101

早慶上理 49,209 48,894 101 26,563 27,037 98 75,772 75,931 100

MARCH 104,072 103,387 101 53,346 53,293 100 157,418 156,680 100

関関同立 88,992 87,500 102 36,427 36,479 100 125,419 123,979 101

※ 2025年度進研模試「大学入学共通テスト模試・6月」より　
※早慶上理：早稲田大学、慶應義塾大学、上智大学、東京理科大学。
※MARCH：明治大学、青山学院大学、立教大学、中央大学、法政大学。　
※関関同立：関西大学、関西学院大学、同志社大学、立命館大学。

※各年度の「スタディーサポート・３年生第１回」
の全国集計値を基に作成。

※各年度の「スタディーサポート・３年生第１回」の全国
集計値を基に作成。

2021 2022 2023 2024 2025（年度）

50

40

30

20

10

0

（％）
一般選抜

総合型・学校推薦型選抜

43.9 44.6 42.9 42.6 40.8

30.7 30.6 32.5 34.3 35.0

36.636.736.736.7
34.6

2020 2021 2022 2023 2024 2025（年度）

50

40

30

20

10

0

（％）

スタートが遅れてしまい、かなり焦っている

受験勉強を始めるのはまだ先でよい

40.4

8.3
11.3 11.4 12.9 12.7

13.2

資
格
志
向
の

弱
ま
り
が
見
ら
れ
る

管
理
職

教
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担
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進
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担
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担
任

お
勧
め
の
分
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受
験
勉
強
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
た
と
焦
る

生
徒
は
、
模
擬
試
験
の
合
格
可
能
性
判
定
が
芳

し
く
な
い
と
弱
気
に
な
り
、
志
望
校
の
変
更
を

考
え
出
す
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
生
徒

に
は
、
Ｅ
判
定
だ
っ
た
受
験
生
が
合
格
す
る

ケ
ー
ス
は
少
な
く
な
い
こ
と
を
伝
え
る
こ
と

で
、
前
向
き
に
さ
せ
た
い
。
例
え
ば
、
明
治
大

学
文
学
部
の
25
年
度
入
試
で
は
、
９
月
時
点
で

志
望
者
の
７
割
が
Ｅ
判
定
で
あ
り
、
合
格
者
の

４
割
は
Ｅ
判
定
だ
っ
た
（
図
６
、７
）。
進
研
模

試
の
Ｅ
判
定
は
合
格
率
20
％
未
満
と
な
る
よ

う
に
設
定
し
て
い
る
が
、
私
立
大
学
は
受
験

日
が
多
く
、
Ｅ
判
定
の
受
験
者
も
多
い
た
め
、

合
格
者
に
占
め
る
Ｅ
判
定
の
受
験
者
の
割
合

も
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
れ
を
生
徒
に
伝

え
る
こ
と
で
、
判
定
が
芳
し
く
な
い
か
ら
諦
め

る
の
で
は
な
く
、
合
格
可
能
性
の
高
い
併
願
校

を
押
さ
え
る
な
ど
し
て
、
積
極
的
に
第
１
志
望

校
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
な
受
験
戦
略
を
組
み

立
て
さ
せ
た
い
。

　
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
の
受
験
を
希
望

す
る
生
徒
が
増
加
す
る
中
、
同
方
式
に
出
願
す

る
見
極
め
が
一
層
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
に
は
、
教
科
学
力

を
重
視
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
志
望
理
由
を
重

視
す
る
場
合
も
あ
る
。
教
科
学
力
を
重
視
す

る
場
合
は
、
秋
の
段
階
で
志
望
理
由
が
固
ま
っ

て
い
な
い
生
徒
で
も
、
学
力
基
準
が
ク
リ
ア
で

き
れ
ば
、
一
般
選
抜
と
並
行
し
て
対
策
を
進
め

や
す
い
た
め
、
出
願
を
前
向
き
に
検
討
し
て
よ

い
だ
ろ
う
。

　
そ
う
し
た
見
極
め
に
活
用
し
た
い
の
が
、
第

１
回
出
願
指
導
Ｗ
Ｅ
Ｂ
研
究
会
で
提
供
し
た

「
入
試
方
式
別
合
否
度
数
分
布
」
や
「
教
科
学

力
で
合
否
が
決
ま
る
募
集
単
位
・
決
ま
ら
な
い

募
集
単
位
」（
図
８
）
な
ど
の
デ
ー
タ
だ
。
試

験
内
容
の
詳
細
や
合
格
者
の
特
徴
は
「
受
験
レ

ポ
ー
ト
」
な
ど
で
確
認
で
き
る
。
出
願
か
ら
受

験
対
策
ま
で
、
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
指
導
を
充

実
さ
せ
、
生
徒
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

高３生９月模試時点の志望校判定（受験者全体）図６ 高３生９月模試時点の志望校判定（合格者のみ）図7

「2025年度　教科学力で合否が決まる募集
単位・決まらない募集単位」

図8

受
験
勉
強
の
ス
タ
ー
ト
が
遅
れ
、

焦
っ
て
い
る
生
徒
に
対
す
る
指
導

◎2025 年度入試　明治大学文学部

E 
70%

D 
20%

A
1
%

B
5
%

C
4
%

◎2025 年度入試　明治大学文学部

E 
42%

D 
33%

C 
9%

B 
11%

A
4
%

※進研模試偏差値は 2024 年度「進研模試３年生７月記述」「第２回ベネッセ・駿台記述模試」
に基づいて算出。

※学習到達ゾーンは、進路マップ得点と進研模試偏差値との相関に基づいて算出。

※集計できた合格者平均より上の人数及び下の人数がともに５人以上の方式を掲載対象とし
ている。

※集計に用いる教科は以下の通り。

〈国公立大学〉３教科 〈私立大学・短期大学〉文理別２教科 

文系：国英 、理系：数英を使用。 「文系」「理系」は、弊社独自の文理区分に基づいて決定。

各学部の学科・専攻（募集単位）で文理が混在している場合は、割合の多い方にそろえた上
で全募集単位を集計。

合格者の平均に該当する学力到達ゾーン（GTZ) より上の GTZ
の合格率と下の合格率の差によって４段階で判別。
Ａ：強く影響する（30 ポイント以上、一般選抜と同程度）
Ｂ：影響する（20 ～ 30 ポイント）
Ｃ：影響が小さい（10 ～ 20 ポイント）
Ｄ：ほぼ影響しない（10 ポイント未満、教科学力で合否の差が
ほぼついていない）

Ｅ
判
定
で
も
合
格
す
る
受
験
生
は

少
な
く
な
い
こ
と
を
伝
え
る

入
試
方
式
の
特
徴
を
踏
ま
え
、

年
内
入
試
へ
の
出
願
を
見
極
め
る

ハイスクールオンラインで下記のデータを確認できます。
詳しくは P.45 の告知をご覧ください。

図 6、図 7　※ 2025 年度入試結果調査及び 2024 年度「第 1 回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」の両方のデータがある生徒を集計。
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　2026年度大学入試の本番まで半年を切り、段々と

校内でも受験ムードが高まっていることと思います。

ただ、ムードの高まりに対して、生徒は期待感よりも

不安感が先立っているでしょうし、それに拍車をかけ

るように、模擬試験で第１志望校の合格可能性判定が

E判定とされる生徒が少なくない時期でもあります。

しかし、多くの先生方から「現役生の伸びはこれから」

と伺いますし、焦らず一歩ずつ対策を進めるよう、生

徒に伝えたいものです（E判定の捉え方については、

教育情報センターのnote 記事〈右下参照〉もありま

すので、よろしければご覧ください）。

　現３年生のスタディーサポートの分析結果では、外

部環境の変化の影響が生徒の進路意識にも表れていま

した。総合型・学校推薦型選抜の入試規模（募集人員

と志願者数）の拡大に伴い、高３春段階で同選抜の利

用を考えている生徒は増加し続けています。今後、学

力試験型の総合型選抜を利用することにより、高３秋

段階で併願校の合否結果が分かる生徒が多くなるはず

です。合否結果が分かることで、第１志望校に専念で

きるようになる生徒もいれば、第１志望校への気持ち

が揺らぐ生徒、さらには第１志望校を諦めてしまう生

徒もいるでしょう。学校としては、生徒や保護者が自

身の過去の経験やイメージ、数少ない失敗事例で選択

肢を狭めてしまうことがないよう、自校ではどのよう

に進路決定を進めるのか、改めて進路指導のあり方を

整理・更新するタイミングを迎えていると思います。

　模擬試験における志望動向では、入試難易度が高い

大学群ほど志望者数の対前年指数が上昇しており、強

気の志望傾向が見られています。変更点が多かった

25年度入試に比べると、一般選抜においては、志望

校検討における不安感は和らいでいるようです。また、

学部系統別の志望動向では、国公立大学、私立大学に

共通して資格志向の弱まりが見られました。その背景

には、テクノロジーの急激な進化や働き方の流動性の

高まりにより、資格取得だけでは安定的なキャリアが

築けないのではないかといったイメージが影響してい

そうです。その点については、実社会で活躍している

卒業生の話から、学問系統や大学調べに取り組む際の

ヒントが多く得られることでしょう。　

　外部環境と生徒の進路意識、両方の大きな変化を受

けて、進路指導は、中期的な視点としての「キャリア

の考え方」と短期的な視点としての「進路の決め方」

の２つの視点で、「これまでとこれから」を定めるタ

イミングだと言えます。

NEW■総合型・学校推薦型選抜の合格者の特徴

第１回出願指導WEB研究会で「総合型・学校推薦型選抜」のデータを拡充しています！

ベネッセハイスクールオンラインでは、「教科学力で合否が決まる募集単位・決まらない募集単位」を始め

として、総合型・学校推薦型選抜のご指導で活用いただける資料・データを拡充いたしました。ぜひ、右

の２次元バーコードから第１回出願指導WEB 研究会のデータをご確認ください。

新規データの例：「大学・学部ごとの合格者の特徴」
教科学力で合否が決まらない募集単位を抜粋し、受験レポートやアセス
メントの実施結果などを基に、合格者の特徴を分析してまとめました。

今後の大学入試に向けて学校に求められること

（株）ベネッセコーポレーション 
学校カンパニー 教育情報センター長　

日山敦司　ひやま・あつし

進路指導を中期と短期の２つの視点でアップデートする

note記事
「E判定」から見いだす合格への糸口
ベネッセコーポレーション・教育情報センター
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VIEW'S REPORT

　
探
究
学
習
の
支
援
を
大
学
に
依
頼
し
た
い

が
島
内
に
大
学
が
な
い
、
探
究
学
習
の
成
果

を
校
外
で
も
発
表
し
た
い
が
費
用
面
で
島

外
の
大
会
に
参
加
す
る
こ
と
は
難
し
い
─
。

そ
う
し
た
地
理
的
条
件
か
ら
生
じ
る
課
題
が

あ
る
中
で
探
究
学
習
に
取
り
組
む
生
徒
を
支

援
す
る
た
め
、２
０
２
４
年
３
月
、鹿
児
島

県
の
奄
美
群
島
の
高
校
９
校
と
、鹿
児
島
大

学
な
ど
の
大
学
等
に
よ
っ
て
、「
奄
美
群
島
高

校
探
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
結
成
さ
れ
た
。

　
豊
か
な
自
然
や
独
自
の
文
化
を
持
つ
奄
美

群
島
に
は
多
く
の
研
究
者
が
訪
れ
る
。
そ
こ

で
、
そ
う
し
た
研
究
者
が
所
属
す
る
大
学
・

研
究
機
関
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
へ
の
参
画
を

依
頼
。
探
究
学
習
の
支
援
が
可
能
な
研
究
者

の
情
報
を
一
覧
に
し
て
、
群
島
内
の
高
校
で

共
有
し
、
各
校
が
参
画
機
関
や
研
究
者
に
直

接
依
頼
で
き
る
よ
う
に
し
た
（
図
１
）。
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
発
起
人
の
１
人
で
あ
る
鹿

児
島
県
立
大
島
高
校
（
以
下
、
大
島
高
校
）

の
貴き

島じ
ま

邦く
に
の
ぶ伸
前
校
長
（
現
・
鹿
児
島
県
立
楠な

ん

隼し
ゅ
ん

中
学
校・高
校
校
長
）
は
、こ
う
説
明
す
る
。

　「
研
究
者
が
来
島
し
た
際
に
生
徒
に
助
言
・

指
導
し
て
も
ら
う
仕
組
み
に
す
れ
ば
、
研
究

者
に
大
き
な
負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
生

徒
の
探
究
学
習
を
支
援
し
て
も
ら
え
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」　

　
24
年
度
に
は
４
校
が
そ
の
仕
組
み
を
利
用
。

25
年
度
は
、
サ
ン
ゴ
の
生
態
調
査
や
奄
美
の

方
言
な
ど
の
テ
ー
マ
で
大
学
教
員
に
支
援
を

依
頼
し
て
い
る
。コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
事
務
局
を
担 

う
大
島
高
校
の
中な

か

渡わ
た

瀬せ

将ま
さ
ゆ
き之
先
生
は
、「
登 

録
研
究
者
の
一
覧
に『
支
援
可
能
な
内
容
』が
記

載
さ
れ
て
い
る
た
め
、誰
に
何
を
依
頼
で
き

る
か
が
ひ
と
目
で
分
か
り
、大
学
や
研
究
者

に
ス
ム
ー
ズ
に
依
頼
で
き
ま
し
た
」と
語
る
。

　
25
年
３
月
に
は
、
大
島
高
校
を
会
場
に
、

同
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
主
催
の「
高
校
生
サ
ミ

ッ
ト
Ｉ
Ｎ
奄
美
２
０
２
５
」が
行
わ
れ
た
。生

徒
が
大
勢
の
人
の
前
で
探
究
学
習
の
成
果
を

発
表
し
、同
世
代
と
交
流
す
る
場
と
し
て
同

サ
ミ
ッ
ト
を
企
画
し
た
。同
サ
ミ
ッ
ト
の
開

催
は
今
回
が
２
回
目
で
、コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

参
画
校
全
９
校
と
、中
渡
瀬
先
生
が
以
前
勤

務
し
て
い
た
神
奈
川
県
・
横
浜
市
立
横
浜
サ

イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
校
が
参
加
。大

島
高
校
の
１・２
年
生
全
員
や
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
参
画
大
学
の
教
員
、サ
ミ
ッ
ト
を
支
援
す

る
地
元
企
業
の
来
賓
を
前
に
、各
校
の
代
表

チ
ー
ム
計
28
人
の
生
徒
が
発
表
し
た（
図
２
）。

　「
探
究
テ
ー
マ
は
伝
統
文
化
や
自
然
、
地

域
の
社
会
課
題
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
し
た
。代
表
チ
ー
ム
の
選
考
は
各
校
に
一

写真上／サミットでの発表の様子。
写真左／生徒の交流会の様子。

奄
あ ま

美
み

群島の高校全９校が集結し、
探究学習の成果を発表

「高校生サミットIN奄美2025」リポート
鹿児島の南方の海上、南北約 200㎞の間にある８つの有人
島から成る奄美群島。その中に９校の高校が点在し、約2,000
人の生徒が学んでいる。地理的条件が厳しい中で探究学習に
取り組む生徒を支援しようと、2024 年３月に結成されたのが

「奄美群島高校探究コンソーシアム」だ。25 年３月には島内
外から生徒が集まり、同
コンソーシアム主催の探
究学習の発表会と生徒の
交流会が行われた。その
様子をリポートする。

離
島
の
探
究
学
習
を
支
援
す
る
た
め
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
結
成

他
校
生
も
集
ま
る
サ
ミ
ッ
ト
で
の

発
表
が
、生
徒
の
目
標
に
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任
し
て
い
ま
す
が
、各
校
の
話
に
よ
る
と
、本

サ
ミ
ッ
ト
で
の
発
表
が
生
徒
の
１
つ
の
目
標

に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
」（
貴
島
前
校
長
）

　
各
チ
ー
ム
の
発
表
後
に
は
、
大
学
教
員
５

人
に
よ
る
質
疑
応
答
と
指
導
・
助
言
が
行
わ

れ
た（
写
真
１
）。
教
員
住
宅
の
老
朽
化
を
調

査
し
た
鹿
児
島
県
立
与
論
高
校
の
チ
ー
ム
に

は
、「
よ
い
着
眼
点
だ
と
思
う
。
生
徒
に
と

っ
て
身
近
な
存
在
で
あ
る
教
師
の
福
利
厚
生

に
か
か
わ
り
、
社
会
課
題
と
し
て
も
重
要
だ
」

と
評
価
し
つ
つ
、「
参
考
文
献
が
新
聞
記
事

だ
け
だ
っ
た
。
研
究
論
文
を
調
べ
て
掘
り
下

げ
る
と
さ
ら
に
よ
く
な
る
と
思
う
」
な
ど
と

助
言
し
た
。ま
た
、黒
糖
焼
酎
に
つ
い
て
探
究

し
た
鹿
児
島
県
立
奄
美
高
校
の
チ
ー
ム
は
、

休
憩
時
間
に
大
学
教
員
に
探
究
学
習
の
方
向

性
に
つ
い
て
相
談
。
大
学
教
員
は
、「
酒
に
は

そ
れ
に
ま
つ
わ
る
独
自
の
文
化
が
あ
る
。
飲

酒
の
で
き
な
い
高
校
生
だ
か
ら
こ
そ
、
文
化

か
ら
探
究
し
て
み
て
は
？
」
と
助
言
し
た
。

　
発
表
を
聞
い
た
会
場
の
大
島
高
校
の
１
・

２
年
生
に
も
、多
く
の
気
づ
き
が
あ
っ
た
。「
テ

ー
マ
設
定
が
重
要
だ
と
感
じ
た
。し
っ
か
り

し
た
軸
が
な
い
と
、
探
究
が
い
ろ
い
ろ
な
方

向
に
ぶ
れ
て
し
ま
う
」「
ど
の
チ
ー
ム
も
粘
り

強
く
取
り
組
ん
で
い
た
。
そ
の
姿
勢
を
自
分

も
持
ち
た
い
」な
ど
、様
々
な
声
が
聞
か
れ
た
。

　
最
後
に
、
生
徒
の
企
画
・
運
営
に
よ
る
交

流
会
が
実
施
さ
れ
た
。「
あ
な
た
が
帰
っ
て
き

た
く
な
る
故
郷
と
は
？
」
な
ど
、
３
つ
の
話

題
で
10
校
の
生
徒
が
意
見
を
交
わ
し
た
。
企

画
・
運
営
を
担
当
し
た
生
徒
は
、「
奄
美
の
こ

と
を
考
え
て
行
動
し
て
い
る
高
校
生
が
こ
ん

な
に
い
る
。
力
を
合
わ
せ
て
奄
美
の
未
来
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
述
べ
た
。

　
一
連
の
取
り
組
み
は
、
離
島
と
い
う
環
境

で
大
学
教
員
と
の
対
面
交
流
の
仕
組
み
を
構

築
し
た
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
、
独
立
行
政

法
人
教
職
員
支
援
機
構
の
第
８
回
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｓ

大
賞
を
受
賞
し
た
。
25
年
度
か
ら
は
、
奄
美

群
島
全
12
市
町
村
が
参
画
す
る
「
奄
美
群
島

広
域
事
務
組
合
」
な
ど
、
地
域
の
支
援
を
受

け
て
、
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

　「
今
後
は
各
校
の
探
究
テ
ー
マ
を
共
有
し
、

同
一
の
テ
ー
マ
が
あ
れ
ば
共
同
研
究
を
行
う

こ
と
な
ど
を
検
討
中
で
す
。
高
校
と
大
学
、

地
域
が
連
携
し
、
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
人

材
を
育
て
て
い
き
ま
す
」（
中
渡
瀬
先
生
）

日程　2025年3月19日（水）　

会場　鹿児島県立大島高校

プログラム
１　開会宣言／歓迎アトラクション・奄美民謡
２　基調講演　
３　課題研究発表（発表10分間、質疑応答５分間）

参加校と発表タイトル（発表順）
•鹿児島県立大島高校「奄美の人々の暮らしに発酵食品を」
•鹿児島県・私立樟南第二高校「エコツーリズム〜実践を通して学
んだこと〜」
•鹿児島県立徳之島高校「徳之島の犬や猫を『家族』という意識に」
•鹿児島県立与論高校「与論島の教員住宅老朽化に関する調査」
•鹿児島県立喜界高校「『がじゃみスナイパー』〜喜界島の特産を
活かした商品開発〜」
•神奈川県・横浜市立横浜サイエンスフロンティア高校「ジェンガ
の抜けやすさの違い」
•鹿児島県立奄美高校「黒糖焼酎の文化を未来へつなごう」
•鹿児島県立大島北高校「未来へ残そうシマの宝〜奄美大島の固
有種を守るために〜」
•鹿児島県立沖永良部高校「2050年の沖永良部島を考えよう〜
『SIMおきのえらぶ2050』にチャレンジ〜」
•鹿児島県立古仁屋高校「久慈白糖工場跡出土煉瓦の製作地につ
いて」

４　アトラクション：書道パフォーマンス
５　全体総評
６　生徒交流会

※図１・２ともに、「奄美群島高校探究コンソーシアム」提供資料を基に編集
部で作成。

図１ 「奄美群島高校探究コンソーシアム」関係図 図２ 「高校生サミットIN奄美　2025」概要

■コンソーシアムの登録研究者一覧

探究学習の支援が可能な研究者の情報（氏名、所属、専門分野、支援可
能な内容、連絡先、来島の時期等）を一覧化し、参画高校で共有している。

同コンソーシアムの詳細は、下記サイトを参照。
https://sites.google.com/kago.ed.jp/iamamiconsortium/

写真１　大学教員の質問に堂々と回答する生徒たち。
サミットの様子はライブ配信され、参加校の生徒も視
聴可能にした。アーカイブは下記動画サイトで公開中。
https://www.youtube.com/@koukouoshima9827

沖
おきのえらぶ

永良部
高校

大島高校
事務局校

古
こ

仁
に

屋
や

高校
大島北
高校

奄美
高校

与論
高校

徳之島
高校

喜
き

界
かい

高校

樟
しょう

南
なん

第二
高校

参画機関
鹿児島大学、東京大学
大気海洋研究所、志學
館大学、第一工科大学、
鹿児島国際大学、鹿児
島純心大学、駒澤大学
応用地理研究所、株式
会社アーダン

参画機関

各校の探究学習の支援
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2025年７月号へのご意見

生徒が自分で考える時間の重要性を実感
　「中核的な概念」をテーマにした７月号の特集は、非常に勉強になっ
た。課題整理の記事で、京都大学大学院の石井英

てるまさ
真准教授が述べていた

「生きて働く学力を育成するためには、問いと答えの距離を長くすること
が重要」という考えに共感した。知識を「分かる」「使える」ようにする
ために、生徒が自分で考える時間を持つことが重要だ。考える力や想像
する力を養うことは、新たな創造につながる。それは社会人になった時、
非常に大切な力となるだろう。　　　　　愛媛県・私立松山聖陵高校　大谷修一

教師が複数で授業づくりをする体制が必要
　７月号の特集の課題整理の図３では、「中核的な概念」をキーに考える
授業のポイントが分かりやすくまとめられていた。特に「網羅的な授業
からの脱却」は重要であり、意識していきたいと思った。ただ、生徒が
自力で「中核的な概念」を獲得するためには、問いの設定など、入念な
授業づくりが求められる。生徒が協働的な学びをするように、教師も複
数で授業づくりをする体制が必要だ。まずは自分の授業を他の教師に見
てもらうことから始めたい。 　　　静岡県・静岡市立清水桜が丘高校　樋

といだ
田範

のり
文
ふみ

特集の事例記事を参考に、自分の授業を進化させたい
　担当する国語の授業では、様々な文章に活用できる読み方を指導して
いるが、７月号の特集の実践事例 1　国語の記事で、青森県立青森中央高
校の笠井敦司先生は、「読むこと」だけでなく「書くこと」にも応用でき
る「中核的な概念」を指導されていた。自分の指導の未熟さに気づくとと
もに、「中核的な概念」の具体とその指導法を学べた。自分の授業に取り
入れ、指導をよりアップデートしていきたい。　　　　　千葉県　匿名希望 

困っている生徒の声を社会に伝え続ける
　７月号の「先生なら、どうしますか？」で宮崎県立延岡星雲高校の栁
井健二先生の記事を読み、学級担任が家庭の状況をどこまで理解すべき
かは難しい問題だと改めて考えさせられた。家庭の問題は一担任だけで
は解決できないものばかりで、社会全体で取り組む必要がある。その中で、
社会に向けて生徒の叫びを伝えていくことは、教師の使命だと思う。一
人ひとりの力は小さくても、団結し、粘り強く伝えることで、社会改革
につながるものと信じている。　 宮城県・私立東北生活文化大学高校　須

す
藤
とう

由
ゆうこ

子

「対話的な学び」における教師のあり方に共感
　７月号の「主体的・対話的で深い学び 授業実践」（化学）の記事で、茨
城県・私立土浦日本大学高校の星野恵美子先生が、「対話的な学び」のあ
り方として、「私との対話を通じて」という教師のあるべき姿を明確にし
ている点に共感した。特に学力的な課題を抱える学校では、記事にあっ
た「疑問を解消する面白さを感じる」ことや、「根拠を持って論理的に述
べる」ことを生徒が学ぶのは、生徒同士の対話からだけでは難しく、教
師主導で思考を促した方がよいと考える。また、成果として「化学での
学びを他教科での学びに生かす」ことができているのは、まさにコンピ
テンシー・ベースの教科横断的な取り組みだと感じた。

北海道滝川西高校　三井智和

先生方からの
ご意見を
紹介します

11月28日発刊
（予定）

高校版　2025年11月号

『VIEW next』の LINE を友だち登録して
いただければ、本誌の発刊時や新コンテ
ンツの公開時に通知が届き、ウェブサイト

『VIEW next ONLINE』内の該当記事に、
ダイレクトにアクセスできます。この機会に
ぜひ、友だち登録をお願いします！

［友だち登録の方法例］
•（方法①）　上の２次元コードを読み取る
•（方法②）LINE アプリの「友だち追加」＞
　「ID 検索」で「@view21」と入力して追加

　「学校のイメージキャラクターって、いつ
からあるんだろう」。先日、取材で訪れた長
崎県立松浦高校で、ふとそんなことを考えま
した。少なくとも私の高校時代には、そうし
た存在はなかったはずです。
　松浦高校には「まつドリー」という、生徒
たちに愛されているキャラクターがいます。
驚いたのは、それがイラストの世界を飛び出
し、３Ｄプリンターで見事な立体マスコット
になっていたこと。生徒たちの「好き」や「面
白い」という純粋な気持ちが、デジタルの力
を借りて、触れることのできる「形」になる。
その光景は、とても新鮮なものでした。私が
子どもの頃の立体化と言えば、オーブントー
スターで温めて縮める「プラバン」がせいぜ
いだったなあ……などと懐かしく思い出し、
改めて時代の進化を実感しました。
　想像したものを、もっと自由に、もっと確
かに形にできる。そんな素敵な道具を手にし
た生徒たちが、これからどのような未来を創
造していくのか。まぶしい気持ちになった取
材でした。（守安）

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！
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登壇者　苫
とま

野
の

一
いっ と く

徳先生

哲学者・教育学者。熊本大学大学院教育学研究科准教授。早稲
田大学大学院教育学研究科博士課程修了。博士（教育学）。経
済産業省「産業構造審議会」委員、熊本市教育委員のほか、全
国の多くの自治体・学校等のアドバイザーを歴任。

アーカイブ動画公開のご案内

I N F O R M A T I O N

オンラインセミナー開催のお知らせ

2025年10月30日（木）に開催
管理職先生向けオンラインセミナー

管理職、分掌主任先生向けオンラインセミナー

新たな進路・キャリアデザインを考える
～“なぜ学ぶのか？”のその先へ～

URL https://benesse-hs.jp/t75zg

URL https://benesse-hs.jp/wfk8v

演題	新たな進路・キャリアデザインを考える
	 ～“なぜ学ぶのか？”のその先へ～
「なぜ学ぶのか？」という根本的な問いの共有や学びの動機づけ、主体的な進路・キャリア形成の重要性について、お
話をいただきました。苫野先生は、学びの本質は「豊かさを得ること」と「自由に生きること」にあり、学びは喜び
や自己成長を促すものだと考えると述べられました。加えて、子どもたちの探究心を育むためには、魅力的なコンテ
ンツや共同作業、自己決定の環境を整えることが重要であると指摘されました。また、教育の目的は「子どもたちが
自らの人生を選び取る力を育むこと」にあるとし、学びへの抵抗感を減らし、未来を描くための支援や環境整備につ
いても考察をいただきました。

２次元コード

２次元コード

本セミナーの詳細とお申し込み方法は、
右記のURL、または２次元コードから
ご覧ください。

アーカイブ動画は、
右記のURL、または２次元コードから
ご覧ください。

本セミナーは、教育現場の変化や課題に対応し、よりよい学校づくりを目指すために管理職に求められるこ
とをテーマとする予定です。詳細は下記ウェブサイトでご案内しています。ぜひご参加ください。

弊社は2025年７月29日（火）にオンラインセミナー「新たな進路・キャリアデザインを考える～“なぜ学ぶ
のか？”のその先へ～」を開催しました。「第１部：進路・キャリア教育の今と未来」「第２部：苫

とま

野
の

一
いっとく

徳先生
の特別講演」「第３部：新サービスの概要・詳細」の３部構成の本セミナーに参加した先生方からは、「もう一
度視聴したい」「校内の先生に共有したい」といった反響を多くいただきました。そこで、この度、アーカイブ
動画を公開する運びとなりました。これからの学びの設計のご検討に向けて、ぜひご視聴ください。
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高知県立高知追手前高校 / 東京都・私立山崎学園富士見中学校高校 /三重県立名
な
張
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青
せいほう
峰高校 /

兵庫県・私立雲
ひばりがおか
雀丘学園中学校・高校 /福岡県立筑紫丘高校 /岩手県立一関第一高校・附属中学校 /

兵庫県・私立芦屋学園中学校・高校 /岐阜県立中津高校 /長崎県立松浦高校
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Benesse Corporation 2025
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0 1 2 0 - 3 5 0 4 5 5（通話料無料）　［受付時間］ 月〜金 8：00 〜18：00／土8：00〜17：00（祝日、年末・年始を除く）

わたなべ・みく　同校に赴任して３年目。３学年担任。進路指導部。理科（化学、生物）。
北海道札幌西陵高校　1977（昭和52）年設立／全日制／普通科／共学／１学年約240人／2024
年度卒業生進路実績　国公立大は、小樽商科大、北見工業大などに４人が合格。私立大は、北海道
医療大、北海道科学大、東洋大などに延べ139人が合格。短大・専門学校進学88人。就職11人。

　高校生活最後の文化祭の出し物。３年２組は皆で話し合ってダンスに決めたも
のの、ステージ部門の生徒たちの心にはどこか引っかかるものがあった。担任の
渡辺先生に相談すると、「流行のダンスをまねるだけなら、ほかのクラスとかぶ
らない？ 観客のことは考えた？」と問いかけられ、生徒たちははっとした。「そ
れまでは、自分たちのやりたいことや準備の負担を減らすことばかりに気を取ら
れていました。企画を一から練り直し、観客のことを意識して、笑いの要素など
を取り入れた劇を創り上げました。当日は大盛況でした」と、生徒たちは笑顔で
文化祭を振り返る。渡辺先生は、「生徒は失敗することが不安で、挑戦すること
を避けがちです。でも、困難を乗り越えた先に、人としての成長があります。そ
のことを根気よく伝えて、挑戦する姿勢を引き出すようにしています」と語る。
　「生徒に求めていることは、まずは自分が実践しないと」と、渡辺先生は若手
教師の１人として積極的に新しい取り組みに挑戦。今年度は、総合型選抜の対策
として、グループディスカッションの放課後講座を企画・運営した。生徒に言っ
ている「君ならできる」を自身にも言い聞かせ、生徒の未来のために走り続ける。

C o v e r  S t o r y

生徒と創る学びの情景

君ならできる
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